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I 

はじめに 
 

このマニュアルは，次に示すプログラムプロダクトの機能と使用方法について説明したものです。 

 

P-2651-F234   ＳＥＷＢ＋／ＳＴＡＮＤＡＲＤ－ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ 

P-9V51-FD21   ＳＥＷＢ＋／ＳＴＡＮＤＡＲＤ‐ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ 

P-9W51-FD21   ＳＥＷＢ＋／ＳＴＡＮＤＡＲＤ‐ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ（６４） 

P-1J51-FD21   ＳＥＷＢ＋／ＳＴＡＮＤＡＲＤ‐ＳＵＢＲＯＵＴＩＮＥ（６４） 

 

■対象読者 

このマニュアルは，COBOL2002 を使用したアプリケーションプログラムを作成する方を対象とし

ています。また，COBOL の基本文法を理解していることを前提としています。 

 

■マニュアルの構成 

このマニュアルは，次に示す２つの章と付録から構成されています。 

第１章 標準サブルーチンの概要 

標準サブルーチンの特徴，提供形態，適用方法，分類と命名基準について説明して

います。 

第２章 標準サブルーチンの仕様 

標準サブルーチンの一覧および仕様書を示しています。 

付録Ａ EUC コード対応版の仕様 

付録Ｂ Unicode 対応版の仕様 

付録Ｃ 祝祭日・休日の有効期間 

 

■関連マニュアル 

このマニュアルの関連マニュアルを次に示します。必要に応じてお読みください。 

 

• ＣＯＢＯＬ２００２ 操作ガイド (3020-3-D41) 

• ＣＯＢＯＬ２００２ ユーザーズガイド (3020-3-D42) 

• ＣＯＢＯＬ２００２ 言語 標準仕様編 (3020-3-D44) 

• ＣＯＢＯＬ２００２ 言語 拡張仕様編 (3020-3-D45) 

• ＣＯＢＯＬ２００２ 操作入門 (3020-3-D46) 

 

 



はじめに 

II 

■マニュアル体系 

 

  SEWB+ クライアントサーバシステム開発ガイド （3020-3-N83） 

《リポジトリ管理》 

  SEWB+/REPOSITORY 運用ガイド （3020-3-N81） 

    SEWB+/REPOSITORY 辞書設計ガイド （3020-3-N82） 

    Groupmax Object Server Version 6 システム管理者ガイド （3020-3-B56） 

  SEWB+/STANDARD-DICTIONARY 標準データ項目辞書 使用の手引 （3020-3-719） 

《オブジェクト指向分析・設計》 

  SEWB+ オブジェクト指向分析・設計支援 使用の手引 （3020-3-581） 

《分散オブジェクト設計支援》 

  SEWB+/CS - DESIGN ユーザーズガイド （3020-3-770） 

《クライアントサーバシステム設計支援》 

  SEWB+/OLTP DEFINER ユーザーズガイド （3020-3-909） 

《アプリケーション開発》 

  SEWB+/CONSTRUCTION アプリケーション開発ガイド （3020-3-N84） 

  SEWB+/RECORD DEFINER ユーザーズガイド （3020-3-N85） 

  SEWB+/REPORT MANAGER ドキュメント作成支援 使用の手引 （3020-3-720） 

  SEWB+/CODE-ANALYZER ユーザーズガイド （3020-3-820） 

  SEWB+/CODE-DESIGN コード設計支援 使用の手引 （3020-3-721） 

  SEWB+ ﾊﾞｯﾁｼｽﾃﾑ向けｱﾌﾟﾘｹｰｼｮﾝﾌﾚｰﾑﾜｰｸ・部品 使用の手引 （3020-3-711） 

  SEWB+/STANDARD-SUBROUTINE 標準サブルーチン 使用の手引 （3020-3-725） 

  SEWB+ COBOL 構造化エディタ 使用の手引き （3020-3-811） 

 

〈記号〉  ：概説書 

      ：解説書 

      ：手引書 

      ：文法書 

      ：操作書 
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手解

手

手解

手

操手

操手

操手

文手

操手

手

操手

手

手

手

手

概

解

手

文

操
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■このマニュアルでの表記 

このマニュアルでは，製品名を次のように表記しています。 

表記 正式名称 

Windows Server 2008 

Enterprise 

Microsoft(R) Windows Server(R) 

2008 Enterprise 32-bit 日本語版 

Windows Server 2008

Windows Server 2008 

Standard 

Microsoft(R) Windows Server(R) 

2008 Standard 32-bit 日本語版 

Windows Vista 

Ultimate 

Microsoft(R) Windows Vista(R) 

Ultimate 日本語版 

Windows Vista 

Enterprise 

Microsoft(R) Windows Vista(R) 

Enterprise 日本語版 

Windows Vista 

Windows Vista 

Business 

Microsoft(R) Windows Vista(R)  

Business 日本語版 

Windows Server 2003 

Standard 

Microsoft(R) Windows Server(R) 

2003, Standard Edition 

日本語版 

Windows Server 2003 

Enterprise 

Microsoft(R) Windows Server(R) 

2003, Enterprise Edition 

日本語版 

Windows Server 2003 

R2 Standard 

Microsoft(R) Windows Server(R) 

2003 R2, Standard Edition 

日本語版 

Windows Server 2003

Windows Server 2003 

R2 Enterprise 

Microsoft(R) Windows Server(R) 

2003 R2, Enterprise Edition 

日本語版 

Windows XP Home 

Edition 

Microsoft(R) Windows(R) XP Home 

Edition Operating System 

Windows XP 

Windows XP 

Professional 

Microsoft(R) Windows(R) XP 

Professional Operating System 

Windows 2000 

Professional 

Microsoft(R) Windows(R) 2000 

Professional Operating System 

Windows 

Windows 2000 

Windows 2000 Server Microsoft(R) Windows(R) 2000 

Server Operating System 

RHEL AS 4 (IPF) Red Hat Enterprise Linux AS 4 

(IPF) 

Linux 

(IPF64) 

RHEL (IPF64) 

RHEL 5 AP (IPF) Red Hat Enterprise Linux 5 

Advanced Platform 

(Intel Itanium) 

Linux 

(EM64T) 

RHEL (EM64T) RHEL 5 AP (EM64T) Red Hat Enterprise Linux 5 

Advanced Platform 

(AMD/Intel 64) 

HP-UX 11i V3 (IPF) HP-UX HP-UX (IPF64) 

HP-UX 11i V2 (IPF) 

IPF Itanium(R) Processor Family 
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■常用漢字以外の漢字の使用について 

このマニュアルでは，常用漢字を使用することを基本としていますが，次に示す用語については，

常用漢字以外の漢字を使用しています。 

箇所（かしょ） 全て（すべて） 貼り付け（はりつけ） 必須（ひっす） 又は（または） 

 

■KB（キロバイト）などの単位表記について 

1KB（キロバイト），1MB（メガバイト），1GB（ギガバイト），1TB（テラバイト）はそれぞ

れ 1,024 バイト，1,0242バイト，1,0243バイト，1,0244バイトです。 
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1 標準サブルーチンの概要 

 
 

標準サブルーチンは，データ項目単位のチェック処理，入力編集処理，出力

編集処理を行う COBOL 外部サブルーチンです。 

この章では，標準サブルーチンの特徴，適用方法，呼び出し方法，分類と命

名基準について説明します。 

 

 
1.1 標準サブルーチンの特徴 

1.2 標準サブルーチンの適用方法 

1.3 標準サブルーチンの呼び出し方法 

1.4 標準サブルーチンの分類と命名基準 
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１．標準サブルーチンの概要 

2 

1.1 標準サブルーチンの特徴 
 

標準サブルーチンの特徴は以下の通りです。 

 

(1) 標準データ項目に対する処理を行う部品（COBOL外部サブルーチン）の提供 

データ項目に対応するチェック処理，入力編集処理，出力編集処理を COBOL 外部サ

ブルーチンとして提供しています。これらを利用することでサブルーチンの設計・製

造の手間を省くことができ，さらには単体テスト工程からサブルーチンを連動してテ

ストすることができます。これにより，プログラム開発の生産性および品質を向上で

きます。 

 

(2) プラットフォーム間で互換性のあるサブルーチンの提供 

プラットフォームによる差異（文字コードやエンディアンの違い，機能キャラクタ

の有無）を吸収した形で COBOL 外部サブルーチンを提供しています。したがって，開

発環境が PC で，実行環境が VOS3 という場合でも，容易に移行することができます。

標準サブルーチンが対応しているプラットフォームを以下に示します。 

 

①PC 

Windows Server 2008, Windows Vista, Windows Server 2003，Windows XP，

Windows 2000 

 

②UNIX 

HI-UX/WE2，HP-UX 11i, HP-UX 11i V2，HP-UX 11i V3, AIX 5L, AIX 6.1, 

RHEL 4 AS, RHEL 5 AP 

 

③VOS3 

VOS3 

 

標準サブルーチンがサポートしている文字コードの一覧を表 1.1-1に示します。 



１．標準サブルーチンの概要 

 

表 1.1-1 標準サブルーチンがサポートする文字コード 

 

文  字  コ  ー  ド 
型  名 プラットフォーム

KEIS EUC SJIS Unicode 

C-174R-010 VOS3 ○ × × × 

P-1651-F21 HI-UX/WE2 × ○ ○ × 

P-2651-F234 Windows × ○ ○ ○ 

P-9V51-FD21 Linux (IPF64) × ○ × × 

P-9W51-FD21 Linux (EM64T) × × × ○ 

P-1B51-FC21 HP-UX (PA-RISC) × ○ ○ × 

P-1J51-FC21 HP-UX (IPF32) × ○ ○ × 

P-1J51-FD21 HP-UX (IPF64) × ○ ○ × 

P-1M51-FC21 AIX × ○ ○ × 

 

 

(3) データ中心アプローチに基づく部品化・再利用の推進 

データ項目単位に処理を行うように設計してあるので，データ中心アプローチに基

づく部品化・再利用を推進できます。 
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１．標準サブルーチンの概要 

1.2 標準サブルーチンの適用方法 

 

1.2.1 Windows用標準サブルーチンの適用方法 

 

■提供形態 

Windows 用標準サブルーチンは，SJIS 対応版と EUC 対応版ではそれぞれにビッグエ

ンディアン形式用（WS 版）とリトルエンディアン形式用（PC 版），ライブラリファ

イル形式と DLL 形式の４種類が提供されます。また，Unicode 対応版では文字データ

とバイナリデータのエンディアンの組み合わせにより，ライブラリファイル形式と

DLL 形式についてそれぞれ４種類（全８種類）のライブラリが提供されます。これら

を正しく使い分けないと，サブルーチンが正常に動作しない場合がありますので，ご

注意ください。 

 

表 1.2-1 ～ 表 1.2-3 にそれぞれの提供形態を示します。なお，各ライブラリは

以下の場所を基点に格納されています。 

 

（インストールパスは C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\ とする） 

SJIS 対応版  ：C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\ 

EUC 対応版  ：C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\EUC 

Unicode 対応版 ：C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\UNICODE 

 

なお，各ライブラリにある JIS 規格版では，実在日チェック（和暦）[LXRPID02]，

年月日変換（西暦→和暦）[LXRPID05]において各年号の期間が異なります。年号の詳

細な期間については，2.1 の標準サブルーチンの仕様書を参照してください。 

 

表 1.2-1 SJIS 対応版の提供形態 

格 納 場 所 構 成 物 提 供 形 態 

├─COPY コピークローズ テキストファイル 

├─BIG 

｜ ├─BIN 

｜ ├─LIB 

ビッグエンディアン形式のライブラリ 

｜ ├─JISBIN 

｜ └─JISLIB 
上記の JIS 規格版 

└─LITTLE 

  ├─BIN 

  ├─LIB 

リトルエンディアン形式のライブラリ 

  ├─JISBIN 

  └─JISLIB 
上記の JIS 規格版 

ライブラリファイル 

 

DLL 
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１．標準サブルーチンの概要 

 

表 1.2-2 EUC 対応版の提供形態 

格 納 場 所 構 成 物 提 供 形 態 

EUC 

 ├─COPY 
コピークローズ（EUC エンコード） 

 ｜ └─CopySjis コピークローズ（SJIS エンコード） ※ 

テキストファイル 

 ├─BIG 

 ｜ ├─BIN 

 ｜ ├─LIB 

ビッグエンディアン形式のライブラリ 

 ｜ ├─JISBIN 

 ｜ └─JISLIB 
上記の JIS 規格版 

 └─LITTLE 

   ├─BIN 

   ├─LIB 

リトルエンディアン形式のライブラリ 

   ├─JISBIN 

   └─JISLIB 
上記の JIS 規格版 

ライブラリファイル 

 

DLL 

※ COBOL エディタでの参照用でコンパイルには利用しません。 

 

表 1.2-3 Unicode 対応版の提供形態 

格 納 場 所 構 成 物 提 供 形 態 

UNICODE 

 ├─COPY 
コピークローズ テキストファイル 

 ├─UNI_BIG 

 ｜ ├─BIG 

 ｜ ｜ ├─BIN 

 ｜ ｜ ├─LIB 

文字データ，バイナリデータが共にビッ

グエンディアン形式のライブラリ 

 ｜ ｜ ├─JISBIN 

 ｜ ｜ └─JISLIB 
上記の JIS 規格版 

 ｜ └─LITTLE 

 ｜   ├─BIN 

 ｜   ├─LIB 

文字データがビッグ，バイナリデータが

リトルエンディアン形式のライブラリ 

 ｜   ├─JISBIN 

 ｜   └─JISLIB 
上記の JIS 規格版 

 └─UNI_LITTLE 

   ├─BIG 

   ｜ ├─BIN 

   ｜ ├─LIB 

文字データがリトル，バイナリデータが

ビッグエンディアン形式のライブラリ 

   ｜ ├─JISBIN 

   ｜ └─JISLIB 
上記の JIS 規格版 

   └─LITTLE 

     ├─BIN 

     ├─LIB 

文字データ，バイナリデータが共にリト

ルエンディアン形式のライブラリ 

     ├─JISBIN 

     └─JISLIB 
上記の JIS 規格版 

ライブラリファイル 

 

DLL 

 

(a) コピークローズ 

標準サブルーチンのインタフェーステーブルが記述されています。標準サブルーチ

ンを使用して作成したプログラムをコンパイルするときに使用します。 
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１．標準サブルーチンの概要 

(b) ビッグエンディアン形式のライブラリ 

標準サブルーチンを使用して作成したプログラムを，ビッグエンディアン環境で実

行するときに使用します。 

 

(c) リトルエンディアン形式のライブラリ 

標準サブルーチンを使用して作成したプログラムを，リトルエンディアン環境で実

行するときに使用します。 

 

(d) 文字データ，バイナリデータ(Unicode 対応版のみ) 

ここでの文字データとは日本語文字列定数，バイナリデータとは２進および浮動小

数点のデータ項目を示します。文字データおよびバイナリデータの形式は，コンパイ

ルオプションの使用によって変わります。詳細は1.2.1(3)を参照してください。 

 

 

■適用方法 

Windows 用標準サブルーチンを使用してユーザアプリケーションプログラムを作成する

手順を以下に示します。 

 

(1) 前提条件 

Windows 用標準サブルーチンで Unicode 対応版を利用する場合，下記に示すプログ

ラムプロダクトのうちいずれか１つが必要となります。 

 

 ・日立コード変換 - Server Runtime (02-01 以降) 

 ・日立コード変換 - Client Runtime (02-01 以降) 

 

 

(2) 環境変数の設定 

(a) PATH，LIB 

環境変数 PATH に標準サブルーチンの DLL 格納パス，環境変数 LIB に標準サブルー

チンのスタティックライブラリ及び，インポートライブラリの格納パスを追加する必

要があります。格納パスについては，インストール時にユーザが任意に決定できるの

で，インストールした場所を指定してください。追加する環境変数の例を以下に示し

ます。 

 

（例１）SJIS 対応版ビッグエンディアン形式のライブラリを使用する場合 

（格納パスは C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\） 

PATH=%PATH%;C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\BIG\BIN 

LIB=%LIB%;C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\BIG\LIB 
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１．標準サブルーチンの概要 

（例２）EUC 対応版リトルエンディアン形式のライブラリを使用する場合 

（格納パスは C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\） 

PATH=%PATH%;C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\EUC\LITTLE\BIN 

LIB=%LIB%;C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\EUC\LITTLE\LIB 

 

(b) CBLLIB 

環境変数 CBLLIB に標準サブルーチンのインタフェーステーブル格納パスを設定す

る必要があります。したがって，CBLLIB に追加するパスは，そのインタフェーステ

ーブルを格納した場所ということになります。 

 

（例）SJIS 対応版を使用する場合 

（格納パスは C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\） 

CBLLIB=%CBLLIB%;C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\COPY 

 

(c) CBLLANG，CBLUNIENDIAN 

EUC 対応版，または Unicode 対応版を使用する場合は，それぞれ環境変数 CBLLANG

に'EUCHJ'，または'UNICODE'を設定する必要があります。さらに，Unicode 対応版を

使用する場合は，環境変数 CBLUNIENDIAN に'BIG'，または'LITTLE'を指定する必要が

あります。 

 

（例１）EUC 対応版の場合 

CBLLANG=EUCHJ 

 

（例２）Unicode 対応版（文字データがリトルエンディアン形式）の場合 

CBLLANG=UNICODE 

CBLUNIENDIAN=LITTLE 

 

 

(3) コンパイル・リンケージ 

(a) コンパイル 

「開発マネージャ for COBOL2002」を使用して，メニューから[ビルド]-[ビルド]

をクリックしてコンパイル及び，リンケージを行います。 

なお，コンパイルオプションの設定方法については，マニュアル「COBOL2002 操

作入門」（資料番号 3020-3-D46），「COBOL2002 操作ガイド」（資料番号 3020-3-

D41）をご参照ください。また，Unicode 対応版をご利用の場合は，マニュアル

「COBOL2002 ユーザーズガイド(28 章)」（資料番号 3020-3-D42）もあわせてご参

照ください。 

 

ユーザアプリケーションでのコンパイルオプションの使用の有無によって，リンク

の対象となる標準サブルーチンのライブラリファイルが変わります。使用するコンパ

イルオプションと，リンクの対象となるライブラリファイルの対応を表 1.2-4 に示
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１．標準サブルーチンの概要 

します。各コンパイルオプションの機能につきましては，上記マニュアルをご参照く

ださい。 

表 1.2-4 コンパイルオプションとリンク対象ライブラリファイルとの対応 

SJIS EUC UNI_BIG UNI_LITTLE 
オプション名 

BIG LITTLE BIG LITTLE BIG LITTLE BIG LITTLE

-JPN,Alnum   ○ ○ × × × × 

-UniObjGen × × × × ○ ○ ○ ○ 

-UniEndian,Big × × × × ○ ○ × × 

-UniEndian,Little × × × × × × ○ ○ 

-BigEndian,Bin ○ × ○ × ○ × ○ × 

-BigEndian,Float ○ × ○ × ○ × ○ × 

※ ○：指定する  ×：指定しない  空白：問わない 

 

(b) リンケージ 

「開発マネージャ for COBOL2002」のメニューから[プロジェクト]－[プロジェク

トの設定]をクリックし，[リンク]タブで使用するライブラリを指定します（詳細は

前記マニュアル参照）。標準サブルーチンをリンクする際に指定するライブラリは以

下の通りです。 

DLL をリンクする場合   :lxdl.lib（インポートライブラリ） 

スタティックライブラリを指定する場合 :lxsl.lib 

 

ただし，リンクするライブラリを指定する際，そのライブラリの格納されているパ

スが環境変数 LIB に記述されていない場合は，ライブラリをフルパスで指定してくだ

さい。 

 

（例）DLL をリンクする場合で，インポートライブラリの格納パスが 

C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\BIG\LIB である場合 

 

C:\Program Files\Hitachi\SEWB+STD_SUB\BIG\LIB\lxdl.lib 
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１．標準サブルーチンの概要 

1.2.2 Linux(IPF64)用標準サブルーチンの適用方法 

 

■提供形態 

Linux(IPF64)用標準サブルーチンは，シングルスレッド対応用とマルチスレッド対

応用，ビッグエンディアン形式用とリトルエンディアン形式用，アーカイブ形式と共

用ライブラリ形式の８種類が提供されます。 

これらを正しく使い分けないと，サブルーチンが正常に動作しない場合があります

ので，ご注意ください。 

 

なお，各ライブラリにある JIS 規格版では，実在日チェック（和暦）[LXRPID02]，

年月日変換（西暦→和暦）[LXRPID05]において各年号の期間が異なります。年号の詳

細な期間については，2.1 の標準サブルーチンの仕様書を参照してください。 

 

表 1.2-5～表 1.2-6 に EUC 対応版の提供形態を示します。 

 

表 1.2-5 Linux(IPF64)用標準サブルーチンの提供形態 

格 納 場 所 構 成 物 提 供 形 態 

/opt/SEWB64     

├─ja_JP.eucJP 

｜ └─COMMON 

｜     └─RTSP 

｜         └─Cbl_Source 

コピークローズ テキストファイル 

├─lib シングルスレッド対応ライブラリ 

└─mthread 

  └─lib 
マルチスレッド対応ライブラリ 

表 1.2-6を参照 

 

表 1.2-6 lib ディレクトリの内容 

  規格 バイナリデータ形式 ライブラリ形式 

libLxEucSB.a アーカイブ形式 

libLxEucSB.so 
ビッグエンディアン形式 

共用ライブラリ形式 

libLxEucSL.a アーカイブ形式 

libLxEucSL.so 

標準版 

リトルエンディアン形式 
共用ライブラリ形式 

libLxEucJB.a アーカイブ形式 

libLxEucJB.so 
ビッグエンディアン形式 

共用ライブラリ形式 

libLxEucJL.a アーカイブ形式 

libLxEucJL.so 

JIS 規格版

リトルエンディアン形式 
共用ライブラリ形式 

 

(a) コピークローズ 

標準サブルーチンのインタフェーステーブルが記述されています。標準サブルーチ

ンを使用して作成したプログラムをコンパイルするときに使用します。 
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１．標準サブルーチンの概要 

(b) シングルスレッド対応ライブラリ 

シングルスレッド対応プログラムで標準サブルーチンを使用するときに使用します。 

 

(c) マルチスレッド対応ライブラリ 

マルチスレッド対応プログラムで標準サブルーチンを使用するときに使用します。 

 

(d) ビッグエンディアン形式のライブラリ 

標準サブルーチンを使用して作成したプログラムを，ビッグエンディアン環境で実

行するときに使用します。 

 

(e) リトルエンディアン形式のライブラリ 

標準サブルーチンを使用して作成したプログラムを，リトルエンディアン環境で実

行するときに使用します。 

 

 

■適用方法 

Linux(IPF64)用標準サブルーチンを使用してユーザアプリケーションプログラムを作成

する手順を以下に示します。 

 

(1) 環境変数の設定 

(a) PATH，LD_LIBRARY_PATH 

環境変数 PATH 及び LD_LIBRARY_PATH に標準サブルーチンのライブラリの格納パス

を追加する必要があります。sh(B シェル)を例に，環境変数の設定例を以下に示しま

す。 

 

（例１）シングルスレッド対応版ライブラリを使用する場合 

PATH=${PATH}:/opt/SEWB64/lib 

LD_LIBRARY_PATH=${LD_LIBRARY_PATH}:/opt/SEWB64/lib 

export PATH LD_LIBRARY_PATH 

 

（例２）マルチスレッド対応版ライブラリを使用する場合 

PATH=${PATH}:/opt/SEWB64/mthread/lib 

LD_LIBRARY_PATH=${LD_LIBRARY_PATH}:/opt/SEWB64/mthread/lib 

export PATH LD_LIBRARY_PATH 

 

(b) CBLLIB 

環境変数 CBLLIB に標準サブルーチンのインタフェーステーブル格納パスを設定す

る必要があります。 
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１．標準サブルーチンの概要 

（例）EUC 対応版を使用する場合 

CBLLIB=${CBLLIB}:/opt/SEWB64/ja_JP.eucJP/COMMON/RTSP/Cbl_Source 

export CBLLIB 

 

(c) LANG 

環境変数 LANG に使用するロケールを設定する必要があります。 

 

（例）EUC 対応版を使用する場合 

LANG=ja_JP.eucJP 

export LANG 

 

 

(2) コンパイル・リンケージ 

ccbl2002 または ccbl コマンドを使用して，コンパイル及びリンケージを行います。

コンパイルオプションの設定方法については，マニュアル「COBOL2002 使用の手引 

手引編」（資料番号 3000-3-D42）をご参照ください。 

ユーザアプリケーションでのコンパイルオプションの使用の有無によって，リンク

の対象となる標準サブルーチンのライブラリファイルが変わります。使用するコンパ

イルオプションと，リンクの対象となるライブラリファイルの対応を表 1.2-7 に示

します。各コンパイルオプションの機能につきましては，上記マニュアルをご参照く

ださい。 

 

表 1.2-7 コンパイルオプションとリンク対象ライブラリファイルとの対応 

シングルスレッド マルチスレッド 

BIG LITTLE BIG LITTLE オプション名 

.a .so .a .so .a .so .a .so 

-DynamicLink,IdentCall 

または 

-DynamicLink,Call 

× ○ × ○ × ○ × ○ 

-BigEndian,Bin ○ ○ × × ○ ○ × × 

-BigEndian,Float ○ ○ × × ○ ○ × × 

-MultiThread × × × × ○ ○ ○ ○ 

-lpthread × × × × ○ ○ ○ ○ 

※ ○：指定する  ×：指定しない  空白：問わない 
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１．標準サブルーチンの概要 

コンパイルオプションの指定例を以下に示します。 

 

（例）シングルスレッド対応版，ビッグエンディアン形式のアーカイブ形式ライブ

ラリを使用する場合 

 

ccbl2002 -BigEndian,Bin -BigEndian,Float -OutputFile ABC ABC.o 

 -L/opt/SEWB64/lib -Link,-Bstatic -lLxEucSB -Link,-Bdynamic 

 

（例）シングルスレッド対応版，ビッグエンディアン形式の共有ライブラリを使用

する場合 

 

ccbl2002 -DynamicLink,IdentCall -BigEndian,Bin -BigEndian,Float 

 -OutputFile ABC ABC.o -L/opt/SEWB64/lib -lLxEucSB 
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１．標準サブルーチンの概要 

1.2.3 Linux(EM64T)用標準サブルーチンの適用方法 

 

■提供形態 

Linux(EM64T)用標準サブルーチンは，シングルスレッド対応用とマルチスレッド対

応用，アーカイブ形式と共用ライブラリ形式，および文字データとバイナリデータの

エンディアンの組み合わせにより，全 16 種類のライブラリが提供されます。 

これらを正しく使い分けないと，サブルーチンが正常に動作しない場合があります

ので，ご注意ください。 

 

なお，各ライブラリにある JIS 規格版では，実在日チェック（和暦）[LXRPID02]，

年月日変換（西暦→和暦）[LXRPID05]において各年号の期間が異なります。年号の詳

細な期間については，2.1 の標準サブルーチンの仕様書を参照してください。 

 

表 1.2-8

表 1.2-8 Linux(EM64T)用標準サブルーチンの提供形態 

～ に Unicode 対応版の提供形態を示します。 表 1.2-9

 

格納場所 構成物 提供形態 

/opt/SEWB64     

├─ja_JP.UTF-8 

｜ └─COMMON 

｜     └─RTSP 

｜         └─Cbl_Source 

コピークローズ テキストファイル 

├─lib シングルスレッド対応ライブラリ 

└─mthread 

  └─lib 
マルチスレッド対応ライブラリ 

表 1.2-9を参照 
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１．標準サブルーチンの概要 

 

表 1.2-9 lib ディレクトリの内容 

  形式 ライブラリ形式 

libLxUniBSB.a アーカイブ形式 

libLxUniBSB.so 

文字データ，バイナリデータが共にビッグエ

ンディアン形式のライブラリ 共用ライブラリ形式 

libLxUniBJB.a アーカイブ形式 

libLxUniBJB.so 
上記の JIS 規格版 

共用ライブラリ形式 

libLxUniBSL.a アーカイブ形式 

libLxUniBSL.so 

文字データがビッグ，バイナリデータがリト

ルエンディアン形式のライブラリ 共用ライブラリ形式 

libLxUniBJL.a アーカイブ形式 

libLxUniBJL.so 
上記の JIS 規格版 

共用ライブラリ形式 

libLxUniLSB.a アーカイブ形式 

libLxUniLSB.so 

文字データがリトル，バイナリデータがビッ

グエンディアン形式のライブラリ 共用ライブラリ形式 

libLxUniLJB.a アーカイブ形式 

libLxUniLJB.so 
上記の JIS 規格版 

共用ライブラリ形式 

libLxUniLSL.a アーカイブ形式 

libLxUniLSL.so 

文字データ，バイナリデータが共にリトルエ

ンディアン形式のライブラリ 共用ライブラリ形式 

libLxUniLJL.a アーカイブ形式 

libLxUniLJL.so 
上記の JIS 規格版 

共用ライブラリ形式 

 

 

(a) コピークローズ 

標準サブルーチンのインタフェーステーブルが記述されています。標準サブルーチ

ンを使用して作成したプログラムをコンパイルするときに使用します。 

 

(b) シングルスレッド対応ライブラリ 

シングルスレッド対応プログラムで標準サブルーチンを使用するときに使用します。 

 

(c) マルチスレッド対応ライブラリ 

マルチスレッド対応プログラムで標準サブルーチンを使用するときに使用します。 

 

(d) ビッグエンディアン形式のライブラリ 

標準サブルーチンを使用して作成したプログラムを，ビッグエンディアン環境で実

行するときに使用します。 

 

(e) リトルエンディアン形式のライブラリ 

標準サブルーチンを使用して作成したプログラムを，リトルエンディアン環境で実

行するときに使用します。 

 

(f) 文字データ，バイナリデータ 

ここでの文字データとは日本語文字列定数，バイナリデータとは２進および浮動小

数点のデータ項目を示します。文字データおよびバイナリデータの形式は，コンパイ

ルオプションの使用によって変わります。詳細は1.2.3(3)を参照してください。 
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１．標準サブルーチンの概要 

■適用方法 

Linux(EM64T)用標準サブルーチンを使用してユーザアプリケーションプログラムを作成

する手順を以下に示します。 

 

(1) 前提条件 

Linux(EM64T)用標準サブルーチンで Unicode 対応版を利用する場合，下記に示すプ

ログラムプロダクトが必要となります。 

 

 ・日立コード変換 - Runtime(64) (02-05 以降) 

 

 

(2) 環境変数の設定 

(a) PATH，LD_LIBRARY_PATH 

環境変数 PATH 及び LD_LIBRARY_PATH に標準サブルーチンのライブラリの格納パス

を追加する必要があります。sh(B シェル)を例に，環境変数の設定例を以下に示しま

す。 

 

（例１）シングルスレッド対応版ライブラリを使用する場合 

PATH=${PATH}:/opt/SEWB64/lib 

LD_LIBRARY_PATH=${LD_LIBRARY_PATH}:/opt/SEWB64/lib 

export PATH LD_LIBRARY_PATH 

 

（例２）マルチスレッド対応版ライブラリを使用する場合 

PATH=${PATH}:/opt/SEWB64/mthread/lib 

LD_LIBRARY_PATH=${LD_LIBRARY_PATH}:/opt/SEWB64/mthread/lib 

export PATH LD_LIBRARY_PATH 

 

(b) CBLLIB 

環境変数 CBLLIB に標準サブルーチンのインタフェーステーブル格納パスを設定す

る必要があります。 

 

（例）Unicode 対応版を使用する場合 

CBLLIB=${CBLLIB}:/opt/SEWB64/ja_JP.UTF-8/COMMON/RTSP/Cbl_Source 

export CBLLIB 

 

(c) LANG 

環境変数 LANG に使用するロケールを設定する必要があります。 

 

（例）Unicode 対応版を使用する場合 

LANG=ja_JP.UTF-8 

export LANG 
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１．標準サブルーチンの概要 

 

(d) CBLLANG，CBLUNIENDIAN 

Unicode 対応版を使用する場合は，環境変数 CBLLANG に'UNICODE'を設定し，さら

に，環境変数 CBLUNIENDIAN に'BIG'，または'LITTLE'を指定する必要があります。 

 

（例）Unicode 対応版（文字データがリトルエンディアン形式）を使用する場合 

CBLLANG=UNICODE 

export CBLLANG 

CBLUNIENDIAN=LITTLE 

export CBLUNIENDIAN 

 

 

(3) コンパイル・リンケージ 

ccbl2002 コマンドを使用して，コンパイル及びリンケージを行います。コンパイ

ルオプションの設定方法については，マニュアル「COBOL2002 使用の手引 手引

編」（資料番号 3000-3-D42）をご参照ください。 

ユーザアプリケーションでのコンパイルオプションの使用の有無によって，リンク

の対象となる標準サブルーチンのライブラリファイルが変わります。使用するコンパ

イルオプションと，リンクの対象となるライブラリファイルの対応を ～

に示します。各コンパイルオプションの機能につきましては，上記マニュアル

をご参照ください。 

表 1.2-10

表 1.2-10 コンパイルオプションとリンク対象ライブラリファイルとの対応 

（シングルスレッド対応ライブラリの場合） 

表 

1.2-11

 

UNI_BIG UNI_LITTLE 

BIG LITTLE BIG LITTLE オプション名 

.a .so .a .so .a .so .a .so 

-DynamicLink,IdentCall 

または 

-DynamicLink,Call 

× ○ × ○ × ○ × ○ 

-UniObjGen ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

-UniEndian,Big ○ ○ ○ ○ × × × × 

-UniEndian,Little × × × × ○ ○ ○ ○ 

-BigEndian,Bin ○ ○ × × ○ ○ × × 

-BigEndian,Float ○ ○ × × ○ ○ × × 

※ ○：指定する  ×：指定しない  空白：問わない 

UNI_BIG：文字データがビッグエンディアン UNI_LITTLE：文字データがリトルエンディアン 

BIG：バイナリデータがビッグエンディアン    LITTLE：バイナリデータがリトルエンディアン 
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１．標準サブルーチンの概要 

 

表 1.2-11 コンパイルオプションとリンク対象ライブラリファイルとの対応 

（マルチスレッド対応ライブラリの場合） 

UNI_BIG UNI_LITTLE 

BIG LITTLE BIG LITTLE オプション名 

.a .so .a .so .a .so .a .so 

-DynamicLink,IdentCall 

または 

-DynamicLink,Call 

× ○ × ○ × ○ × ○ 

-UniObjGen ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

-UniEndian,Big ○ ○ ○ ○ × × × × 

-UniEndian,Little × × × × ○ ○ ○ ○ 

-BigEndian,Bin ○ ○ × × ○ ○ × × 

-BigEndian,Float ○ ○ × × ○ ○ × × 

-MultiThread ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

-lpthread ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

※ ○：指定する  ×：指定しない  空白：問わない 

UNI_BIG：文字データがビッグエンディアン UNI_LITTLE：文字データがリトルエンディアン 

BIG：バイナリデータがビッグエンディアン    LITTLE：バイナリデータがリトルエンディアン 

 

コンパイルオプションの指定例を以下に示します。 

 

（例）シングルスレッド対応版，文字データがリトル，バイナリデータがビッグエ

ンディアン形式のアーカイブ形式ライブラリを使用する場合 

 

ccbl2002 -UniObjGen -UniEndian,Little -BigEndian,Bin -BigEndian,Float 

  -OutputFile ABC ABC.o -L/opt/SEWB64/lib -Link,-Bstatic 

  -lLxUniLSB -Link,-Bdynamic 

 

（例）シングルスレッド対応版，文字データがリトル，バイナリデータがビッグエ

ンディアン形式の共有ライブラリを使用する場合 

 

ccbl2002 -DynamicLink,IdentCall -UniObjGen -UniEndian,Little  

-BigEndian,Bin -BigEndian,Float -OutputFile ABC ABC.o 

-L/opt/SEWB64/lib -lLxUniLSB 

 

17 



１．標準サブルーチンの概要 
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1.2.4 HP-UX(IPF64)用標準サブルーチンの適用方法 

 

■提供形態 

HP-UX(IPF64)用標準サブルーチンは，SJIS 対応版と EUC 対応版の２種類が提供さ

れます。 

これらを正しく使い分けないと，サブルーチンが正常に動作しない場合があります

ので，ご注意ください。 

 

なお，各ライブラリにある JIS 規格版では，実在日チェック（和暦）[LXRPID02]，

年月日変換（西暦→和暦）[LXRPID05]において各年号の期間が異なります。年号の詳

細な期間については，2.1 の標準サブルーチンの仕様書を参照してください。 

 

表 1.2-12～表 1.2-13に提供形態を示します。 

 

表 1.2-12 HP-UX(IPF64)用標準サブルーチンの提供形態 

格 納 場 所 構 成 物 提 供 形 態 

/opt/SEWB64     

├─ja_JP.SJIS 

｜ └─COMMON 

｜     └─RTSP 

｜         └─Cbl_Source 

SJIS 対応版のコピークローズ テキストファイル 

├─ja_JP.eucJP 

｜ └─COMMON 

｜     └─RTSP 

｜         └─Cbl_Source 

EUC 対応版のコピークローズ テキストファイル 

└─lib シングルスレッド対応ライブラリ 表 1.2-13を参照 

 

表 1.2-13 lib ディレクトリの内容 

  文字コード形式 規格 ライブラリ形式 

libLx2000.a アーカイブ形式 

libLx2000.so 
標準版 

共用ライブラリ形式 

libLxJIS.a アーカイブ形式 

libLxJIS.so 

SJIS 

JIS 規格版 
共用ライブラリ形式 

libLxeuc2000.a アーカイブ形式 

libLxeuc2000.so 
標準版 

共用ライブラリ形式 

libLxeucJIS.a アーカイブ形式 

libLxeucJIS.so 

EUC 

JIS 規格版 
共用ライブラリ形式 

 

(a) コピークローズ 

標準サブルーチンのインタフェーステーブルが記述されています。標準サブルーチ

ンを使用して作成したプログラムをコンパイルするときに使用します。 



１．標準サブルーチンの概要 

■適用方法 

HP-UX(IPF64)用標準サブルーチンを使用してユーザアプリケーションプログラムを作成

する手順を以下に示します。 

 

(1) 環境変数の設定 

(a) PATH，LIBPATH 

環境変数 PATH 及び LIBPATH に標準サブルーチンのライブラリの格納パスを追加す

る必要があります。sh(B シェル)を例に，環境変数の設定例を以下に示します。 

 

（例）シングルスレッド対応版ライブラリを使用する場合 

PATH=${PATH}:/opt/SEWB64/lib 

LIBPATH=${LIBPATH}:/opt/SEWB64/lib 

export PATH LIBPATH 

 

(b) CBLLIB 

環境変数 CBLLIB に標準サブルーチンのインタフェーステーブル格納パスを設定す

る必要があります。 

 

（例）SJIS 対応版を使用する場合 

CBLLIB=${CBLLIB}:/opt/SEWB64/ja_JP.SJIS/COMMON/RTSP/Cbl_Source 

export CBLLIB 

 

(c) LANG 

環境変数 LANG に使用するロケールを設定する必要があります。 

 

（例）SJIS 対応版を使用する場合 

LANG=ja_JP.SJIS 

export LANG 

 

 

(2) コンパイル・リンケージ 

ccbl2002 または ccbl コマンドを使用して，コンパイル及びリンケージを行います。

コンパイルオプションの設定方法については，マニュアル「COBOL2002 使用の手引 

手引編」（資料番号 3000-3-D42）をご参照ください。 

ユーザアプリケーションでのコンパイルオプションの使用の有無によって，リンク

の対象となる標準サブルーチンのライブラリファイルが変わります。使用するコンパ

イルオプションと，リンクの対象となるライブラリファイルの対応を に示

します。各コンパイルオプションの機能につきましては，上記マニュアルをご参照く

ださい。 

表 1.2-14
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１．標準サブルーチンの概要 

表 1.2-14 コンパイルオプションとリンク対象ライブラリファイルとの対応 

オプション名 .a .so 

-DynamicLink,IdentCall 

または 

-DynamicLink,Call 

× ○ 

※ ○：指定する  ×：指定しない  空白：問わない 

 

 

コンパイルオプションの指定例を以下に示します。 

 

（例）SJIS 対応版のアーカイブ形式ライブラリを使用する場合 

 

ccbl2002 -OutputFile ABC ABC.o -L/opt/SEWB64/lib -Link,-a,archive 

 -lLx2000 -Link,-a,shared 

 

（例）SJIS 対応版の共有ライブラリを使用する場合 

 

ccbl2002 -DynamicLink,IdentCall -OutputFile ABC ABC.o -L/opt/SEWB64/lib 

  -lLx2000 
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１．標準サブルーチンの概要 

1.3 標準サブルーチンの呼び出し方法 

 

標準サブルーチンの呼び出しをソースプログラム中に直接コーディングする場合は，

以下のように記述してください。 

 

       (WORKING-STORAGE SECTION に) 

           COPY  ｲﾝﾀﾌｪｰｽID  PREFIXING  ﾌﾟﾚﾌｨｯｸｽ-. 

 

       (PROCEDURE DIVISION に) 

           MOVE  ･･････         TO  ﾌﾟﾚﾌｨｯｸｽ-I-xxx 

           MOVE  ･･････         TO  ﾌﾟﾚﾌｨｯｸｽ-I-yyy 

                          ： 

           CALL  'ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID'    USING  ﾌﾟﾚﾌｨｯｸｽ-TBL 

           IF  ﾌﾟﾚﾌｨｯｸｽ-O-RTN-CD  =  SPACE 

             THEN 

               MOVE  ﾌﾟﾚﾌｨｯｸｽ-O-zzz  TO  ･･････ 

                              ： 

 

（例）年月日変換（西暦→和暦）（LXRPID05）を呼び出す場合 

       (WORKING-STORAGE SECTION に) 

           COPY  LXRCID05  PREFIXING  D05-. 

 

       (PROCEDURE DIVISION に) 

           MOVE  ･･････         TO  D05-I-YMD 

           CALL  'LXRPID05'     USING  D05-TBL 

           IF  D05-O-RTN-CD  =  SPACE 

             THEN 

               MOVE  D05-O-YMDWA  TO  ･･････ 

                              ： 

 

標準サブルーチンの呼び出しに関しては以下の点に注意して記述してください。 

 

・ 提供しているインタフェーステーブル以外を使用して呼び出した場合，あるいは

インタフェーステーブルの 01 レベルの項目名（プレフィックス-TBL）以外に引

数を指定した場合，結果は保証しません。 
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１．標準サブルーチンの概要 

（例１）不正な利用例：提供しているインタフェーステーブル以外を使用した場合 

       (WORKING-STORAGE SECTION に) 

           COPY  LXRCIX99  PREFIXING  X99-. 

 

       (PROCEDURE DIVISION に) 

           CALL  'LXRPID01'     USING  X99-TBL. 

 

（例２）不正な利用例：01 レベル以外の項目名を引数に使用した場合 

       (WORKING-STORAGE SECTION に) 

           COPY  LXRCID05  PREFIXING  D05-. 

 

       (PROCEDURE DIVISION に) 

           MOVE  ･･････         TO  D05-I-YY 

           CALL  'LXRPID05'     USING  D05-I-YY. 

                              ： 

 

・ 提供しているインタフェーステーブルの 01 レベルの項目名は全て‘TBL’なので，

標準サブルーチンを２つ以上使うときは，COPY 文に異なるプレフィックスを指定

してください。 
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１．標準サブルーチンの概要 
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1.4 標準サブルーチンの分類と命名基準 

 

標準サブルーチンの分類を表 1.4-1 に示します。 

表 1.4-1 標準サブルーチンの分類 

 

分 類 分 類

コード

機 能 

 文字列チェック／編集 Ａ 半角の文字列に対するチェック，編集処理 

 漢字チェック／編集 Ｂ 全角の文字列に対するチェック，編集処理 

 文字列コード変換 Ｃ 文字コードの変換 

 日付チェック／編集 Ｄ 
日付（年月日，年月など）のチェック，編集 

処理 

 時間チェック／編集 Ｅ 時刻，時間のチェック，編集処理 

 項目チェック／編集 Ｆ 
データ項目（日付，時刻，コードは除く）の 

チェック，編集処理 

 コードチェック／編集 Ｇ 業務に用いるコードのチェック，編集処理 

 その他の変換編集 Ｚ その他の変換，編集 

 

標準サブルーチンのサブルーチン ID（プログラム ID），インタフェース ID（コピ

ークローズ名），リターンコードの命名基準を図 1.4-1 に示します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 1.4-1 標準サブルーチンの命名基準 

 

（備考）サブルーチン ID とインタフェース ID は１：１対応になっています。 

サブルーチン ID の４桁目を‘P’→‘C’とすると，そのサブルーチンのイ

ンタフェース ID になります。 

 

ＬＸＲＣＩ 
分 類

コード
連  番 インタフェース ID 

ＬＸＲＰＩ 
分 類

コード
連  番 サブルーチン ID 

ＬＸＲＥ 
分 類

コード
連   番 リターンコード ID 



 



 

 
2 標準サブルーチンの仕様      

 
 

この章では，標準サブルーチンで提供しているサブルーチンの一覧および仕

様を説明します。 

 

 
2.1 標準サブルーチン一覧表 

2.2 標準サブルーチン仕様書 
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２．標準サブルーチンの仕様 

2.1 標準サブルーチン一覧表 
 

標準サブルーチンの一覧表を表 2.1-1 ～ 表 2.1-11に示します。 

表 2.1-1 文字列チェック／編集サブルーチン 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 処  理  概  要 

LXRPIA01 文字コードチェック 入力されたデータが全て半角文字であるかチェックする 

LXRPIA03 文字属性チェック 入力データの属性をチェックし，チェック結果を返す 

LXRPIA05 文字列シフト 文字データの内容を指定文字数分指定方向へシフトする 

LXRPIA06 文字列左詰め 文字データを左に詰める 

LXRPIA07 文字列右詰め 文字データを右に詰める 

LXRPIA08 文字列中央揃え 文字データをセンタリング編集する 

LXRPIA09 文字列有効桁数算出 文字データの有効桁数を求める 

LXRPIA10 数字文字列チェック／入力編集 Ｘタイプの数字文字列をチェックし，内部 10 進数値に変換する 

LXRPIA11 数字チェック／右詰め編集 入力エリア中の文字を NUMERIC チェックし右詰めに編集する 

LXRPIA12 数字文字列カンマ挿入 数値データをカンマ付きの文字列に変換し，右詰めにする 

LXRPIA13 文字列前後反転 文字列データの前後を反転する 

LXRPIA14 指定文字削除 文字データの中から指定された文字を削除し左または右に詰める 

LXRPIA15 空白削除 文字データ中の空白を削除する 

LXRPIA16 不要空白削除 文字データ中の不要な空白を削除する 

LXRPIA17 第１文字列取得 スペースで区切られた第１文字列とその長さを取得する 

LXRPIA19 文字列交互挿入 文字列１のスペースに文字列２の文字列を順次セットし編集する 

LXRPIA20 EBCDIK/KEIS 混在文字列出力編集 入力文字データを指定データ長に合わせて編集する 

LXRPIA21 後方スペース機能キャラクタ置換 文字列の後方のスペースを機能キャラクタに置換する 

LXRPIA22 半角カナ文字入力チェック 入力された文字が半角カナ文字であるかをチェックする 

LXRPIA23 混在文字列チェック 入力された文字が半角，全角の混在文字であることをチェックする 

LXRPIA24 混在文字列チェック（含外字） LXRPIA23 の外字対応 

LXRPIA25 英数字チェック／編集 入力された文字に対し，パラメータで指定されたチェック／編集を行う 

LXRPIA26 数字チェック／数値変換 入力された文字に対し，パラメータで指定されたチェック／変換を行う 

LXRPIA27 数字範囲チェック／数値変換 入力された文字に対し，パラメータで指定された範囲チェック／変換を行う

LXRPIA28 文字列切断 文字データを指定された長さで切断する 
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２．標準サブルーチンの仕様 

表 2.1-2 漢字チェック／編集サブルーチン 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 処  理  概  要 

LXRPIB01 漢字コードチェック 入力されたデータが全て全角文字であるかチェックする 

LXRPIB02 漢字コードチェック（含外字） LXRPIB01 の外字対応 

LXRPIB03 漢字シフト 漢字データの内容を指定文字数分指定方向へシフトする 

LXRPIB04 漢字データ左詰め 漢字データを左に詰める 

LXRPIB05 漢字データ右詰め 漢字データを右に詰める 

LXRPIB06 漢字データ中央揃え 漢字データをセンタリング編集する 

LXRPIB07 漢字データ有効桁数算出 漢字データの有効桁数を求める 

LXRPIB08 空白削除（漢字データ） 漢字データ中の空白を削除する 

LXRPIB09 不要空白削除（漢字データ） 漢字データ中の不要な空白を削除する 

LXRPIB10 漢字交互挿入 全角文字列１のスペースに全角文字列２の文字列を順次セットし編集する 

LXRPIB11 不当漢字コード置換 全角文字列の不当な文字コードを指定された文字コードに置換する 

LXRPIB12 機能キャラクタ削除 全角文字列の機能キャラクタを削除する 

LXRPIB13 全角空白→半角空白置換 入力された漢字データの中の全角空白を半角空白に置換する 

LXRPIB14 半角空白→全角空白置換 入力された漢字データの中の半角空白を全角空白に置換する 

LXRPIB15 漢字交互挿入（含外字） LXRPIB10 の外字対応 

LXRPIB16 不当漢字コード置換（含外字） LXRPIB11 の外字対応 

表 2.1-3 文字列コード変換サブルーチン 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 処  理  概  要 

LXRPIC01 半角→全角変換 半角文字を対応する全角文字に変換する 

LXRPIC02 全角→半角変換 全角文字を対応する半角文字に変換する 

LXRPIC03 ＥＢＣＤＩＫ→ＪＩＳ変換 ＥＢＣＤＩＫコードをＪＩＳ８単位文字コードに変換する 

LXRPIC04 ＪＩＳ→ＥＢＣＤＩＫ変換 ＪＩＳ８単位文字コードをＥＢＣＤＩＫコードに変換する 

LXRPIC05 ＪＩＳ漢字→ＫＥＩＳ変換 ＪＩＳ漢字コードをＫＥＩＳコードに変換する 

LXRPIC06 ＫＥＩＳ→ＪＩＳ漢字変換 ＫＥＩＳコードをＪＩＳ漢字コードに変換する 

LXRPIC07 16 進文字列→バイナリ変換 16 進文字列をキャラクタ文字列に変換する 

LXRPIC08 バイナリ→16 進文字列変換 キャラクタ文字列を 16 進文字列に変換する 

LXRPIC09 ２進文字列→バイナリ変換 ２進文字列を内部２進数値に変換する 

LXRPIC10 バイナリ→２進文字列変換 内部２進数値を２進文字列に変換する 

LXRPIC11 ＫＥＩＳ８３→ＫＥＩＳ７８変換 ＫＥＩＳ８３の漢字コードをＫＥＩＳ７８に変換する 

LXRPIC12 ＫＥＩＳ７８→ＫＥＩＳ８３変換 ＫＥＩＳ７８の漢字コードをＫＥＩＳ８３に変換する 
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２．標準サブルーチンの仕様 

表 2.1-4 日付チェック／編集サブルーチン(1) 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 処  理  概  要 

LXRPID01 実在日チェック（西暦） 西暦日付の妥当性をチェックし，リターンコードを返す 

LXRPID02 実在日チェック（和暦） 和暦日付の妥当性をチェックし，リターンコードを返す 

LXRPID03 年月日範囲内チェック（西暦） 西暦日付が指定された開始日付と終了日付の間の日付かチェックする 

LXRPID04 年月日範囲内チェック（和暦） 和暦日付が指定された開始日付と終了日付の間の日付かチェックする 

LXRPID05 年月日変換（西暦→和暦） 西暦日付を和暦日付に変換する 

LXRPID06 年月日変換（和暦→西暦） 和暦日付を西暦日付に変換する 

LXRPID07 年月日算出（西暦年月日±年数） 西暦日付と年数の加減算を行い，西暦日付を返す 

LXRPID08 年月日算出（和暦年月日±年数） 和暦日付と年数の加減算を行い，和暦日付を返す 

LXRPID09 年月日算出（西暦年月日±月数） 西暦日付と月数の加減算を行い，西暦日付を返す 

LXRPID10 年月日算出（和暦年月日±月数） 和暦日付と月数の加減算を行い，和暦日付を返す 

LXRPID11 年月日算出（西暦年月日±日数） 西暦日付と日数の加減算を行い，西暦日付を返す 

LXRPID12 年月日算出（和暦年月日±日数） 和暦日付と日数の加減算を行い，和暦日付を返す 

LXRPID13 期間算出（西暦年月日間日数） ２つの西暦日付の期間を日数で求める 

LXRPID14 期間算出（和暦年月日間日数） ２つの和暦日付の期間を日数で求める 

LXRPID15 期間算出（西暦年月日間年月日） ２つの西暦日付の期間を年月日で求める 

LXRPID16 期間算出（和暦年月日間年月日） ２つの和暦日付の期間を年月日で求める 

LXRPID17 月末日算出（西暦年月日） 西暦年月の月末日を求める 

LXRPID18 月末日算出（和暦年月日） 和暦年月の月末日を求める 

LXRPID19 通算週算出（年始～西暦年月日） 西暦日付が入力された西暦年の通算第何週か求める 

LXRPID20 通算週算出（年始～和暦年月日） 和暦日付が入力された和暦年の通算第何週か求める 
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２．標準サブルーチンの仕様 

表 2.1-5 日付チェック／編集サブルーチン(2) 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 処  理  概  要 

LXRPID21 年月日分類（西暦） 西暦日付を平日，土曜，日曜および祝祭日に分類する 

LXRPID22 年月日分類（和暦） 和暦日付を平日，土曜，日曜および祝祭日に分類する 

LXRPID23 年月日出力編集（西暦） 西暦日付を指定された処理形式に従い編集する 

LXRPID24 年月日出力編集（和暦） 和暦日付を指定された処理形式に従い編集する 

LXRPID25 うるう年判定（西暦） 当該年がうるう年か否かを判定する 

LXRPID26 うるう年判定（和暦） 当該年がうるう年か否かを判定する 

LXRPID27 年月日（西暦）→一貫日変換 西暦１年１月１日から西暦日付までの一貫日を求める 

LXRPID28 年月日（和暦）→一貫日変換 西暦１年１月１日から和暦日付までの一貫日を求める 

LXRPID29 一貫日→年月日（西暦）変換 指定された一貫日に対応する西暦年月日を求める 

LXRPID30 一貫日→年月日（和暦）変換 指定された一貫日に対応する和暦年月日を求める 

LXRPID31 日数算出（西暦年月日～月末日） 西暦日付から月末日までの日数を求める 

LXRPID32 日数算出（和暦年月日～月末日） 和暦日付から月末日までの日数を求める 

LXRPID33 年月日（西暦）→曜日算出 西暦日付に対応する曜日を求める 

LXRPID34 年月日（和暦）→曜日算出 和暦日付に対応する曜日を求める 

LXRPID35 曜日コードチェック／編集 曜日コードをチェックし，曜日名に変換する 

LXRPID36 年号コードチェック／編集 年号コードをチェックし，年号名に変換する 

LXRPID37 年号コード変換（英字→数字） 年号（Ｍ，Ｔ，Ｓ，Ｈ）を年号コード（１～４）に変換する 

LXRPID38 年号コード変換（数字→英字） 年号コード（１～４）を年号（Ｍ，Ｔ，Ｓ，Ｈ）に変換する 

LXRPID39 年齢計算（慣習） 入力された生年月日及び現在年月日より年齢を求める 

             （誕生日当日に１歳増） 

LXRPID40 年齢計算（法律） 入力された生年月日及び現在年月日より年齢を求める 

             （誕生日前日に１歳増） 

表 2.1-6 日付チェック／編集サブルーチン(3) 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 処  理  概  要 

LXRPID41 年月日（西暦）過去チェック システム日付と比較し，過去である事をチェックする 

LXRPID42 年月日（和暦）過去チェック システム日付と比較し，過去である事をチェックする 

LXRPID43 年月日（西暦）未来チェック システム日付と比較し，未来である事をチェックする 

LXRPID44 年月日（和暦）未来チェック システム日付と比較し，未来である事をチェックする 

LXRPID45 年月日（西暦）編集 西暦日付を指定された処理形式に従い編集する 

LXRPID46 年月日（和暦）編集 和暦日付を指定された処理形式に従い編集する 

LXRPID47 年月日変換（西暦→和暦）編集 西暦を和暦に変換し，指定された処理形式に従い編集する 

LXRPID48 年月（西暦）チェック 年月（西暦）の妥当性チェックを行う 

LXRPID49 年月（和暦）チェック 年月（和暦）の妥当性チェックを行う 

LXRPID50 年月（西暦）過去チェック システム日付と比較し，過去である事をチェックする 

LXRPID51 年月（和暦）過去チェック システム日付と比較し，過去である事をチェックする 

LXRPID52 年月（西暦）未来チェック システム日付と比較し，未来である事をチェックする 

LXRPID53 年月（和暦）未来チェック システム日付と比較し，未来である事をチェックする 

LXRPID54 年月（西暦）編集 年月（西暦）を，指定された処理形式に従い編集する 

LXRPID55 年月（和暦）編集 年月（和暦）を，指定された処理形式に従い編集する 

LXRPID56 年月変換（西暦→和暦）編集 西暦年月を和暦年月に変換し，指定された処理形式に従い編集する 

LXRPID57 年月変換（西暦→和暦） 西暦年月を和暦年月に変換する 

LXRPID58 年月変換（和暦→西暦） 和暦年月を西暦年月に変換する 
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２．標準サブルーチンの仕様 

表 2.1-7 日付チェック／編集サブルーチン(4) 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 処  理  概  要 

LXRPID59 年度（西暦）チェック 年度（西暦）の妥当性チェックを行い，リターンコードを返す 

LXRPID60 年度（和暦）チェック 年度（和暦）の妥当性チェックを行い，リターンコードを返す 

LXRPID61 年度（西暦）過去チェック システム日付と比較し，過去である事をチェックする 

LXRPID62 年度（和暦）過去チェック システム日付と比較し，過去である事をチェックする 

LXRPID63 年度（西暦）未来チェック システム日付と比較し，未来である事をチェックする 

LXRPID64 年度（和暦）未来チェック システム日付と比較し，未来である事をチェックする 

LXRPID65 年度（西暦）編集 年度（西暦）を指定された処理形式に従い編集する 

LXRPID66 年度（和暦）編集 年度（和暦）を指定された処理形式に従い編集する 

LXRPID67 年度変換（西暦→和暦）編集 西暦年度を和暦年度に変換し，指定された処理形式に従い編集する 

LXRPID68 年度変換（西暦→和暦） 西暦年度を和暦年度に変換する 

LXRPID69 年度変換（和暦→西暦） 和暦年度を西暦年度に変換する 

LXRPID70 年（西暦）チェック 年（西暦）の妥当性チェックを行う 

LXRPID71 年（和暦）チェック 年（和暦）の妥当性チェックを行う 

LXRPID72 年（西暦）過去チェック システム日付と比較し，過去である事をチェックする 

LXRPID73 年（和暦）過去チェック システム日付と比較し，過去である事をチェックする 

LXRPID74 年（西暦）未来チェック システム日付と比較し，未来である事をチェックする 

LXRPID75 年（和暦）未来チェック システム日付と比較し，未来である事をチェックする 

LXRPID76 年変換（西暦→和暦）編集 西暦年を和暦年に変換し，指定された処理形式に従い編集する 

LXRPID77 年変換（西暦→和暦） 西暦年を和暦年に変換する 

LXRPID78 年変換（和暦→西暦） 和暦年を西暦年に変換する 

LXRPID80 年度基準日取得 西暦→和暦年度変換を行う際に必要な年度基準日を取得する 

LXRPID81 年基準日取得 西暦→和暦年変換を行う際に必要な年基準日を取得する 

LXRPID88 システム日付取得変換（８桁） システム日付を取得し，８桁に変換する 

LXRPID90 処理期限年月日算出（西暦） 入力された締日から次の締日を西暦年月日で取得する 

LXRPID91 処理期限年月日算出（和暦） 入力された締日から次の締日を和暦年月日で取得する 

LXRPID92 通算日算出（年始～西暦年月日） １月１日から入力した西暦年月日までの通算日を算出する 

LXRPID93 通算日算出（年始～和暦年月日） １月１日から入力した和暦年月日までの通算日を算出する 

LXRPID94 年齢（年月）算出（慣習） 入力された生年月日及び現在年月日より年齢を年月単位で求める 

                  （誕生日当日に１歳増） 

LXRPID95 年齢（年月）算出（法律） 入力された生年月日及び現在年月日より年齢を年月単位で求める 

                  （誕生日前日に１歳増） 
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２．標準サブルーチンの仕様 

表 2.1-8 時間チェック／編集サブルーチン 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 処  理  概  要 

LXRPIE01 時刻妥当性チェック（24 時間） 24 時間単位の時刻の妥当性をチェックする 

LXRPIE02 時刻妥当性チェック（12 時間） 12 時間単位の時刻の妥当性をチェックする 

LXRPIE05 24時間単位→12時間単位時刻変換 24 時間単位の時刻を 12 時間単位の時刻に変換する 

LXRPIE06 12時間単位→24時間単位時刻変換 12 時間単位の時刻を 24 時間単位の時刻に変換する 

LXRPIE07 経過時間算出（24 時間単位） 入力された２つの時刻（24 時間単位）の差を時分秒で求める 

LXRPIE08 経過時間算出（12 時間単位） 入力された２つの時刻（12 時間単位）の差を時分秒で求める 

LXRPIE09 時間加算 入力された２つの時間の加算を行う 

LXRPIE10 時間差算出 入力された２つの時間の差を時分秒で求める 

LXRPIE11 時刻編集 時刻を指定された処理形式に従い編集する 

LXRPIE12 日時加減算（西暦 12 時間単位） 12 時間単位の西暦日時と日時の加算または減算を行う 

LXRPIE13 日時加減算（西暦 24 時間単位） 24 時間単位の西暦日時と日時の加算または減算を行う 

LXRPIE14 日時加減算（和暦 12 時間単位） 12 時間単位の和暦日時と日時の加算または減算を行う 

LXRPIE15 日時加減算（和暦 24 時間単位） 24 時間単位の和暦日時と日時の加算または減算を行う 

LXRPIE16 時間チェック 時間の妥当性をチェックする 

LXRPIE17 時間（秒）→時間変換編集 秒単位の時間を時間に変換し，指定された処理形式に従い編集する 

LXRPIE18 時間→時間（秒）変換 時間を秒単位の時間に変換する 

LXRPIE19 時間（秒）→時間変換 秒単位の時間を時間に変換する 

LXRPIE20 時間編集 時間を指定された処理形式に従い編集する 

表 2.1-9 項目チェック／編集サブルーチン 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 処  理  概  要 

LXRPIF01 氏名（漢字）チェック 氏名（漢字）のチェックをする 

LXRPIF02 氏名（半角カナ）チェック 氏名（半角カナ）のチェックをする 

LXRPIF03 氏名（漢字）分離編集 氏名（漢字）の分離編集をする 

LXRPIF04 氏名（半角カナ）分離編集 氏名（半角カナ）の分離編集をする 

LXRPIF05 氏名（漢字）結合編集 氏名（漢字）の結合編集をする 

LXRPIF06 氏名（半角カナ）結合編集 氏名（半角カナ）の結合編集をする 

LXRPIF07 郵便番号チェック／入力編集 郵便番号のチェックを行い格納形式に変換する 

LXRPIF08 郵便番号チェック／出力編集 郵便番号のチェックを行い表示形式に変換する 

LXRPIF09 金額編集 金額を指定された処理形式に従い編集する 

LXRPIF10 郵便番号チェック／入力編集  

(５桁及び７桁) 

郵便番号のチェックを行い格納形式に変換する（５桁及び７桁） 

LXRPIF11 郵便番号チェック／出力編集  

(５桁及び７桁) 

郵便番号のチェックを行い表示形式に変換する（５桁及び７桁） 

LXRPIF12 郵便番号チェック／入力編集(７桁) 郵便番号のチェックを行い格納形式に変換する（７桁） 

LXRPIF13 郵便番号チェック／出力編集(７桁) 郵便番号のチェックを行い表示形式に変換する（７桁） 

LXRPIF14 氏名（漢字）チェック（含外字） LXRPIF01 の外字対応 

LXRPIF15 氏名（漢字）分離編集（含外字） LXRPIF03 の外字対応 

LXRPIF16 氏名（漢字）結合編集（含外字） LXRPIF05 の外字対応 
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２．標準サブルーチンの仕様 

表 2.1-10 コードチェック／編集サブルーチン 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 処  理  概  要 

LXRPIG01 性別コードチェック／変換 ＪＩＳコード表により性別コードを変換する（JIS X 0303） 

LXRPIG02 学歴区分コードチェック／変換 ＪＩＳコード表により学歴区分コードを変換する（旧 JIS X 0407）

LXRPIG04 地目コードチェック／変換 ＪＩＳコード表により地目コードを変換する（JIS X 0411） 

LXRPIG05 勘定科目コードチェック／変換 ＪＩＳコード表により勘定科目コードを変換する（JIS X 0406） 

LXRPIG09 フラグチェック／変換 入力されたフラグ（スペース，０，１）を英字，漢字に変換する 

LXRPIG10 都道府県コードチェック／変換 入力された都道府県コードを都道府県名に変換する（JIS X 0401） 

LXRPIG11 有無チェック／変換 入力された有無（スペース，０，１）を漢字に変換する 

LXRPIG12 可否チェック／変換 入力された可否（スペース，０，１）を英字，漢字に変換する 

表 2.1-11 その他の変換編集サブルーチン 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 処  理  概  要 

LXRPIZ01 電話番号編集 電話番号の市外局番，市内局番，加入者番号をハイフンで編集する 

LXRPIZ03 平方根算出 入力された数値データの平方根を求める 

LXRPIZ04 チェックディジット計算 入力された数字文字列のチェックディジットを求める 

LXRPIZ05 インチ→センチメートル変換 インチ単位の数値データをセンチメートル単位の数値データに変換する 

LXRPIZ06 センチメートル→インチ変換 センチメートル単位の数値データをインチ単位の数値データに変換する 

LXRPIZ07 ヤード→メートル変換 ヤード単位の数値データをメートル単位の数値データに変換する 

LXRPIZ08 メートル→ヤード変換 メートル単位の数値データをヤード単位の数値データに変換する 

LXRPIZ09 キログラム→ポンド変換 キログラム単位の数値データをポンド単位の数値データに変換する 

LXRPIZ10 ポンド→キログラム変換 ポンド単位の数値データをキログラム単位の数値データに変換する 

LXRPIZ11 パラメータ解析 入力パラメータを解析し，各項目とその値を出力する 
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2.2 標準サブルーチン仕様書 

 

標準サブルーチン仕様書を，次頁以降に示します。また，VOS3 版と PC 版・UNIX 版で

処理が異なるサブルーチンの場合，それぞれどのような処理を行うかを記述しています。 

仕様書に記載してある項目と内容を表 2.2-1 に示します。 

表 2.2-1 標準サブルーチン仕様書の記載内容 

項  目 内      容 

 サブルーチンＩＤ  サブルーチンのプログラムＩＤ 

 機能分類  サブルーチンの機能分類 

 サブルーチン名  サブルーチンの日本語名 

 テーブル名  インタフェーステーブルＩＤ 

 入 力  呼び出し前に設定すべきデータ項目とその説明 

  レベル  データ項目のレベル番号 

  項目名  データ項目名 

  属 性  データ項目のタイプと桁数 

  説明及び設定値  データ項目の説明 

  区 分 

 I ：INPUT-PARM 

 C ：CONSTANT 

 IL ：INPUT-IN-LENGTH 

 IT ：INPUT-IN-TYPE 

 OL ：INPUT-OUT-LENGTH 

 OT ：INPUT-OUT-TYPE 

 出 力  サブルーチンが設定するデータ項目とその説明 

  レベル  データ項目のレベル番号 

  項目名  データ項目名 

  属 性  データ項目のタイプと桁数 

  説明及び設定値  データ項目の説明及びリターンコードの設定値 

  区 分  O ：OUTPUT-PARM 

 R ：RTN-CODE 

 処理基準  サブルーチンの処理内容 

 リターンコードの設定値（出力の欄に入らない場合）

 例 

 サブルーチンの使用例 

 特に断りのない限り,SJIS 対応版の例を掲載してい

ます。 

 注意事項 

 使用上の注意事項 

 全角文字列を入力した機能キャラクタに関する処理

は，VOS3 環境と PC・UNIX 環境とで動作が異なること

があります。 

 各サブルーチンのインタフェーステーブルは SJIS

対応版のものを基準に掲載しています。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ０１ 

 

 文字列処理  文字コードチェック LXRCIA01 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREAO07:半角文字コード以外あり  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力されたデータが半角文字コードであるかチェック

する。(チェックする文字コードの範囲は付録Ａ，付録Ｂ

を参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR  ：'ABCDEF' 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-STR  ：X'00' 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXREA007' 

 

 3. I-STR  ：SPACE 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXREA008' 

 

 ＜注意事項＞ 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ０３ 

 

 文字列処理  文字属性チェック LXRCIA03 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR X(200)  入力文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-BN X(5)  チェック結果 Ｏ 

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力文字列の属性をチェックし，チェック結果を返す。

1.1 英字 

（英大文字 A～Z および空白。英小文字は除く） 

1.2 数字（0～9） 

1.3 半角カナ 

（ｱ～ﾝ，濁点，半濁点，長音符。特殊な半角カナ 

（ｬｭｮｯｧｨｩｪｫｦ｢｣･､｡）は除く） 

1.4 COBOL 特殊文字（+-*/=\,;:.'"()<>） 

1.5 その他 

（上記以外。特殊な半角カナ，英小文字，非文字含む）
 
2. チェック結果は以下の形式とする。 

    X(5) 

 

 

 
 
     1： 入力文字列中にその属性が存在する。 

     0： 入力文字列中にその属性が存在しない。 

 

英 

 

 

字 

数

 

 

字

半 

角 

カ 

ナ 

特 

殊 

文 

字 

そ

の

他

 

 1. I-STR  ：'ABC123' 

      ↓ 

   O-STR-BN：'11000' 

 

 2. I-STR  ：'ｱｲｳ/*:' 

      ↓ 

   O-STR-BN：'00110' 

 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) 入力文字列の属性は X(200)とする。 

(2) 本サブルーチンから，（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）を呼び出す。 

(3) チェックは右の空白を除いた部分に対して行う。 
 

A B C D E F A A A A A A A
 
           チェック対象 
 (4) 入力文字列が全て数字であることのチェックに使用する場合は，性能の観点から本サブルーチ
     ンを呼び出すよりも COBOL 言語が提供する IS NUMERIC 命令を使用することを推奨する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIA05 

36 

 

サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ０５ 

 

 文字列処理  文字列シフト LXRCIA05 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

03  I-SHFT-LENG P(3)  シフトする文字数 Ｃ 

     正数：右方向にシフト  

     負数：左方向にシフト  

     ゼロ：シフトしない  

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  出力文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREAO24:NUMERIC エラー  

    LXREA020:シフトする文字数が範囲外  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力文字列の内容を指定文字数シフトする。 

1.1 シフトする文字数（I-SHFT-LENG）により，以下の処

理をおこなう。 

正数：I-SHFT-LENG の値だけ，右方向にシフトする。

負数：I-SHFT-LENG の絶対値だけ，左方向にシフトす

る。 

ゼロ：入力文字列をそのまま出力文字列とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR   ：'ABCDE' 

   I-SHFT-LENG：2 

       ↓ 

   O-STR   ：'AAABCDE' 
   O-RTN-CD  ：SPACE 

 
 2. I-STR   ：'ABCDE' 

   I-SHFT-LENG：-2 

       ↓ 

   O-STR   ：'CDE' 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 
 

 ＜注意事項＞ 

(1) I-SHFT-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でない時はエラーコード'LXREA024'をリ

ターンコードとして返す。出力文字列は入力文字列をそのまま転記する。 

(2) －２００≦I-SHFT-LENG≦２００でなければ，I-SHFT-LENG を２００として処理を続行する。エ

ラーコード'LXREA020'をリターンコードとして返す。 

(3) シフトした結果が出力文字列 X(200)の範囲からはみだす時は切り捨てる。リターンコードに

は，スペースを出力する。 

(4) EUC 対応版，Unicode 対応版で半角カナを編集する場合，文字数は実バイト長(EUC：２バイト/

文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ０６ 

 

 文字列処理  文字列左詰め LXRCIA06 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREAO24:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA018:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 入力文字列を左に詰める。 

1.1 （文字列有効桁数算出：LXRPIA09）によって，入力文

字列の最右文字位置を求める。 

1.2 入力文字列の最左文字位置（半角空白以外の最初の文

字の位置）を求める。 

1.3 入力文字列の最左文字位置から最右文字位置までの

文字を，出力文字列の第１文字目から右側へ転送する。

1.4 編集結果文字列が，出力フィールドの長さより長い場

合は，エラーコード'LXREA018'をリターンコードとして

返し，処理を続行する。出力文字列の切り捨てはしない。

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR  ：'AAAAAABACAADEAF' 
   I-LENG ：13 

      ↓ 

   O-STR  ：'ABACAADEAF' 
   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-STR  ：'AAAA12345' 
   I-LENG ：3 

      ↓ 

   O-STR  ：'12345' 

   O-RTN-CD：'LXREA018' 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) I-LENG について NUMERIC チェックをおこない，数値でなければエラーコード'LXREA024'をリタ

ーンコードとして返す。出力文字列は入力文字列をそのまま転記する。 

(2) １≦I-LENG≦２００でなければエラーとし，エラーコード'LXREA020'をリターンコードとして

返す。出力文字列は入力文字列をそのまま転記する。 

(3) 入力文字列がスペースの場合，エラーコード'LXREA008'をリターンコードとして返す。出力は

スペースとする。 

(4) 本サブルーチンから，（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）を呼び出す。 

(5) EUC 対応版，Unicode 対応版で半角カナを編集する場合，文字列長は実バイト長(EUC：２バイ

ト/文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ０７ 

 

 文字列処理  文字列右詰め LXRCIA07 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREAO24:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA018:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 入力文字列を右に詰める。 

1.1 （文字列有効桁数算出：LXRPIA09）により，入力文字

列の最右文字位置を求める。 

1.2 入力文字列の最左文字位置（半角空白以外の最初の文

字の位置）を求める。 

1.3 入力文字列の最右文字位置から最左文字位置までの

文字を，出力フィールドの長さによって示される出力文

字列の最後の文字の位置から左側へ転送する。 

1.4 出力文字列の左側が余る場合は，半角空白によって充

填する。 

1.5 入力文字列をすべて転送できない場合は，そこまでの

文字列を出力文字列とする。エラーコード'LXREA018'

をリターンコードとして返す。 

 

 

 

 

 

 1. I-STR  ：'ABACAADEAF' 
   I-LENG ：13 

      ↓ 

   O-STR  ：'AAAABACAADEAF' 
   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-STR  ：'AAA12345' 
   I-LENG ：3 

      ↓ 

   O-STR  ：'345' 

   O-RTN-CD：'LXREA018' 

 ＜注意事項＞ 
(1) I-LENG について NUMERIC チェックをおこない，数値でなければエラーコード'LXREA024'をリタ

ーンコードとして返す。入力文字列をそのまま出力とする。 

(2) １≦I-LENG≦２００でなければエラーとし，エラーコード'LXREA020'をリターンコードとして

返す。入力文字列をそのまま出力とする。 

(3) 入力文字列がスペースの場合，エラーコード'LXREA008'をリターンコードとして返す。出力は

スペースとする。 

(4) 本サブルーチンから，（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）を呼び出す。 

(5) EUC 対応版，Unicode 対応版で半角カナを編集する場合，文字列長は実バイト長(EUC：２バイ

ト/文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ０８ 

 

 文字列処理  文字列中央揃え LXRCIA08 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  出力フィールドの長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  入力文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  出力文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREAO24:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA018:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 入力文字列をセンタリング編集する。 

1.1 （文字列有効桁数算出：LXRPIA09）により，入力文字

列の最右文字位置を求める。 

1.2 入力文字列の最左文字位置（半角空白以外の最初の文

字の位置）を求める。 

1.3 入力文字列の最右文字位置から最左文字位置より実

文字数を求め，（出力フィールドの長さ：I-LENG）に収

まらなければ，エラーコード'LXREA018'をリターンコー

ドとして返し，左詰めを行なう。 

1.4 （出力フィールドの長さ － 実文字数）を２で割り（余

り切り捨て），その商で表される出力文字列上の位置に

入力文字列の最左文字位置からの文字列を転送する。 

 

 

 

 

 

 1. I-STR  ：'AABACAAAAAA' 
   I-LENG ：10 

      ↓ 

   O-STR  ：'AAAABACAAA' 
   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) 左右の空白が等しくならないときは，左側の空白を１つ少なくする。 

(2) I-LENG について NUMERIC チェックをおこない，数値でなければエラーコード'LXREA024'をリタ

ーンコードとして返す。入力文字列をそのまま出力とする。 

(3) １≦I-LENG≦２００でなければエラーとし，エラーコード'LXREA020'をリターンコードとして

返す。入力文字列をそのまま出力とする。 

(4) 入力文字列がスペースの場合，エラーコード'LXREA008'をリターンコードとして返す。出力は

スペースとする。 

(5) 本サブルーチンから，（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）を呼び出す。 

(6) EUC 対応版，Unicode 対応版で半角カナを編集する場合，文字列長は実バイト長(EUC：２バイ

ト/文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ０９ 

 

 文字列処理  文字列有効桁数算出 LXRCIA09 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-LENG P(3)  長さ Ｏ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力文字列の後方の半角空白を除いた長さを有効桁数

として求める。 

 

2. 入力文字列の前方の空白は有効桁数に含む。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR ：'AAABCADAEFGAA' 
     ↓ 

   O-LENG：11 

 

 2. I-STR ：SPACE 

     ↓ 

   O-LENG：0 

 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) 半角空白以外の全ての文字を有効桁数として数える。 

(2) EUC 対応版，Unicode 対応版で入力文字列に半角カナが存在する場合，出力される有効桁数は

実バイト長（EUC：２バイト/文字，Unicode：３バイト/文字）で返される。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ１０ 

 

 文字列処理  数字文字列チェック／入力編集 LXRCIA10 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR-NU X(24)  文字列（数字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NUM P(12, 6)  数値 Ｏ 

03  O-INTP P(2)  整数部 Ｏ 

03  O-DECP P(2)  小数部 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. Ｘタイプの小数，コンマ，符号付きの数字文字列をチェ

ック後，表意記号通りの内部１０進数数値に変換する。

1.1 ニューメリックチェック処理 

（0～9,.+-および SPACE） 

1.2 符号変更 

1.3 コンマ読みとばし 

1.4 １０進変換 

1.5 小数部処理（仮想小数への変換） 

1.6 リターンコード，小数桁数，整数桁数の出力 

（リターンコード） 

SPACE:正常終了 

LXREA009:'+'の後に' ','+','-',','がある 

LXREA010:'-'の後に' ','+','-',','がある 

LXREA011:' 'の後に','がある 

LXREA013:','の後に' ','+','-','.',','がある 

LXREA014:'.'の後に' ','+','-','.',','がある 

LXREA015:数字の後に'+','-'がある 

LXREA016:0～9,.+-および SPACE 以外の文字がある 

LXREA017:整数部が 13 桁以上または小数部が 7 桁以上ある

LXREA018:入力文字列がスペース 

 1. I-STR-NU：'+123.4567' 

      ↓ 

   O-NUM  ：+123.4567 

   O-INTP ：+3 

   O-DECP ：+4 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) 出力される数値の属性およびサイズは S9(12)V9(6) COMP-3 とする。 

(2) エラーとなった場合，出力数値，整数部，小数部は０を返す。 

 

 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ１１ 

 

 文字列処理  数字チェック／右詰め編集 LXRCIA11 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR-NU X(15)  文字列（数字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-NU X(15)  文字列（数字） Ｏ 

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA026:第一文字列内に数字以外の  

        データあり  

     

処   理   基   準 例 

1. 入力文字列中の初めの文字列群に対して，ニューメリッ

クチェックを行い，数値以外のものがあれば O-STR-NU に

スペースを送り，リターンコードに'LXREA026'を送る。

 

2. 文字列群が数字であれば，右詰めに編集して出力エリア

にセットする。 

 

3. ゼロサプレスを行う｡ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-NU：'AA12345AA67' 
      ↓ 

   O-STR-NU：'AAAAAAAAAA12345' 
   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-STR-NU：'010101' 

      ↓ 

   O-STR-NU：'AAAAAAAAAA10101' 
   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-STR-NU：'AAA12AA34' 
      ↓ 

   O-STR-NU：SPACE 

   O-RTN-CD：'LXREA026' 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) 文字列群の位置は入力文字列中のどこでもよいが，文字列群が複数個存在する場合，前方の文

字列群についてのみ解析を行う。 

(2) 入力文字列がスペースだった時は，リターンコードに'LXREA008'を送る。 

(3) エラーとなった場合，出力文字列にはスペースを返す。 

 

 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ１２ 

 

 文字列処理  数字文字列カンマ挿入 LXRCIA12 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NUM X(18)  数値 Ｉ 

03  I-LENG P(2)  長さ ＯＬ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-NU X(24)  文字列（数字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREA024:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA018:切り捨てが発生した  

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された数値データを右詰めに編集する。 

2. 編集の際，３ケタおきにカンマ（，）を挿入する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-NUM  ：1234567 

   I-LENG ：19 

     ↓ 

   O-STR-NU： 

    'AAAAAAAAAA1,234,567' 
 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) 本サブルーチンから，（文字列右詰め：LXRPIA07）を呼び出す。 

(2) I-NUM，I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときは，リターンコードに

'LXREA024'を返し，出力文字列にスペースを転送する。 

(3) １≦I-LENG≦２４以外の時はリターンコードに'LXREA020'を返し，出力文字列にスペースを転

送する。 

(4) 編集結果が I-LENG で指定した長さに入り切らないときは，リターンコードに'LXREA018'を返

し，出力文字列の１文字目に＊を，２文字目以降に編集結果を左詰めで転送する。 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ１３ 

 

 文字列処理  文字列前後反転 LXRCIA13 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREA024:NUMERIC エラー  

    LXREA020:出力フィールド範囲外  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA018:切り捨てが発生した  

処   理   基   準 例 

1. 文字列データの前後を置換する。 

1.1 エラーチェックを行う。 

1.2 入力文字列の有効桁数を取得し， 

入力文字列（有効桁数） →出力文字列（１） 

入力文字列（有効桁数-1）→出力文字列（２） 

         ・ 

         ・ 

         ・ 

入力文字列（１）    →出力文字列（有効桁数）

のようにして出力文字列を得る。 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR  ：'ABCD' 
   I-LENG ：4 
     ↓ 
   O-STR  ：'DCBA' 
   O-RTN-CD：SPACE 
 
 2. I-STR  ：'ABCDEF' 
   I-LENG ：4 
     ↓ 
   O-STR  ：'FEDCBA' 
   O-RTN-CD：'LXREA018' 
 
 3. I-STR  ：'ｱｲｳｴｵ' 
   I-LENG ：5 
     ↓ 
   O-STR  ：'ｵｴｳｲｱ' 
   O-RTN-CD：SPACE 
 

 ＜注意事項＞ 
(1) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコードに'LXREA024'を返

し，出力文字列にスペースを転送する。 
(2) １≦I-LENG≦２００以外の時はリターンコードに'LXREA020'を返し，出力文字列にスペースを

転送する。 
(3) 入力文字列がスペースの場合，リターンコードに'LXREA008'を返す。出力文字列にスペースを

転送する。 
(4) 入力文字列の有効桁数＞I-LENG のとき，リターンコードに'LXREA018'を返す。出力文字列には

処理基準に従って編集した結果を返す。 
(5) 本サブルーチンから，（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）を呼び出す。 
(6) EUC 対応版，Unicode 対応版で半角カナ含む場合でも例と同一の結果が得られる。 
(7) EUC 対応版，Unicode 対応版で半角カナを編集する場合，文字列長は実バイト長(EUC：２バイ

ト/文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ１４ 

 

 文字列処理  指定文字削除 LXRCIA14 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

03  I-DEL-STR X(200)  削除文字 Ｃ 

03  I-DEL-LENG P(3)  削除文字数 Ｃ 

03  I-SHFT-KBN X(1)  シフト方向 Ｃ 

    'L'：左詰め  

    'R'：右詰め  

    上記以外：シフトしない  

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREA024:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA018:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 入力文字列中から指定された文字を削除する。シフトす

る方向が指定された場合，左または右に詰める。 

1.1 削除する方向は，以下の通り。 

シフトする方向が， 

'L'のとき 

  削除対象文字より右の文字列を左に詰める。 

'R'のとき 

  削除対象文字より左の文字列を右に詰める。 

上記以外 

  削除対象文字を半角空白１個に置換する。 

 （置換した空白は，編集結果の文字列長に含む。）

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR   ： 

     '\123A456,789.12' 
   I-LENG  ：15 

   I-DEL-STR ：'A\,.' 
   I-DEL-LENG：4 

   I-SHFT-KBN：'R' 

     ↓ 

   O-STR   ： 

     'AAAA12345678912' 
   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) 削除文字は，入力文字列から削除する文字を直接指定する。（上記例では，'A\,.'と指定する）

(2) I-LENG および I-DEL-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコー

ド'LXREA024'を返す。出力文字列は入力文字列をそのまま転記する。 

(3) １≦I-LENG≦２００ かつ １≦I-DEL-LENG≦２００でなければ，リターンコードに'LXREA020'

を返す。出力文字列には入力文字列をそのまま転記する。 

(4) 編集結果の文字列長が，I-LENG より長いとき，エラーコード'LXREA018'を返す。出力文字列に

は編集結果を返す。 

(5) 本サブルーチンから，（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）を呼び出す。 

(6) EUC 対応版，Unicode 対応版で文字列，削除文字に半角カナを入力する場合，文字数は実バイ

ト長(EUC：２バイト/文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ１５ 

 

 文字列処理  空白削除 LXRCIA15 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREA024:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA018:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 文字データ中の半角空白を削除する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR  ：'AAABACAAAD' 
   I-LENG ：10 

     ↓ 

   O-STR  ：'ABCDAAAAAA' 
   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはエラーコード'LXREA024'をリター

ンコードとして返す。処理は続行する。 

(2) １≦I-LENG≦２００でなければ，エラーコードに'LXREA020'を返し，処理を続行する。 

(3) 編集結果の文字列長が，I-LENG より長いとき，エラーコード'LXREA018'を返し，処理を続行す

る。出力は編集結果文字列をそのまま返す。 

(4) 本サブルーチンから，（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）を呼び出す。 

(5) EUC 対応版，Unicode 対応版で文字列に半角カナを入力する場合，文字数は実バイト長(EUC：

２バイト/文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ１６ 

 

 文字列処理  不要空白削除 LXRCIA16 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREA024:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA018:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 文字データ中の２個以上連続する空白を１個の空白に

置き換える。 

2. 先頭の空白も同様に１個の空白とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR  ：'AAABACAAAD' 
   I-LENG ：10 

     ↓ 

   O-STR  ：'AABACADAAA' 
   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはエラーコード'LXREA024'をリター

ンコードとして返す。処理は続行する。 

(2) １≦I-LENG≦２００でなければ，エラーコードに'LXREA020'を返し，処理を続行する。 

(3) 編集結果の文字列長が，I-LENG より長いとき，エラーコード'LXREA018'を返し，処理を続行す

る。出力は編集結果文字列をそのまま返す。 

(4) 本サブルーチンから，（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）を呼び出す。 

(5) EUC 対応版，Unicode 対応版で文字列に半角カナを入力する場合，文字数は実バイト長(EUC：

２バイト/文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ１７ 

 

 文字列処理  第１文字列取得 LXRCIA17 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-LENG P(3)  長さ Ｏ 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREA024:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA018:切り捨てが発生した  

処   理   基   準 例 

1. 入力文字列からスペースで囲まれた第一文字列を取得

し，その長さと文字をセットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR  ：'ABCDEFGHAAIJK' 
   I-LENG ：14 

     ↓ 

   O-LENG ： 8 

   O-STR  ：'ABCDEFGH' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-STR  ：'12345AABC' 
   I-LENG ：3 

     ↓ 

   O-LENG ：5 

   O-STR  ：'12345' 

   O-RTN-CD：'LXREA018' 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) 入力でエラーが発生した場合は，該当するリターンコードを返し，O-STR と O-LENG にスペース

と０を返す。（下記(5)は例外） 

(2) 本サブルーチンから，（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）を呼び出す。 

(3) 出力フィールドの長さと文字列有効桁数を比較する時の文字列有効桁数の長さは，第一文字列

の長さとする。 

(4) 初めがスペースの時，スペースの次の文字列を取得する。 

(5) 出力で文字の切り捨てが発生した場合，第一文字列をそのまま出力してリターンコード

'LXREA018'を返す。 

(6) EUC 対応版，Unicode 対応版で文字列に半角カナを入力する場合，文字数は実バイト長(EUC：

２バイト/文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ１９ 

 

 文字列処理  文字列交互挿入 LXRCIA19 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-1ST-LENG P(3)  第１文字列長さ ＩＬ 

03  I-1ST-STR X(200)  第１文字列 Ｉ 

03  I-2ND-LENG P(3)  第２文字列長さ ＩＬ 

03  I-2ND-STR X(200)  第２文字列 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREA024:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA007:半角文字コード以外あり  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA018:切り捨てが発生した  

処   理   基   準 例 

1. 第１文字列のスペースエリアに第２文字列の文字（スペ

ース以外）を順次セットし，編集する。 

2. スペースの文字への置き換えは，第２文字列の文字数

（スペースを除く）分だけ行い処理を終了する。 

3. 入力文字列の先頭がスペースの場合は，入力文字列の先

頭がスペースでなくなった所から始める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-1ST-LENG：7 

   I-1ST-STR ：'ｶﾝｼﾞAｶﾅ' 
   I-2ND-LENG：1 

   I-2ND-STR ：'ﾄ' 

     ↓ 

   O-STR   ：'ｶﾝｼﾞﾄｶﾅ' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) 第１文字列長さ，第２文字列長さの各々について NUMERIC チェックを行い，数字でなければリ

ターンコード'LXREA024'を返す。出力文字列にはスペースを返す。 

(2) １≦第１（第２）文字列長さ≦２００以外はエラーとし，出力文字列にスペースを返し，リタ

ーンコードに'LXREA020'を返す。 

(3) 第１文字列，第２文字列の各々についてサブルーチン'LXRPIA01'を用いてチェックを行い，エ

ラーの場合リターンコード'LXREA007' または 'LXREA007'を返す。出力文字列にはスペースを

返す。 

(4) 第１（第２）文字列長さより各々の文字列の有効桁数が長い場合と，出力文字列が２００を超

えた場合は，リターンコードに'LXREA018'を返す。処理は続行する。 

(5) 本サブルーチンから，(文字コードチェック：LXRPIA01),(文字列有効桁数算出：LXRPIA09)を

呼び出す。 

(6) EUC 対応版，Unicode 対応版で文字列に半角カナを入力する場合，文字数は実バイト長(EUC：

２バイト/文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ２０ 

 

 文字列処理  ＥＢＣＤＩＫ／ＫＥＩＳ 

 混在文字列出力編集 

LXRCIA20 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREA024:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA018:切り捨てが発生した  

     

     

処   理   基   準 例 

PC・UNIX 版 

1. NUMERIC チェックで，エラーの場合は，リターンコード

に'LXREA024'を返し，出力文字列にはスペースを返す。

2. １≦I-LENG≦２００とし，それ以外の場合は，リターン

コードに'LXREA020'，出力文字列にはスペースを返す。

3. エラーでない場合はリターンコードにスペースを返

し，入力文字列を出力文字列に転記する。 

 

VOS3 版 

1.PC・UNIX 版の 1.および 2.の処理を行う。 

2. エラーでない場合は，入力文字列を実データ長※１が指定

した長さと等しくなるように編集し，出力文字に入れる。

入力文字列の実データ長が，指定した長さより短い場合

は，後ろに X'40'を追加して調整する。 

入力文字列の実データ長が，指定した長さより長い場合

は，X'0A41'で置換して調整する。 

出力文字列の最後は必ず１個以上の'0A41'で終わるよう

にする。 

 

※１ 機能キャラクタ分を除いたバイト数のこと 

 

 1. I-LENG ：6 
   I-STR  ： 
    X'0A42A3B10A41F10A42A3B1 
     0A41F1F140404040.....' 
     ↓ 
   O-STR  ： 
    X'0A42A3B10A41F10A42A3B1 
     0A41F10A41.......0A41' 
   O-RTN-CD：SPACE 
 
 2. I-LENG ：198 
   I-STR  ： 
    X'0A42B0ABB0AB........ 
     ...B0ABB0AB0A41' 
     ↓ 
   O-STR  ： 
    X'0A42B0ABB0AB........ 
     ...B0ABB0AB0A41' 
   O-RTN-CD：'LXREA018' 

 ＜注意事項＞ 
(1) 処理基準に従った編集結果文字列の実データ長が指定した長さより短くなった場合は，リター

ンコード'LXREA018'を返す。出力文字列には編集結果を返す。 

 

 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ２１ 

 

 文字列処理  後方スペース機能キャラクタ 

 置換 

LXRCIA21 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR X(200)  入力文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  出力文字列 Ｏ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

PC・UNIX 版 

1. 置換処理は行わず，入力文字列を出力文字列に転記す

る。 

 

VOS3 版 

1. 入力文字列中に空白(X'A1A1',X'40')よりも後方にある

機能キャラクタ(X'0A41')を前方に置き換える。処理方法

は以下の通り 

 

1.1 入力文字列中の X'400A41'，X'A1A10A41'を検索し，

無くなるまで以下の処理を繰り返す。 

(1) X'400A41'を X'0A4140'に置き換える。 

(2) X'A1A10A41'を X'0A414040'に置き換える。 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR： 

    X'D8D8D84040400A41' 

     ↓ 

   O-STR： 

    X'D8D8D80A41404040' 

 

 2. I-STR： 

    X'0A42A3D8A3D8A1A10A41' 

     ↓ 

   O-STR： 

    X'0A42A3D8A3D80A414040' 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) 置換対象が複数存在していても全て置換する。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ２２ 

 

 文字列処理  半角カナ文字入力チェック LXRCIA22 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR-KN X(200)  文字列（半角カナ） Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分 Ｃ 

    '1'：半角カナ小文字をエラーにしない  

    '2'：半角カナ小文字をエラーとする  

    上記以外は，'1'とみなす。  

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREA025:半角カナ以外  

    LXREA008:入力データなし  

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力文字列（半角カナ）中に半角カナ以外の文字が含ま

れているかを判定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-KN ：'ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝ' 

   I-SHR-KBN：'1' 

     ↓ 

   O-RTN-CD ：SPACE 
 

 2. I-STR-KN ：'ｺｰﾄﾞAﾁｪｯｸ' 
   I-SHR-KBN：'2' 

     ↓ 

   O-RTN-CD ：'LXREA025' 
 

 3. I-STR-KN ：SPACE 

   I-SHR-KBN：'1' 

     ↓ 

   O-RTN-CD ：'LXREA008' 
 

 4. I-STR-KN ：'ｺﾎﾞﾙ2' 

   I-SHR-KBN：'1' 

     ↓ 

   O-RTN-CD ：'LXREA025' 

 

 ＜注意事項＞ 
(1) 入力文字列（半角カナ）中において半角カナ文字と半角スペースの混在は許される。 

(2) 入力文字列（半角カナ）中においてスペースしか存在しない場合，リターンコードに'LXREA008'

を返す。 

(3) 本サブルーチンから，（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）を呼び出す。 

(4) 半角カナ小文字とは特殊な半角カナ（ｬｭｮｯｧｨｩｪｫｦ｢｣､｡･）のことを指す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ２３ 

 

 文字列処理  混在文字列チェック LXRCIA23 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LGC-LENG P(3)  論理長さ Ｃ 

03  I-PHSC-LENG P(3)  物理長さ ＩＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分 Ｃ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREAO24:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA022:入力論理長誤り  

    LXREA021:入力物理長誤り  

    LXREA023:機能キャラクタ誤り  

処   理   基   準 例 

PC・UNIX 版 

1. NUMERIC チェック，長さ範囲チェック，スペースチェッ

クのみ行なう。 

VOS3 版 

1. 以下のチェックを行ない，該当するエラーコードまたは

スペースをリターンコードに返す。 

1.1 入力文字列の論理長と物理長が，入力論理長，入力物

理長を超えていないことをチェックする。 

1.2 入力文字列中において，X'0A42'がある（KEIS 状態に

なる）と，その後方には X'0A42'よりも前に必ず１つ以

上の X'0A41'がある（EBCDIK 状態に戻る）ことをチェッ

クする。 

1.3 処理区分が'N'の場合，入力文字列の先頭から X'0A41'

の直前までの文字と，X'0A42'～X'0A41'間の文字に対し

て KEIS コードチェックを行なう。 

1.4 項番 1.3 の KEIS コードチェックにおいて，対象とな

る文字列が奇数個である場合エラーとなり，リターンコ

ードに'LXREB001'を返す。 

1.5 処理区分が'N'以外の場合，入力文字列の先頭から

X'0A42'の直前までの文字と，X'0A42'～X'0A41'間の文

字に対して EBCDIK コードチェックを行う。 

 1. I-LGC-LENG ：6 

   I-PHSC-LENG：5 

   I-STR   ： 

     X'414243444546' 

       ↓ 

   O-RTN-CD  ：'LXREA021' 
 

 2. I-LGC-LENG ：5 

   I-PHSC-LENG：1 

   I-STR   ： 

     X'0A42A1A10A42' 

       ↓ 

   O-RTN-CD  :'LXREA022' 
 

 3. I-LGC-LENG ：４ 

   I-PHSC-LENG：２ 

   I-STR   ： 

     X'0A42A1A1' 

       ↓ 

   O-RTN-CD  :'LXREA023' 

 ＜注意事項＞ 

(1) 入力論理長，入力物理長の妥当性をチェックし，該当するリターンコードを返す。 

(2) KEIS コードチェックで，エラーと判明した場合，'LXREB001'をリターンコードに転送する。 

(3) EBCDIK コードチェックで，エラーと判明した場合，'LXREA007'をリターンコードに転送する。

(4) このサブルーチンから（文字コードチェック:LXRPIA01），（文字列有効桁数算出:LXRPIA09），

（漢字コードチェック:LXRPIB01）を呼び出す。 

(5) X'40'は，KEIS コードチェックの対象となる文字列中に，奇数個存在することを許される。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ２４ 

 

 文字列処理  混在文字列チェック 

 （含外字） 

LXRCIA24 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LGC-LENG P(3)  論理長さ Ｃ 

03  I-PHSC-LENG P(3)  物理長さ ＩＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分 Ｃ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREAO24:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA022:入力論理長誤り  

    LXREA021:入力物理長誤り  

    LXREA023:機能キャラクタ誤り  

処   理   基   準 例 

PC・UNIX 版 

1.NUMERIC チェック，長さ範囲チェック，スペースチェッ

クのみ行なう。 

VOS3 版 

1.以下のチェックを行ない，該当するエラーコードまたは

スペースをリターンコードに返す。 

1.1 入力文字列の論理長と物理長が，入力論理長，入力物

理長を超えていないことをチェックする。 

1.2 入力文字列中において，X'0A42'がある(KEIS 状態に

なる)と，その後方には X'0A42'よりも前に必ず１つ以

上の X'0A41'がある(EBCDIK 状態に戻る)ことをチェッ

クする。 

1.3 処理区分が'N'の場合，入力文字列の先頭から X'0A41'

の直前までの文字と，X'0A42'～X'0A41'間の文字に対し

て，KEIS コードチェックを行なう。 

1.4 処理区分が'N'以外の場合，入力文字列の先頭から

X'0A42'の直前までの文字と，X'0A42'～X'0A41'間の文

字に対して，EBCDIK コードチェックを行なう。 

 1. I-LGC-LENG ：6 

   I-PHSC-LENG：5 

   I-STR   ： 

     X'414243444546' 

       ↓ 

   O-RTN-CD  ：'LXREA021' 
 

 2. I-LGC-LENG ：5 

   I-PHSC-LENG：1 

   I-STR   ： 

     X'0A42A1A10A42' 

       ↓ 

   O-RTN-CD  :'LXREA022' 
 

 3. I-LGC-LENG ：4 

   I-PHSC-LENG：2 

   I-STR   ： 

     X'0A42A1A1' 

       ↓ 

   O-RTN-CD  :'LXREA023' 

 ＜注意事項＞ 

(1) 入力論理長，入力物理長の妥当性をチェックし，該当するリターンコードを返す。 

(2) KEIS コードチェックで，エラーと判明した場合，'LXREB006'をリターンコードに転送する。 

(3) EBCDIK コードチェックで，エラーと判明した場合，'LXREA007'をリターンコードに転送する。

(4) このサブルーチンから（文字コードチェック:LXRPIA01），（文字列有効桁数算出:LXRPIA09），

（漢字コードチェック(含外字):LXRPIB02）を呼び出す。 

(5) X'40'は，KEIS コードチェックの対象となる文字列中に，奇数個存在することを許される。 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ２５ 

 

 項目編集  英数字チェック／編集 LXRCIA25 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＩＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

03  I-CHK-PARM X(50)  チェック条件パラメータ Ｃ 

     

     

03  I-EDIT-PARM X(50)  編集条件パラメータ Ｃ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREA024:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA027:全桁満たされていない  

    LXREA030:指定以外の文字あり  

処   理   基   準 例 

1. 注意事項(1)(2)(3)に従ってチェックする。 
2. I-STR を以下のように変換した結果を作業領域
W-STR-1，W-STR-2(ともに PIC X(200))にセットする。 
2.1 LOW-VALUE を SPACE に置き換えて，その結果を W-STR-1
にセットする。 

2.2 更に左詰め処理を行った結果を W-STR-2 にセットす
る。 

3. W-STR-1 に対して I-EDIT-PARM で指定した編集を行い，
結果を O-STR にセットする。 

4. I-CHK-PARM に'ENT=MENT'または'ENT=MFILL'の指定があ
り，かつ W-STR-1 が SPACE の時，O-RTN-CD に'LXREA008'
を返す。 

5. その他の時，以下の処理を行う。 
5.1 I-CHK-PARM に'ENT=MFILL'の指定があり，かつ I-LENG
が W-STR-2 の有効桁数より大きい時，O-RTN-CD に
'LXREA027'を返す。 

5.2 そ の 他 の 時 ， W-STR-2(1: 有 効 桁 数 ) に 対 し て
I-CHK-PARM の CHK パラメータで指定したチェックを行
う。 

(1) エラーの時，O-RTN-CD に'LXREA030'を返す。 
(2) エラーでない時，O-RTN-CD に SPACE を返す。 

 1. I-LENG   ：6 
   I-STR   ：'AA11AA' 
   I-CHK-PARM ： 
     'CHK=(ALPHA,ALNUM)' 
   I-EDIT-PARM：'SFT=LEFT' 
     ↓ 
   O-STR   ：'A11AAA' 
   O-RTN-CD  ：SPACE 
 
 2. I-LENG   ：6 
   I-STR   ：'Aa11AA' 
   I-CHK-PARM ： 
     'CHK=CAPS,ENT=MENT' 
   I-EDIT-PARM： 
     'SET=LEFT,CHG=STOC' 
     ↓ 
   O-STR   ：'A11AAA' 
   O-RTN-CD  ：'LXREA030' 
 

 ＜注意事項＞ 
(1) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコードに'LXREA024'を返

す。O-STR には SPACE をそのまま返す。 

(2) １≦I-LENG≦２００でなければリターンコードに'LXREA020'を返す。O-STR には SPACE を返す。

(3) （パラメータ解析：LXRPIZ11）を呼び出して I-CHK-PARM，I-EDIT-PARM をチェックする。エラ

ーの時は，リターンコードをそのまま返し，O-STR には SPACE を返す。 

(4) I-STR の中の LOW-VALUE は，半角空白と同様に扱う。 

(5) 本サブルーチンから，(3)の他に（文字列左詰め：LXRPIA06）,（文字列右詰め：LXRPIA07）,

（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）を呼び出す。 
 

'ENT=入力モード指定，CHK=(文字指定〔,文字指定〕)'

'CHG=変換指定，SHT=シフト指定'

(詳細は LXRPIZ11 及び P58 を参照) 

(詳細は LXRPIZ11 及び P58 を参照) 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ２６ 
 

 項目編集  数字チェック／数値変換 LXRCIA26 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＩＬ 

03  I-STR-NU X(18)  文字列（数字） Ｉ 

03  I-CHK-PARM X(50)  チェック条件パラメータ Ｃ 

    'ENT=入力モード指定'  

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NUM 9(18)  数値 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREA024:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

    LXREA008:入力文字列がスペース  

    LXREA027:全桁満たされていない  

    LXREA026:指定以外の文字あり  

処   理   基   準 例 

1. 注意事項(1)(2)(3)に従ってチェックする。 
2. I-STR-NU を以下のように変換した結果を作業領域
W-STR-NU-1，W-STR-NU-2(共に PIC X(18))にセットする。
2.1 LOW-VALUE を SPACE に置き換えて，その結果を

W-STR-NU-1 にセットする。 
2.2 更に右詰め処理を行い，前方の SPACE を'0'に置き換

えた結果を W-STR-NU-2 にセットする。 
3. I-CHK-PARM に'ENT=MENT'または'ENT=MFILL'の指定があ
り，かつW-STR-NU-1がSPACEの時，O-NUMに０を，O-RTN-CD
に'LXREA008'を返す。 

4. その他の時，以下の処理を行う。 
4.1 I-CHK-PARM に'ENT=MFILL'の指定があり，かつ I-LENG
が W-STR-NU-1 の有効桁数より大きい時，O-NUM に０を，
O-RTN-CD に'LXREA027'を返す。 

4.2 その他の時，W-STR-NU-2 に対して NUMERIC チェック
を行う。 

(1) エラーの時，O-NUM に０を，O-RTN-CD に'LXREA026'
を返す。 

(2) エラーでない時，W-STR-NU-2 を O-NUM に転送し，
O-RTN-CD に SPACE を返す。 

 1. I-LENG  ：6 
   I-STR-NU ：'A123AA' 
   I-CHK-PARM：'ENT=MENT' 
       ↓ 
   O-NUM   ：123 
   O-RTN-CD ：SPACE 
 
 2. I-LENG  ： 2 
   I-STR-NU ：'A123456' 
   I-CHK-PARM：'ENT=MNENT' 
       ↓ 
   O-NUM   ：123456 
   O-RTN-CD ：SPACE 
 
 3. I-LENG  ：6 
   I-STR-NU ：'123AAA' 
   I-CHK-PARM：'ENT=MFILL' 
       ↓ 
   O-NUM   ：0 
   O-RTN-CD ：'LXREA027' 

 ＜注意事項＞ 
(1) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコードに'LXREA024'を返

す。O-NUM には０を返す。 

(2) １≦I-LENG≦１８でなければリターンコードに'LXREA020'を返す。O-NUM には０を返す。 

(3) （パラメータ解析：LXRPIZ11）を呼び出して I-CHK-PARM をチェックする。エラーの時は，リ

ターンコードをそのまま返し，O-NUM には０を返す。 

(4) I-LENG が W-STR-NU-1 の有効桁数より小さくても，数値変換の結果は切り捨てない。 

(5) I-STR-NU の中の LOW-VALUE は，半角空白と同様に扱う。 

(6) 本サブルーチンから，(3)の他に（文字列右詰め：LXRPIA07）,（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）

を呼び出す。 
 

(詳細は LXRPIZ11 及び補足説明(P58を参照)) 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ２７ 
 

 項目編集  数字範囲チェック／数値変換 LXRCIA27 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＩＬ 
03  I-STR-NU X(18)  文字列（数字） Ｉ 
03  I-CHK-PARM X(50)  チェック条件パラメータ Ｃ 
    'ENT=入力モード指定'  
     

03  I-RNG-PARM X(50)  範囲パラメータ Ｃ 
    '1:3,11:13,99'の形式で指定  
    （詳細は処理基準，注意事項参照）  

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NUM 9(18)  数値 Ｏ 
03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 
    SPACE:正常終了  
    LXREA028:範囲パラメータエラー  
    LXREA029:数値が指定範囲外  
    （その他の内容は LXRPIA26 の項を参照）  
     
     

処   理   基   準 例 

1. 注意事項(1)(2)に従ってチェックする。 
2. I-LENG，I-STR-NU，I-CHK-PARM の値をそのまま渡して
（数字チェック／数値変換：LXRPIA26）を呼び出す。 

3. LXRPIA26 の出力数値(O-NUM)を O-NUM に転送する。 
4. LXRPIA26 のリターンコード(O-RTN-CD)が SPACE の時，
以下の処理を行う。 
4.1 I-RNG-PARM の値が以下の範囲パラメータの文法に合

っているかをチェックする。 
範囲パラメータ＝範囲〔,範囲〕... 
範囲＝数字並び〔:〔数字並び〕〕または 
  ：数字並び 
数字並び＝1 個以上 18 個以下の数字(0～9)の並び 

4.2 チェック結果がエラーの時，O-RTN-CD に'LXREA028'
を返す。 

4.3 チェック結果がエラーでない時，以下の処理を行う。
(1) O-NUM の値が範囲パラメータで指定する範囲に含まれ

ていれば，O-RTN-CD に SPACE を返す。 
(2) その他の時，O-RTN-CD に'LXREA029'を返す。 

5. その他の時，LXRPIA26 のリターンコード(O-RTN-CD)を
そのまま O-RTN-CD に返す。 

 1. I-LENG  ：6 
   I-STR-NU ：'A123AA' 
   I-CHK-PARM：'ENT=MENT' 
   I-RNG-PARM：'1:200,999' 
     ↓ 
   O-NUM   ：123 
   O-RTN-CD ：SPACE 
 
 2. I-LENG  ：2 
   I-STR-NU ：'A123AA' 
   I-CHK-PARM：'ENT=MNENT' 
   I-RNG-PARM：':99' 
     ↓ 
   O-NUM   ：123 
   O-RTN-CD ：'LXREA029' 
 

 ＜注意事項＞ 
(1) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコード(O-RTN-CD)に

'LXREA024'を返す。O-NUM には０を返す。 
(2) １≦I-LENG≦１８でなければ，リターンコードに'LXREA020'を返す。O-NUM には０を返す。 
(3) 範囲パラメータで指定する範囲の例を以下に示す（O-NUM の値 x とする）。 

① I-RNG-PARM＝'1:3,11:13,90'の時 1≦x≦3 OR 11≦x≦13 OR 90≦x 
② I-RNG-PARM＝':5,9'の時     x≦5 OR x＝9 
③ I-RNG-PARM＝':9,5:'の時     x≦9 OR 5≦x 

(4) 範囲が重複していてもエラーにはならない。 
(5) 範囲'a:b'は，a と b の大小関係に係わらず，常に a≦x AND x≦b と解釈される。 
(6) 本サブルーチンから，（数字チェック／数値変換：LXRPIA26）,（文字列有効桁数算出:LXRPIA09）

を呼び出す。 
 

(詳細は LXRPIZ11 及び補足説明(P58を参照)) 
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 ＜補足説明＞ 
1. チェック条件パラメータ 
1.1 'ENT=入力モード指定' 

入力必須，全桁入力の区分を指定する。 
(1) 入力モード指定 

MNENT 空白可  入力データが SPACE の時，エラーにしない。 

MENT  入力必須 入力データが SPACE の時，エラーにする。 

MFILL 全桁入力 入力データの有効桁数が I-LENG で指定した長さより短い場合， 

         エラーにする。 
1.2 'CHK=(文字指定〔,文字指定〕)' 

文字種別で指定した文字のみで構成されているかチェックする。チェックの範囲は， 

SPACE 以外の最初の文字から SPACE 以外の最後の文字までとする。 

文字指定を２つ指定した場合，１つ目の文字指定は先頭１文字に，２つ目の文字指定は 

２文字目以降に適用する。 

文字指定を１つ指定した場合，この指定を全文字に適用する。 
(1) 文字指定 

ALNUM  英数字       A-Z,a-z,0-9 (62 文字) 

ALPHA  英字        A-Z,a-z   (52 文字) 

CAPS   英大文字      A-Z     (26 文字) 

SMLS   英小文字      a-z     (26 文字) 

NUM   数字        0-9     (10 文字) 

CAPSNUM 英大文字または数字 A-Z,0-9   (36 文字) 

SMLSNUM 英小文字または数字 a-z,0-9   (36 文字) 
1.3 デフォルト値 

'ENT=MNENT,CHK=(ALNUM,ALNUM)' 
 
2. 編集条件パラメータ 
2.1 'CHG=変換指定' 

文字変換を指定する。 
(1) 変換指定 

NOCHG 変換しない 

STOC  英小文字を英大文字に変換 

CTOC  英大文字を英小文字に変換 
2.2 'SFT=シフト指定' 

左詰め，右詰めするかを指定する。 
(1) シフト指定 

NOSFT シフトしない 

LEFT  左詰めする 

RIGHT 右詰めする 
2.3 デフォルト値 

'CHG=NOCHG,SFT=NOSFT' 
 

 ＜注意事項＞ 
(1) キーワード(CHK,ENT,CHG,SFT)の指定がない時，あるいは等号の右側の値が上記以外の場合，

デフォルト値が指定されたと解釈する。 
(2) 各サブルーチンの入力パラメタとして必要としないキーワードが入力されも無視する。エラ
ーとしない。 

(3) キーワードを重複して指定した場合，エラーとしないで以下の例のように解釈する。 
'CHK=ALNUM,CHK=ALPHA'          → 'CHK=(ALNUM,ALPHA)'と同等 

'CHK=ALNUM,CHK=(CAPS,NUM)'       → 'CHK=(ALNUM,CAPS)'と同等 

 （CHK の場合，括弧の付き方に関係なく，前から２つが有効となる） 

'SFT=(LEFT,RIGHT)'           → 'SFT=LEFT'と同等 

'SFT=LEFT,SFT=RIGHT'          → 'SFT=LEFT'と同等 

 （ENT,CHG,SFT の場合，括弧の付き方に関係なく，前から１つが有効となる） 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＡ２８ 

 

文字列処理  文字列切断 LXRCIA28 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREA024:NUMERIC エラー  

    LXREA020:入力長さが範囲外  

     

     

     

処   理   基   準 例 

PC・UNIX 版 

1.I-LENG について NUMERIC チェックを行い，エラーのとき

はリターンコードに'LXREA024'を返す。 

2.１≦I-LENG≦２００とし，それ以外はリターンコードに

'LXREA020'を返す。 

3.文字データを I-LENG で指定された長さで切断する。 

 

VOS3 版 

1.PC・UNIX 版の 1.および 2.の処理を行う。 

2.文字列中に機能キャラクタが正しく配置されていること

を確認する。エラーの場合は，そのままリターンコード

を返す。 

3.文字データを I-LENG で指定された長さで切断する。 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-LENG ：10 

   I-STR  ： 

     X'0A42A4A2A4A4 

      A4A6A4A80A414040…' 

      ↓ 

   O-STR  ： 

     X'0A42A4A2A4A4 

      A4A60A414040…' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

＜注意事項＞ 

(1) 切断点が全角文字のコードの途中になる場合は，その前で切断する。 

(2) 本サブルーチンから，（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）,（漢字コードチェック：LXRPIB01）,

（混在文字列チェック：LXRPIA23 VOS3 版のみ）を呼び出す。 

(3) EUC 対応版，Unicode 対応版で文字列に半角カナを入力する場合，文字列長は実バイト長(EUC：

２バイト/文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ０１ 

 

漢字処理  漢字コードチェック LXRCIB01 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREB001:全角文字コード以外あり  

    LXREB003:入力文字列がスペース  

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力されたデータが全て全角文字コードであるかチェ

ックする。(チェックする文字コードの範囲は付録Ａおよ

び付録Ｂを参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-KJ：NC'あ' 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 半角空白２個は全角空白１個とみなす。(Unicode 対応版では半角空白１個は全角空白１個) 

(2) VOS3 版の場合，機能キャラクタは全角コードに含まない。従って機能キャラクタを含む場合は

エラーとなる。 

(3) 本サブルーチンから，（漢字データ有効桁数算出：LXRPIB07）を呼び出す。 

(4) EUC 対応版の場合，EUC-HJ(日立自治体用外字)はエラーとしない。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ０２ 

 

 漢字処理  漢字コードチェック 

 （含外字） 

LXRCIB02 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREB006:全角文字（含外字）コード以外  

         あり  

    LXREB003:入力文字列がスペース  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力されたデータが全て全角文字コード（外字領域を含

む）であるかチェックする。(チェックする文字コードの

範囲は付録Ａおよび付録Ｂを参照) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-KJ：NC'あ' 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 半角空白２個は全角空白１個とみなす。(Unicode 対応版では半角空白１個は全角空白１個) 

(2) VOS3 版の場合，機能キャラクタは全角コードに含まない。従って機能キャラクタを含む場合は

エラーとなる。 

(3) 本サブルーチンから，（漢字データ有効桁数算出：LXRPIB07）を呼び出す。 

(4) EUC 対応版の場合，EUC-HJ（日立自治体用外字）はエラーとしない。 

 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB03 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ０３ 

 

 漢字処理  漢字シフト 

  

LXRCIB03 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

03  I-SHFT-LENG P(3)  シフトする文字数 Ｃ 

    正数：右方向にシフト  

    負数：左方向にシフト  

    ゼロ：シフトしない  

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｏ 

    Ｒ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード  

    SPACE:正常終了  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:シフトする文字数が範囲外  

     

     

処   理   基   準 例 

1. 漢字データの内容を指定文字数分シフトする。 

1.1 シフトする文字数（I-SHFT-LENG）により、以下の処

理を行う。 

正数：I-SHIFT-LENG の値だけ，右方向にシフトする。

負数：I-SHIFT-LENG の絶対値だけ，左方向にシフト

する。 

ゼロ：入力文字列をそのまま出力文字列とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-KJ  ： 

    'あいうえお' 

   I-SHFT-LENG：2 

       ↓ 

   O-STR-KJ  ： 

    '△△あいうえお' 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 2. I-STR-KJ  ： 

    'あいうえお' 

   I-SHFT-LENG：-2 

       ↓ 

   O-STR-KJ  ： 

    'うえお' 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 ＜注意事項＞ 

(1) I-SHFT-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でない時はエラーコード'LXREB005'をリ

ターンコードとして返し，出力文字列は入力文字列をそのまま転記する。 

(2) －１００≦I-SHFT-LENG≦１００でなければ，I-SHFT-LENG を１００として処理を続行し，エラ

ーコード'LXREB004'をリターンコードとして返す。 

(3) シフトした結果が出力文字列 N(100)の範囲からはみだす時は切り捨てる。リターンコードに

は，スペースを出力する。 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB04 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ０４ 

 

 漢字処理  漢字データ左詰め 

 

LXRCIB04 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:入力長さが範囲外  

    LXREB003:入力文字列がスペース  

    LXREB002:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 漢字データを左に詰める。 

 

入力データ 

 

 

出力データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  Ｎ Ｎ  Ｎ  Ｎ Ｎ ～  

Ｎ Ｎ Ｎ   Ｎ Ｎ

 1. I-STR-KJ： 

    '△△△あい△う△△えお' 

   I-LENG ：11 

      ↓ 

   O-STR-KJ： 

    'あい△う△△えお△△△' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 半角空白２個は全角空白１個とみなす。(Unicode 対応版では半角空白１個は全角空白１個) 

(2) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはエラーコード'LXREB005'をリター

ンコードとして返し，出力文字列は入力文字列をそのまま転記する。 

(3) １≦I-LENG≦１００以外はエラーとし，エラーコード'LXREB004'をリターンコードとして返

し，出力文字列は入力文字列をそのまま転記する。 

(4) 編集結果文字列長＞出力フィールドの長さの場合，エラーコード'LXREB002'をリターンコード

として返し，処理を続行する。出力は編集結果文字列をそのまま転記する。 

(5) 本サブルーチンから，（漢字データ有効桁数算出:LXRPIB07）を呼び出す。 

(6) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で指定する。 
 

↓         (100 桁) 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB05 

64 

 

サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ０５ 

 

 漢字処理  漢字データ右詰め 

 

LXRCIB05 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:入力長さが範囲外  

    LXREB003:入力文字列がスペース  

    LXREB002:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 漢字データを左に詰める。 

 

入力データ 

 

 

出力データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 Ｎ Ｎ  Ｎ   Ｎ Ｎ   ～   

   Ｎ Ｎ  Ｎ   Ｎ Ｎ     

 1. I-STR-KJ： 

    'あい△う△△えお△△△' 

   I-LENG ：11 

      ↓ 

   O-STR-KJ： 

    '△△△あい△う△△えお' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 半角空白２個は全角空白１個とみなす。(Unicode 対応版では半角空白１個は全角空白１個) 

(2) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはエラーコード'LXREB005'をリター

ンコードとして返す。入力文字列をそのまま出力とする。 

(3) １≦I-LENG≦１００以外はエラーとし，エラーコード'LXREB004'をリターンコードとして返

す。入力文字列(I-STR-KJ)をそのまま出力文字列(O-STR-KJ)に送る。 

(4) 入力文字列をすべて転送できないときは，左側を切り捨てる。リターンコード'LXREB002'を返

す。 

(5) 本サブルーチンから，（漢字データ有効桁数算出:LXRPIB07）を呼び出す。 

(6) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で指定する。 
 

↓         (100 桁) 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB06 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ０６ 

 

 漢字処理  漢字データ中央揃え LXRCIB06 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-KJ N(100) 文字列（漢字） Ｏ 

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:入力長さが範囲外  

    LXREB003:入力文字列がスペース  

    LXREB002:切り捨てが発生した  

処   理   基   準 例 

1. 入力文字列をセンタリング編集する。 

1.1 (漢字データ有効桁数算出：LXRPIB07)により，入力文

字列の最右文字位置を求める。 

1.2 入力文字列の最左文字位置(空白以外の最初の文字の

位置)を求める。 

1.3 入力文字列の最右文字位置と最左文字位置より実文

字数を求め，(出力フィールドの長さ：I-LENG) に収ま

らなければエラーコード'LXREB002'をリターンコード

として返し，左詰めを行う。 

1.4 (出力フィールドの長さ－実文字数)を 2 で割り（余り

切り捨て），その商で表される出力文字列上の位置に入

力文字列の最左文字位置からの文字列を転送する。 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-KJ： 

    'あ△い△う△え△△△△' 

   I-LENG ：11 

     ↓ 

   O-STR-KJ： 

    '△△あ△い△う△え△△' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 左右の空白が等しくならないときは，左側の空白を 1 つ少なくする。 

(2) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でなければエラーコード'LXREB005'をリターン

コードとして返し，入力文字列はそのまま出力する。 

(3) １≦I-LENG≦１００でなければエラーとし，エラーコード'LXREB004'をリターンコードとして

返し入力文字列をそのまま出力する。 

(4) 入力文字列がスペースの場合，エラーコード'LXREB003'をリターンコードとして返し，入力文

字列をそのまま出力する。 

(5) 本サブル－チンから，（漢字データ有効桁数算出：LXRPIB07）を呼び出す。 

(6) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB07 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ０７ 

 

 漢字処理  漢字データ有効桁数算出 LXRCIB07 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-LENG P(3) 長さ Ｏ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 漢字データの有効桁数を求める。 

 

漢字データ 

 

 

有効桁数  ８桁 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ Ｎ Ｎ   Ｎ  Ｎ    ～   

 1. I-STR-KJ： 

    '△あいう△△え△お' 

     ↓ 

   O-LENG ：9 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 半角空白２個は全角空白１個とみなす。(Unicode 対応版では半角空白１個は全角空白１個) 

(2) 入力文字列（漢字）の先頭空白は有効桁数に含む。 

(3) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で返す。 

 

 

 

 

 
 

↓         (100 桁) 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB08 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ０８ 

 

 漢字処理  空白削除（漢字データ） LXRCIB08 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

      

      

      

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:入力長さが範囲外  

    LXREB003:入力文字列がスペース  

    LXREB002:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 漢字データ中の空白を削除する。 

 

入力データ 

 

 

出力データ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ  Ｎ    Ｎ Ｎ Ｎ ～  

Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ Ｎ    

 1. I-STR-KJ： 

    'あ△△い△△△う△えお' 

   I-LENG ：11 

     ↓ 

   I-STR-KJ： 

    'あいうえお△△△△△△' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 左右の空白２個は全角空白１個とみなす。(Unicode 対応版では半角空白１個は全角空白１個)

(2) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはエラーコード'LXREB005'をリター

ンコードとして返す。処理は続行する。 

(3) １≦I-LENG≦１００以外はエラーとし，エラーコード'LXREB004'をリターンコードとして返

す。処理を続行する。 

(4) 編集結果文字列長＞出力フィールドの長さの場合，エラーコード'LXREB002'をリターンコード

として返し，処理を続行する。出力は編集結果文字列をそのまま返す。 

(5) 本サブル－チンから，（漢字データ有効桁数算出:LXRPIB07）,（全角空白→半角空白置

換:LXRPIB13）を呼び出す。 

(6) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で指定する。 
 

↓         (100 桁) 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB09 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ０９ 

 

 漢字処理  不要空白削除（漢字データ） LXRCIB09 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:入力長さが範囲外  

    LXREB003:入力文字列がスペース  

    LXREB002:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 漢字データ中の２個以上連続する空白の２個目以降を

削除する。 

 入力データ 

 

 

 出力データ 

 

2. 先頭の空白も同様に１個の空白とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ｎ  Ｎ  Ｎ  Ｎ Ｎ

Ｎ Ｎ  Ｎ  Ｎ Ｎ

 1. I-STR-KJ： 

    'あ△△い△う△△△えお' 

   I-LENG ：11 

     ↓ 

   O-STR-KJ： 

    'あ△い△う△えお△△△' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 左右の空白２個は全角空白１個とみなす。(Unicode 対応版では半角空白１個は全角空白１個)

(2) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはエラーコード'LXREB005'をリター

ンコードとして返す。処理は続行する。 

(3) １≦I-LENG≦１００以外はエラーとし，エラーコード'LXREB004'をリターンコードとして返

す。処理は続行する。 

(4) 編集結果文字列長＞出力フィールドの長さの場合，エラーコード'LXREB002'をリターンコード

として返し，処理を続行する。出力は編集結果文字列をそのまま返す。 

(5) 本サブル－チンから，（漢字データ有効桁数算出:LXRPIB07）,（全角空白→半角空白置

換:LXRPIB13）を呼び出す。 

(6) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で指定する。 
 

↓ 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB10 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ１０ 

 

 漢字処理  漢字交互挿入 LXRCIB10 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-1ST-LENG P(3)  第一文字列長さ ＩＬ 

03  I-1ST-STR N(100)  第一文字列 Ｉ 

03  I-2ND-LENG P(3)  第二文字列長さ ＩＬ 

03  I-2ND-STR N(100)  第二文字列 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR N(100)  文字列（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:入力長さが範囲外  

    LXREB001:漢字コード範囲外  

    LXREB003:入力文字列がスペース  

    LXREB002:切り捨てが発生した  

処   理   基   準 例 

1. I-1ST-STR を(文字コードチェック（漢字）:LXRPIB01)

を呼びチェックする。 

1.1 リターンコードがスペースの時I-1ST-LENGのNUMERIC

チェックを行い，I-2ND-STR と I-2ND-LENG に対しても

同じ処理を行う。 

1.2 リターンコードがスペースでない時(漢字コードチェ

ック:LXRPIB01)のリターンコードを返す。 

2. 入力データが全て正常だった場合，入力漢字データ１の

スペースエリアに入力漢字データ２がスペースになるま

で順次セットし編集する。 

2.1 出力する時に切捨てが発生した時と，入力漢字データ

の長さが入力漢字データ数より短かった場合は，エラー

コードに'LXREB002'を返し，出力は編集結果文字列をそ

のまま返す。 

 

 

 

 

 

 1. I-1ST-LENG：8 

   I-1ST-STR ： 

    '世帯主△長男△子' 

   I-2ND-LENG：3 

   I-2ND-STR ： 

    'の△の' 

      ↓ 

   O-STR 

    '世帯主の長男の子' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 ＜注意事項＞ 

(1) 第一文字列長さと第二文字列長さが，１≦I-1ST-LENG,I-2ND-LENG≦１００の範囲外だった時

リターンコードに'LXREB004'を返す。 

(2) NUMERIC エラーが起こった時は，リターンコードに'LXREB005'を返す。 

(3) 本サブル－チンから，（漢字データ有効桁数算出:LXRPIB01）と（全角空白→半角空白置

換:LXRPIB07）を呼び出す。 

(4) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で指定する。 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB11 

70 

 

サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ１１ 

 

 漢字処理  不当漢字コード置換 LXRCIB11 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

03  I-CHAR-KJ N(1)  文字（漢字） Ｃ 

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-KJ N(100)  出力文字列（漢字） Ｏ 

      

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:入力長さが範囲外  

     

     

処   理   基   準 例 

1. 長さの NUMERIC チェックと範囲チェックを行う。 

1.1 リターンコードがスペースの時一文字ずつ漢字デー

タを(漢字コードチェック：LXRPIB01)を使ってチェック

しリターンコードが'LXREB001'のとき置換する漢字を

を出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.  I-STR-KJ：X'A0A1A2A3' 

   I-LENG：2 

   I-CHAR-KJ：X'A1A1' 

     ↓ 

   O-STR-KJ：X'A1A1A2A3' 

   O-RTN-CD：SPACE  

(本例は VOS3 版の例です) 

 ＜注意事項＞ 

(1) I-LENG に数字以外が入力された時は，リターンコードに'LXREB005'を返す。出力文字列にはス

ペースを返す。 

(2) １≦I-LENG≦１００以外はエラーとし，出力文字列にスペースをリターンコードに'LXREB004' 

を返す。 

(3) 置換の範囲は I-LENG で指定した長さの範囲のみとする。 

(4) 本サブルーチンから，（漢字コードチェック：LXRPIB01）を呼び出す。 

(5) 入力文字列中のスペースは，正常データとして処理する。 

(6) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB12 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ１２ 

 

 漢字処理  機能キャラクタ削除 LXRCIB12 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

      

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:入力長さが範囲外  

    LXREB002:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

PC・UNIX 版 

1.I-LENG の NUMERIC チェックと範囲チェックを行う。 

 

VOS3 版 

1.I-LENG の NUMERIC チェックと範囲チェックを行う。 

2.リターンコードがスペースの場合，機能キャラクタを削

除する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-LENG ：6 

   I-STR  ： 

   X'0A41C3C20A42C3A10A410A42' 

     ↓ 

   O-STR  ： 

   X'C3C2C3A1' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-LENG ：3 

   I-STR  ： 

   X'0A42'1234X'0A41' 

     ↓ 

   O-STR  ： 

   1234 

   O-RTN-CD：'LXREB002' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) I-LENG に数字以外が入力されたときは，出力文字列にスペース，リターンコードに'LXREB005'

を返す。 

(2) １≦I-LENG≦２００でない場合，出力文字列にスペース，リターンコードに'LXREB004'を返す。

(3) 編集結果の有効桁数が出力フィールドの長さを超えていた場合はリターンコードに'LXREB002'

を返す。 

(4) 本サブルーチンから，（文字列有効桁数算出：LXRPIA09）を呼び出す。 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB13 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ１３ 

 

 漢字処理  全角空白→半角空白置換 LXRCIB13 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:入力長さが範囲外  

    LXREB003:入力文字列がスペース  

    LXREB002:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された漢字データの中の全角空白 1 個を半角空白２

個に置換する。(Unicode 対応版では全角空白１個を半角

空白１個に置換する) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-KJ：'あ△い△う' 

   I-LENG ：5 

      ↓ 

   O-STR-KJ 

    'あ AA い AA う' 

   O-RTN-CD：SPACE  

 

   △:全角空白１個 

   A :半角空白１個 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 半角空白２個は全角空白１個とみなす。(Unicode 対応版では半角空白１個は全角空白１個) 

(2) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはエラーコード'LXREB005'をリター

ンコードとして返す。処理は続行する。 

(3) １≦I-LENG≦１００以外はエラーとし，エラーコード'LXREB004'をリターンコードとして返

す。処理を続行する。 

(4) 編集結果文字列長＞出力フィールドの長さの場合，エラーコード'LXREB002'をリターンコード

として返す。出力は編集結果文字列をそのまま返す。 

(5) 本サブル－チンから，（漢字データ有効桁数算出:LXRPIB07）を呼び出す。 

(6) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB14 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ１４ 

 

 漢字処理  半角空白→全角空白置換 LXRCIB14 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:入力長さが範囲外  

    LXREB003:入力文字列がスペース  

    LXREB002:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された漢字データの中の半角空白２個を全角空白

１個に置換する。(Unicode 対応版では半角空白１個を全

角空白１個に置換する) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-KJ：'あ AA い AA う' 

   I-LENG ：5 

      ↓ 

   O-STR-KJ：'あ△い△う' 

   O-RTN-CD：SPACE  

 

   A :半角空白１個 

   △:全角空白１個 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 半角空白２個は全角空白１個とみなす。(Unicode 対応版では半角空白１個は全角空白１個) 

(2) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはエラーコード'LXREB005'をリター

ンコードとして返す。処理は続行する。 

(3) １≦I-LENG≦１００以外はエラーとし，エラーコード'LXREB004'をリターンコードとして返

す。処理は続行する。 

(4) 編集結果文字列長＞出力フィールドの長さの場合，エラーコード'LXREB002'をリターンコード

として返す。出力は編集結果文字列をそのまま返す。 

(5) 本サブル－チンから，（漢字データ有効桁数算出：LXRPIB07）を呼び出す。 

(6) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB15 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ１５ 

 

 漢字処理  漢字交互挿入 

 （含外字） 

LXRCIB15 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-1ST-LENG P(3)  第一文字列長さ ＩＬ 

03  I-1ST-STR N(100)  第一文字列 Ｉ 

03  I-2ND-LENG P(3)  第二文字列長さ ＩＬ 

03  I-2ND-STR N(100)  第二文字列 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR N(100)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:入力長さが範囲外  

    LXREB002:切り捨てが発生した  

     

     

処   理   基   準 例 

1. 注意事項(1),(2),(3)に従ってチェックする。 

2. リターンコードがスペースの場合，入力第一文字列のス

ペースエリアに入力第二文字列をスペースが現れるまで

順次セットし編集する。 

2.1 出力する時に切り捨てが発生した場合，また，入力文

字列の文字数が入力長さより短かった場合は，エラーコ

ード'LXREB002'をリターンコードに設定し，出力は結果

文字列をそのまま返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-1ST-LENG：8 

   I-1ST-STR ： 

    '世帯主△長男△子' 

   I-2ND-LENG：3 

   I-2ND-STR ：'の△の' 

       ↓ 

   O-STR   ： 

    '世帯主の長男の子' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 ＜注意事項＞ 

(1) I-1ST-STR，I-2ND-STR について(漢字コードチェック(含外字)：LXRPIB02)を呼び出し，チェッ

クする。 

(2) I-1ST-LENG，I-2ND-LENG について NUMERIC チェックを行い，エラーのときはエラーコード

'LXREB005'をリターンコードに設定する。 

(3) １≦I-1ST-LENG≦１００,１≦I-2ND-LENG≦１００でなければエラーコード'LXREB004'をリタ

ーンコードに設定する。 

(4) 文字サブルーチンから，（漢字コードチェック（含外字）:LXRPIB02）と（漢字データ有効桁

数算出:LXRPIB07）を呼び出す。 

(5) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIB16 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＢ１６ 

 

 漢字処理  不当漢字コード置換 

 （含外字） 

LXRCIB16 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

03  I-CHAR-KJ N(1)  文字（漢字） Ｃ 

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-KJ N(100)  出力文字列（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREB005:NUMERIC エラー  

    LXREB004:入力長さが範囲外  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 注意事項(1),(2)に従ってチェックする。 

2. リターンコードがスペースの場合，入力文字列を１文字

づつ（漢字コードチェック(含外字)：LXRPIB02）を呼び

出してチェックし，リターンコードが'LXREB006'のと

き，置換する漢字に置き換える。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-KJ ：X'A0A1A2A3' 

   I-LENG  ：2 

   I-CHAR-KJ：X'A1A1' 

      ↓ 

   O-STR-KJ ：X'A1A1A2A3' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

（本例は VOS3 版の例です） 

 ＜注意事項＞ 

(1) I-LENG について NUMERIC チェックを行ない，エラーのときはエラーコード'LXREB005'をリター

ンコードに設定する。 

(2) 1≦I-LENG≦100 でなければエラーコード'LXREB004'をリターンコードに設定する。 

(3) 置換の範囲は I-LENG で指定した長さの範囲のみとする。 

(4) 本サブルーチンから（漢字コードチェック(含外字)：LXRPIB02）を呼出す。 

(5) 入力文字列中のスペースは，正常データとして処理する。 

(6) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で指定する。 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIC01 

76 

サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＣ０１ 

 

 コード変換  半角→全角変換 

  

LXRCIC01 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-KJ N(200)  文字列（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREC005:NUMERIC エラー  

    LXREC004:入力長さが範囲外  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 半角１文字を全角１文字に変換する。 

2. 濁音・半濁音は，半角２文字を全角１文字に変換する。

3. 空白文字・制御文字および未使用コードは空白（２バイ

ト）に変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR  ：'ﾋﾀﾁ' 

   I-LENG ：3 

     ↓ 

   O-STR-KJ：'ヒタチ' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-STR  ：'ｾﾞﾝｶｸ' 

   I-LENG ：5 

     ↓ 

   O-STR-KJ：'ゼンカク' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) VOS3 版の場合，機能キャラクタも通常の半角２バイトとして扱う。 

(2) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコード'LXREC005'を返

す。出力文字列にはスペースを返す。 

(3) １≦I-LENG≦２００でなければ，エラーコード'LXREC004'をリターンコードとして返す。出力

文字列にはスペースを返す。 

(4) I-LENG で指定した長さの範囲のみが変換の対象となる。 

(5) EUC 対応版，Unicode 対応版で半角カナを変換する場合，文字数は実バイト長(EUC：２バイト/

文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIC02 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＣ０２ 

 

 コード変換  全角→半角変換 

  

LXRCIC02 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREC005:NUMERIC エラー  

    LXREC004:入力長さが範囲外  

    LXREC008:変換できない文字がある  

    LXREC009:切り捨てが発生した  

     

処   理   基   準 例 

1. 全角１文字を半角１文字に変換する。 

2. 濁音・半濁音は，全角１文字を半角２文字に変換する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-LENG ：10 

   I-STR-KJ：'ヴァイオリン' 

     ↓ 

   O-STR  ：'ｳﾞｧｲｵﾘﾝ' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 対応する半角文字コードがない場合は空白文字に変換する。 

(2) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコード'LXREC005'を返

す。出力文字列にはスペースを返す。 

(3) １≦I-LENG≦１００以外はエラーとし，リターンコード'LXREC004'を返す。出力文字列にはス

ペースを返す。 

(4) I-LENG で指定した長さの範囲のみが変換の対象となる。 

(5) 編集結果が出力文字列に入りきらないときは，リターンコードに'LXREC009'を返し，超えた分

は切り捨てて出力文字列にセットする。 

(6) Unicode 対応版では，サロゲートペアで表現される文字は１ペア２文字で指定する。 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIC03 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＣ０３ 

 

 コード変換  ＥＢＣＤＩＫ→ＪＩＳ変換 

  

LXRCIC03 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREC005:NUMERIC エラー  

    LXREC004:入力長さが範囲外  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ＥＢＣＤＩＫコードをＪＩＳ８単位コードに変換する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR  ：X'F1F2F3F4' 

   I-LENG ：04 

     ↓ 

   O-STR  ：X'31323334' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 文字が未定義の場合，空白に変換する。 

(2) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコード'LXREC005'を返

す。出力文字列にはスペースを返す。 

(3) １≦I-LENG≦２００以外はエラーとし，リターンコード'LXREC004'を返す。出力文字列にはス

ペースを返す。 

(4) I-LENG で指定した長さの範囲のみが変換の対象となる。 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIC04 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＣ０４ 

 

 コード変換  ＪＩＳ→ＥＢＣＤＩＫ変換 

  

LXRCIC04 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREC005:NUMERIC エラー  

    LXREC004:入力長さが範囲外  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ＪＩＳ８単位コードをＥＢＣＤＩＫコードに変換する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR  ：X'31323334' 

   I-LENG ：04 

     ↓ 

   O-STR  ：X'F1F2F3F4' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 文字が未定義の場合，空白に変換する。 

(2) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコード'LXREC005'を返

す。出力文字列にはスペースを返す。 

(3) １≦I-LENG≦２００以外はエラーとし，リターンコード'LXREC004'を返す。出力文字列にはス

ペースを返す。 

(4) I-LENG で指定した長さの範囲のみが変換の対象となる。 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIC05 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＣ０５ 

 

 コード変換  ＪＩＳ漢字→ＫＥＩＳ変換 

  

LXRCIC05 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREC005:NUMERIC エラー  

    LXREC004:入力長さが範囲外  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ＪＩＳ漢字コードをＫＥＩＳコードに変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-KJ：X'234123422343' 

   I-LENG ：3 

     ↓ 

   O-STR-KJ：X'A3C1A3C2A3C3' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) ＫＥＩＳコードはＮタイプで出力する。 

(2) 変換データの長さは文字数（バイト数／２）で指定する。 

(3) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコード'LXREC005'を返

す。出力文字列にはスペースを返す。 

(4) １≦I-LENG≦１００以外はエラーとし，リターンコード'LXREC004'を返す。出力文字列にはス

ペースを返す。 

(5) I-LENG で指定した長さの範囲のみが変換の対象となる。 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＣ０６ 

 

 コード変換  ＫＥＩＳ→ＪＩＳ漢字変換 

  

LXRCIC06 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-KJ N(100)  文字列（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREC005:NUMERIC エラー  

    LXREC004:入力長さが範囲外  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ＫＥＩＳコードをＪＩＳ漢字コードに変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-KJ：X'A3C1A3C2A3C3' 

   I-LENG ：3 

     ↓ 

   O-STR-KJ：X'234123422343' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 変換データの長さは文字数（バイト数／２）で指定する。 

(2) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコード'LXREC005'を返

す。出力文字列にはスペースを返す。 

(3) １≦I-LENG≦１００以外はエラーとし，リターンコード'LXREC004'を返す。出力文字列にはス

ペースを返す。 

(4) I-LENG で指定した長さの範囲のみが変換の対象となる。 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIC07 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＣ０７ 

 

 コード変換  １６進文字列→バイナリ変換 

  

LXRCIC07 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR-HX X(400)  文字列（１６進） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-BNRY X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREC001:入力データ中に不当な文字が  

        ある  

    LXREC002:入力データスペース  

    LXREC003:入力データが奇数桁  

     

処   理   基   準 例 

1. １６進文字列をキャラクタ文字列に変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-HX：'C5C1C7D3C5' 

      ↓ 

   O-BNRY ：X'C5C1C7D3C5' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 左端から最初の空白までを変換する。 

(2) 入力データの長さは，４００バイトとする。 

(3) 入力データ中に０～９，Ａ～Ｆ以外の文字があった場合，リターンコードを返し，変換は行わ

ない。 

(4) 入力データが奇数桁の場合は，最後の１桁を無視して変換し，リターンコードを返す。 

(5) 変換結果が，２００バイトに充たない場合は，後方に空白をセットする。 

(6) エラーの場合，出力の文字列にはスペースを返す。 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIC08 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＣ０８ 

 

 コード変換  バイナリ→１６進文字列変換 

  

LXRCIC08 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-BNRY X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-HX X(400)  文字列（１６進） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. キャラクタ文字列を１６進文字列に変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-BNRY ：X'C5C1C7D3C5' 

      ↓ 

   O-STR-HX：'C5C1C7D3C5' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) ２００バイト全てを変換する。 

 

 

 

 

 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＣ０９ 

 

 コード変換  ２進文字列→バイナリ変換 

  

LXRCIC09 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STR-BN X(64)  文字列（２進） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-BNRY B(18)  内部２進 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREC001:入力データ中に不当な文字が  

        ある  

    LXREC002:入力データがスペース  

     

     

処   理   基   準 例 

1. ２進文字列を２進数値に変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STR-BN：'11000' 

      ↓ 

   O-BNRY ：+24 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 後方の空白を除いた部分を変換する。 

(2) 入力データ中に，１，０以外の文字があった場合，リターンコードを返し，変換は行わない。

 

 

 

 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＣ１０ 

 

 コード変換  バイナリ→２進文字列変換 

  

LXRCIC10 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-BNRY B(18)  内部２進 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR-BN X(64)  文字列（２進） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ２進数値を２進文字列に変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-BNRY ：+24 

      ↓ 

   O-STR-BN： 

     '00        0011000' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

＜注意事項＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＣ１１ 

 

 コード変換  ＫＥＩＳ８３→ＫＥＩＳ７８ 

 変換 

LXRCIC11 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREC005:NUMERIC エラー  

    LXREC004:入力長さが範囲外  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ＫＥＩＳ８３の漢字コードをＫＥＩＳ７８に変換する 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-LENG ：3 

   I-STR  ：X'A8A3A1A1B0B3' 

      ↓ 

   O-STR  ：X'AFA1A1A1F2CD' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) ＫＥＩＳ８３に対するコードチェックは行わない。 

(2) 変換データの長さは文字数（バイト数／２）で指定する。 

(3) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコード'LXREC005'を返

す。出力文字列にはスペースを返す。 

(4) １≦I-LENG≦１００以外はエラーとし，リターンコード'LXREC004'を返す。出力文字列にはス

ペースを返す。 

(5) I-LENG で指定した長さの範囲のみが変換の対象となる。 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＣ１２ 

 

 コード変換  ＫＥＩＳ７８→ＫＥＩＳ８３ 

 変換 

LXRCIC12 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(3)  長さ ＯＬ 

03  I-STR X(200)  文字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(200)  文字列 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREC005:NUMERIC エラー  

    LXREC004:入力長さが範囲外  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ＫＥＩＳ７８の漢字コードをＫＥＩＳ８３に変換する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-LENG ：3 

   I-STR  ： 

    X'AFA1A1A1F2CD' 

      ↓ 

   O-STR  ：X'A8A3A1A1B0B3' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) ＫＥＩＳ７８に対するコードチェックは行わない。 

(2) 変換データの長さは文字数（バイト数／２）で指定する。 

(3) I-LENG について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはリターンコード'LXREC005'を返

す。出力文字列にはスペースを返す。 

(4) １≦I-LENG≦１００以外はエラーとし，リターンコード'LXREC004'を返す。出力文字列にはス

ペースを返す。 

(5) I-LENG で指定した長さの範囲のみが変換の対象となる。 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ０１ 

 

 日付処理  実在日チェック（西暦） 

  

LXRCID01 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日 Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 以下の順でチェックを行い，エラーの場合 

 リターンコードを返す。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

年月日が数字のみである 

年月日≠ALL ZERO 

年≠ZERO 

月＝1～12 

実在する月日である 

月日＝2 月 29 日ならば年＝閏年 

LXRED017 

LXRED016 

LXRED001 

LXRED007 

LXRED009 

LXRED008 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：00000229 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED001' 

 

 2. I-YMD  ：19901329 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED007' 

 

 3. I-YMD  ：19900229 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED008' 

 

 4. I-YMD  ：19900431 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED009' 

 

 5. I-YMD  ：QQQQ0229 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED017' 

 ＜注意事項＞ 

(1) 年だけが 0 の場合，'LXRED001'をリターンコードに返す。 

 

 

 

 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ０２ 

 

 日付処理  実在日チェック（和暦） LXRCID02 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード（処理基準参照） Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

 

（次紙参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：1450731 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED006' 

 

 2. I-YMDWA ：S640108 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED004' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年号コード変換（英字→数字）:LXRPID37）を呼び出す。 

(2) 年号がエラーのときは，年号＝平成を仮定してチェックを続行し，他のエラーに該当するとき

は，他のエラーのリターンコードを返す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID02 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ０２ 

 

 日付処理  実在日チェック（和暦） LXRCID02 

 

1. 以下の順でチェックを行い，エラーの場合 

 リターンコードを返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2. JIS 規格版では，以下の順でチェックを行い，エラーの場合 

 リターンコードを返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

年月日が数字のみである 

年月日≠ALL ZERO 

年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 

年≠ZERO 

月＝1～12 

実在する月日である 

月日＝2 月 29 日ならば年＝閏年 

明治:元年 9 月 8 日～45 年 7 月 30 日 

大正:元年 7 月 30 日～15 年 12 月 25 日

昭和:元年 12 月 25 日～64 年 1 月 7 日 

平成:元年 1 月 8 日～ 

LXRED017 

LXRED016 

LXRED002 

LXRED001 

LXRED007 

LXRED009 

LXRED008 

LXRED006 

LXRED005 

LXRED004 

LXRED010 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

年月日が数字のみである 

年月日≠ALL ZERO 

年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 

年≠ZERO 

月＝1～12 

実在する月日である 

月日＝2 月 29 日ならば年＝閏年 

明治:元年 9 月 8 日～45 年 7 月 30 日 

大正:元年 7 月 31 日～15 年 12 月 25 日

昭和:元年 12 月 26 日～64 年 1 月 7 日 

平成:元年 1 月 8 日～ 

LXRED017 

LXRED016 

LXRED002 

LXRED001 

LXRED007 

LXRED009 

LXRED008 

LXRED006 

LXRED005 

LXRED004 

LXRED010 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ０３ 

 

 日付処理  年月日範囲内チェック（西暦） LXRCID03 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD 9(8)  年月日  （YYYYMMDD） Ｉ 

03  I-STT-YMD 9(8)  開始年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

03  I-END-YMD 9(8)  終了年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:指定範囲内  

    LXRED012:年月日が指定範囲外  

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された年月日，開始年月日及び終了年月日のチェッ

クを（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）を用いて行い，

エラーの場合リターンコードを返す。 

 

2. リターンコードがスペースの時，西暦年月日が，指定さ

れた開始年月日と終了年月日の間の年月日かチェックす

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19890131 

   I-STT-YMD：19890101 

   I-END-YMD：19890201 

      ↓ 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）を呼び出す。 

(2) 開始年月日と，終了年月日は，西暦年月日とする。 

(3) 開始年月日＞終了年月日と指定すると，リターンコード'LXRED012'を返す。 

(4) 年月日，開始年月日，終了年月日が実在日でないと，LXRED001 のリターンコードを返す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ０４ 

 

 日付処理  年月日範囲内チェック（和暦） 

  

LXRCID04 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号  

05  I-YY 9(2)  年  

05  I-MM 9(2)  月  

05  I-DD 9(2)  日  

03  I-STT-YMDWA   開始年月日（和暦） Ｉ 

05  I-S-NNG X(1)  年号  

05  I-S-YY 9(2)  年  

05  I-S-MM 9(2)  月  

05  I-S-DD 9(2)  日  

03  I-END-YMDWA   終了年月日（和暦） Ｉ 

05  I-E-NNG X(1)  年号  

05  I-E-YY 9(2)  年  

05  I-E-MM 9(2)  月  

05  I-E-DD 9(2)  日  

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:指定範囲内  

    LXRED012:年月日が指定範囲外  

     

     

処   理   基   準 例 

1. 和暦年月日が，指定された開始年月日と終了年月日の間

の年月日か（年月範囲内チェック（西暦）:LXRPID03）を

用いてチェックする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA  ：3631224 

   I-STT-YMDWA：4020101 

   I-END-YMDWA：4030101 

       ↓ 

   O-RTN-CD  ：'LXRED012' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06），（年月日範囲内チェック（西

暦）:LXRPID03）を呼び出す。 

(2) 開始年月日と終了年月日は，和暦年月日とする。 

(3) 開始年月日＞終了年月日と指定すると，リターンコード'LXRED012'を返す。 

(4) 年月日，開始年月日，終了年月日が実在日でないと，LXRED002 のリターンコードを返す。 

 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID05 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ０５ 

 

 日付処理  年月日変換（西暦→和暦） 

  

LXRCID05 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日 Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA 9(7)  年月日（和暦） Ｏ 

    年号  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXRED011:和暦日付が許容範囲外  

     

     

処   理   基   準 例 

 

（次紙参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19661224 

      ↓ 

   O-YMDWA ：3411224 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMD  ：18680907 

      ↓ 

   O-YMDWA ：0000000 

   O-RTN-CD：'LXRED011' 

 

 3. I-YMD  ：20871231 

      ↓ 

   O-YMDWA ：4991231 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 4. I-YMD  ：20880101 

      ↓ 

   O-YMDWA ：0000000 

   O-RTN-CD：'LXRED011' 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）を呼び出す。 

(2) エラーの場合，年月日（和暦）には０を返す。 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ０５ 

 

 日付処理  年月日変換（西暦→和暦） LXRCID05 

 

1. （実在日チェック（西暦）:LXRPID01）を呼び，年月日（I-YMD）をチェックする。 

1.1 リターンコードがスペースの時 

  年月日を年月日（和暦）に変換する。 

  年号の範囲は以下の通り。 

西暦範囲 年号 

和暦範囲 

1868 年  9 月  8 日～ 1912 年  7 月 29 日 明治 

 元 年  9 月  8 日～   45 年  7 月 29 日 

1912 年  7 月 30 日～ 1926 年 12 月 24 日 大正 

 元 年  7 月 30 日～   15 年 12 月 24 日 

1926 年 12 月 25 日～ 1989 年  1 月  7 日 昭和 

 元 年 12 月 25 日～   64 年  1 月  7 日 

1989 年  1 月  8 日～ 2087 年 12 月 31 日 平成 

 元 年  1 月  8 日～   99 年 12 月 31 日 

1.2 リターンコードがスペースでない時， 

（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）のリターンコードを出力する。 

 

2. JIS 規格版における年号の範囲は以下の通り。 

西暦範囲 年号 

和暦範囲 

1868 年  9 月  8 日～ 1912 年  7 月 30 日 明治 

 元 年  9 月  8 日～   45 年  7 月 30 日 

1912 年  7 月 31 日～ 1926 年 12 月 25 日 大正 

 元 年  7 月 31 日～   15 年 12 月 25 日 

1926 年 12 月 26 日～ 1989 年  1 月  7 日 昭和 

 元 年 12 月 26 日～   64 年  1 月  7 日 

1989 年  1 月  8 日～ 2087 年 12 月 31 日 平成 

 元 年  1 月  8 日～   99 年 12 月 31 日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ０６ 

 

 日付処理  年月日変換（和暦→西暦） LXRCID06 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）or  

    （M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成）  

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMD 9(8)  年月日 Ｏ 

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （実在日チェック（和暦）:LXRPID02）を呼び，年月日

（I-YMDWA）をチェックする。 

1.1 リターンコードがスペースの時 

  以下の方法で和暦年月日を西暦年月日に変換する。 

入力年号 出力年月日（西暦） 

'1', 'M' 

'2', 'T' 

'3', 'S' 

'4', 'H' 

その他 

入力年月日（年号除く）+ 18670000 

入力年月日（年号除く）+ 19110000 

入力年月日（年号除く）+ 19250000 

入力年月日（年号除く）+ 19880000 

入力年月日（年号除く）+ 19880000 

1.2 リターンコードがスペースでない時 

 （実在日チェック（和暦）:LXRPID02）のリターンコード

を出力する。 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：3411224 

      ↓ 

   O-YMD  ：19661224 

   O-RTN-CD：SPACE 

 ＜注意事項＞ 

(1) 誤った年号に対しては，平成（'4'，'H'）と同様の処理を行う。ただしリターンコードには

'LXRED002'を返す。 

(2) 本サブルーチンから，（年号コード変換（英字→数字）:LXRPID37），（実在日チェック（和

暦）:LXRPID02）を呼び出す。 

(3) 入力年月日（和暦）が実在日でない場合，年月日には０を返す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID07 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ０７ 

 

 日付処理  年月日算出 

 （西暦年月日±年数） 

LXRCID07 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日 Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年  

05  I-MM 9(2)  月  

05  I-DD 9(2)  日  

03  I-YEARS P(5)  年数 Ｉ 

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMD 9(8)  年月日 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXRED019:年が 1～9999 の範囲外  

    LXRED017:年数が数値でない  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 年数が＋か－かを判断する。 

1.1 年数が＋の場合 

入力西暦年月日に年数を加算し，出力西暦年月日にセ

ットする。 

1.2 年数が－の場合 

入力西暦年月日から年数を減算し，出力西暦年月日に

セットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19929229 

   I-YEARS ：-1 

      ↓ 

   O-YMD  ：19910228 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（実在日チェック（西暦）:LXRPID01），（月末日算出（西暦年月

日）:LXRPID17）を呼び出す。 

(2) 入力年月日が実在日でないと，LXRPID01 のリターンコードを返す。 

(3) １≦入力西暦年＋経過年数≦９９９９の範囲外になる場合，結果は不正とする。リターンコー

ド'LXRED019'を返す。 

(4) 入力年月日がうるう年の２月２９日のとき，年を加減した結果が平年の場合は２月２８日を返

す。 

(5) エラーの場合，出力年月日には０を返す。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID08 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ０８ 

 

 日付処理  年月日算出 

 （和暦年月日±年数） 

LXRCID08 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）or  

    （M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成）  

05  I-YY 9(2)  年  

05  I-MM 9(2)  月  

05  I-DD 9(2)  日  

03  I-YEARS P(5)  年数 Ｉ 

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA 9(7)  年月日（和暦）(NYYMMDD) Ｏ 

    N:出力年号  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXRED017:年数が数値でない  

     

処   理   基   準 例 

1. 年数が＋か－かを判断する。 

1.1 年数が＋の場合 

入力和暦年月日に年数を加算し，出力和暦年月日にセ

ットする。 

1.2 年数が－の場合 

入力和暦年月日から年数を減算し，出力和暦年月日に

セットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：3470229 

   I-YEARS ：+19 

      ↓ 

   O-YMDWA ：4030228 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05），（年月日変換（和暦→西

暦）:LXRPID06），（年月日算出（西暦年月日±年数）:LXRPID07）を呼び出す。 

(2) 入力年月日が実在日でないと，LXRPID02 のリターンコードを返す。 

(3) 明治元年≦入力年＋経過年数≦平成９９年の範囲外になる場合，結果は不正とする。リターン

コード'LXRED011'を返す。 

(4) 入力年月日がうるう年の２月２９日のとき，年を加減した結果が平年の場合は２月２８日を返

す。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID09 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ０９ 

 

 日付処理  年月日算出 

 （西暦年月日±月数） 

LXRCID09 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   入力西暦年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  西暦年  

05  I-MM 9(2)  月  

05  I-DD 9(2)  日  

03  I-MNTHS P(6)  月数 Ｉ 

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMD 9(8)  出力西暦年月日（YYYYMMDD） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXRED019:年が 1～9999 の範囲外  

    LXRED017:月数が数値でない  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 月数が＋か－かを判断する。 

1.1 月数が＋の場合 

入力西暦年月日に月数を加算し，出力西暦年月日にセ

ットする。 

1.2 月数が－の場合 

入力西暦年月日から月数を減算し，出力西暦年月日に

セットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19890131 

   I-MNTHS ：+1 

      ↓ 

   O-YMD  ：19890228 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 入力年月日が実在日でないと，LXRPID01 のリターンコードを返す。 

(2) １か月後とは，入力西暦年月日の月に１を加えた同日，１か月前とは，入力西暦年月日の月か

ら１を引いた同日とする。 

(3) 加減算処理の結果，月末日を超えた場合は，月末日に合わせる。 

(4) １≦年≦９９９９の範囲外になる場合，結果は不正とする。リターンコード'LXRED019'を返す。

(5) 本サブルーチンから，（実在日チェック（西暦）:LXRPID01），（月末日算出（西暦年月

日）:LXRPID17）を呼び出す。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID10 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ１０ 

 

 日付処理  年月日算出 

 （和暦年月日±月数） 

LXRCID10 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   入力和暦年月日 Ｉ 

05  I-NNG X(1)  和暦年号  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）or  

    （M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成）  

05  I-YY 9(2)  和暦年  

05  I-MM 9(2)  月  

05  I-DD 9(2)  日  

03  I-MNTHS P(6)  月数 Ｉ 

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA 9(7)  出力和暦年月日 Ｏ 

    和暦年号  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXRED017:月数が数値でない  

     

処   理   基   準 例 

1. 月数が＋か－かを判断する。 

1.1 月数が＋の場合 

入力和暦年月日に月数を加算し，出力和暦年月日にセ

ットする。 

1.2 月数が－の場合 

入力和暦年月日から月数を減算し，出力和暦年月日に

セットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：4010131 

   I-MNTHS ：+1 

       ↓ 

   O-YMDWA ：4010228 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 入力年月日が実在日でないと，LXRPID02 のリターンコードを返す。 

(2) １か月後とは，入力和暦年月日の月に１を加えた同日，１か月前とは，入力和暦年月日の月か

ら１を引いた同日とする。 

(3) 加減算処理の結果，月末日を超えた場合は，月末日に合わせる。 

(4) 結果が和暦年月日の許容範囲外になる場合，結果は不正とする。リターンコード'LXRED011'を

返す。 

(5) 本サブルーチンから，（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06），（年月日算出（西暦年月日

±月数）:LXRPID09），（年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）を呼び出す。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID11 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ１１ 

 

 日付処理  年月日算出 

 （西暦年月日±日数） 

LXRCID11 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   入力西暦年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  西暦年  

05  I-MM 9(2)  月  

05  I-DD 9(2)  日  

03  I-DAYS P(7)  日数 Ｉ 

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMD 9(8)  出力西暦年月日（YYYYMMDD） Ｏ 

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXRED017:日数が数値でない  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 日数の NUMERIC チェックを行う。 

1.1 リターンコードがスペースの時 

（年月日（西暦）→一貫日変更:LXRPID27）を呼び，

このサブルーチンのリターンコードをリターンコー

ドに転送する。 

1.2 リターンコードがスペースでない時 

リターンコードに'LXRED017'を出力する。 

2. リターンコードがスペースの時，算出した一貫日と入力

日数を加算し，この結果を使って（一貫日→年月日（西

暦）変換:LXRPID29）を呼ぶ。 

このサブルーチンのリターンコードをリターンコードに

転送する。 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19890530 

   I-DAYS ：+1 

      ↓ 

   O-YMD  ：19890531 

   O-RTN-CD：SPACE 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本プログラムより，（年月日（西暦）→一貫日変換:LXRPID27），（一貫日→年月日（西暦）

変換:LXRPID29）を呼び出す。 

(2) 結果がエラーのときは，年月日には０を返す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID12 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ１２ 

 

 日付処理  年月日算出 

 （和暦年月日±日数） 

LXRCID12 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   入力和暦年月日 Ｉ 

05  I-NNG X(1)  和暦年号  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）or  

    （M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成）  

05  I-YY 9(2)  和暦年  

05  I-MM 9(2)  月  

05  I-DD 9(2)  日  

03  I-DAYS P(8)  日数 Ｉ 

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA 9(7)  出力和暦年月日（NYYMMDD） Ｏ 

    N:和暦年号  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入 力 和 暦 年 月 日 を （ 年 月 日 変 換 （ 和 暦 → 西

暦）:LXRPID06）により西暦に変換する。このサブルーチ

ンのリターンコードをリターンコードに転送する。 

2. リターンコードがスペースのとき，以下の処理を行う。

2.1 変換した西暦年月日と，入力日数を使って（年月日算

出（西暦年月日±日数）:LXRPID11）を呼び，このサブ

ルーチンのリターンコードをリターンコードに転送す

る。 

3. リターンコードがスペースのとき，以下の処理を行う。

3.1 2.1 で得た西暦年月日を（年月日変換（西暦→和

暦）:LXRPID05）により和暦に変換する。このサブルー

チンのリターンコードをリターンコードに転送する。 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：4010131 

   I-DAYS ：+1 

      ↓ 

   O-YMDWA ：4010201 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05），（年月日変換（和暦→西

暦）:LXRPID06），年月日算出（西暦年月日±年数）:LXRPID11）を呼び出す。 

(2) 結果がエラーのときは，年月日には０を返す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ１３ 

 

 日付処理  期間算出 

 （西暦年月日間日数） 

LXRCID13 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STT-YMD 9(8)  開始年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

03  I-END-YMD 9(8)  終了年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-DAYS P(8) 日数 Ｏ 

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXRED020:比較エラー  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （年月日（西暦）→一貫日変換:LXRPID27）を呼び，開

始年月日を一貫日に変換する。 

1.1 リターンコードがスペースの時 

終了年月日を一貫日に変換する。 

1.2 リターンコードがスペースでない時 

（年月日（西暦）→一貫日変換:LXRPID27）のリター

ンコードを返す。  

 

2. 開始年月日の一貫日と終了年月日の一貫日を比較する。

2.1 終了年月日の一貫日が大きいか等しい時 

終了年月日の一貫日から開始年月日の一貫日を減算

し，１を加えて出力日数に転送する。 

2.2 その他の時 

０を日数（O-DAYS）に出力し，'LXRED020'をリターン

コード（O-RTN-CD）に出力する。 

 

 

 

 

 1. I-STT-YMD：19890710 

   I-END-YMD：19900710 

       ↓ 

   O-DAYS  ：366 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月日（西暦）→一貫日変換:LXRPID27）を呼び出す。 

(2) 終了年月日がエラーの時（年月日（西暦）→一貫日変換:LXRPID27）のリターンコードを返す。

(3)エラーのときは，出力日数には０を返す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ１４ 

 

 日付処理  期間算出 

 （和暦年月日間日数） 

LXRCID14 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STT-YMDWA   開始年月日（和暦）（NYYMMDD） Ｉ 

05  I-S-NNG X(1)  年号  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）or  

    （M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成）  

05  I-S-YY 9(2)  年  

05  I-S-MM 9(2)  月  

05  I-S-DD 9(2)  日  

03  I-END-YMDWA   終了年月日（和暦） Ｉ 

05  I-E-NNG X(1)  年号  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）or  

    （M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成）  

05  I-E-YY 9(2)  年  

05  I-E-MM 9(2)  月  

05  I-E-DD 9(2)  日  

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-DAYS P(8)  日数 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

処   理   基   準 例 

1. 開始年月日を（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06）

により西暦に変換し，このサブルーチンのリターンコー

ドをリターンコードに転送する。 

2. リターンコードがスペースのとき以下の処理を行う。 

2.1 終了年月日を（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06）

により西暦に変換し，このサブルーチンのリターンコー

ドをリターンコードに転送する。 

3. リターンコードがスペースのとき以下の処理を行う。 

3.1 西暦に変換済みの開始年月日，終了年月日を用いて

（期間算出（西暦年月日間日数）:LXRPID13）を呼び，

日数を得る。このサブルーチンのリターンコードをリタ

ーンコードに転送する。 

 

 

 

 

 

 1. I-STT-YMDWA：4020721 

   I-END-YMDWA：4020722 

         ↓ 

   O-DAYS   ：2 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06），（期間算出（西暦年月日間日

数）:LXRPID13）を呼び出す。 

(2)エラーのときは，出力日数には０を返す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID15 

104 

 

サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ１５ 

 

 日付処理  期間算出 

 （西暦年月日間年月日） 

LXRCID15 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STT-YMD 9(8)  開始年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

03  I-END-YMD 9(8)  終了年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-KKN 9(8)  期間（YYYYMMDD） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXRED020:比較エラー  

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （実在日チェック（西暦）:LXRPID01）を呼び，開始年

月日（I-STT-YMD）と終了年月日（I-END-YMD）をチェッ

クする。 

1.1 リターンコードがスペースの時 

期間を算出する。 

1.2 リターンコードがスペースでない時 

（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）のリターンコ

ードを返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STT-YMD：19850101 

   I-END-YMD：19901120 

       ↓ 

   O-KKN  ：00051020 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）を呼び出す。 

(2) 期間には開始年月日，終了年月日を含む。従って開始＝終了の時は１日となる。 

(3) 開始年月日＞終了年月日の時に，リターンコード'LXRED020'を返す。 

(4) エラーの時，期間には０を返す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID16 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ１６ 

 

 日付処理  期間算出 

 （和暦年月日間年月日） 

LXRCID16 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STT-YMDWA   開始年月日（和暦）（NYYMMDD） Ｉ 

05  I-S-NNG X(1)  年号  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）or  

    （M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成）  

05  I-S-YY 9(2)  年  

05  I-S-MM 9(2)  月  

05  I-S-DD 9(2)  日  

03  I-END-YMDWA   終了年月日（和暦） Ｉ 

05  I-E-NNG X(1)  年号  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）or  

    （M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成）  

05  I-E-YY 9(2)  年  

05  I-E-MM 9(2)  月  

05  I-E-DD 9(2)  日  

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-KKN P(8)  期間（年月日:YYYYMMDD） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

処   理   基   準 例 

1. （年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06）により，開始

年月日，終了年月日を西暦に変換する。このサブルーチ

ンのリターンコードをリターンコードに転送する。 

2. リターンコードがスペースのとき以下の処理を行う。 

2.1 西暦に変換した開始年月日，終了年月日を用いて（期

間算出（西暦年月日間年月日）:LXRPID15）を呼び，期

間を得る。このサブルーチンのリターンコードをリター

ンコードに転送する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STT-YMDWA：3601121 

   I-END-YMDWA：4021120 

        ↓ 

   O-KKN   ：00050000 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06），（期間算出（西暦年月日間年

月日）:LXRPID15）を呼び出す。 

(2) エラーの時，期間には０を返す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ１７ 

 

 日付処理  月末日算出（西暦年月日） 

  

LXRCID17 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日 Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMD 9(8)  年月日 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （実在日チェック（西暦）:LXRPID01）を呼び，年月日

（I-YMD）をチェックする。 

1.1 リターンコードがスペースの時 

年月日（I-YMD）に対応する月末日を求める。 

1.2 リターンコードがスペースでない時 

（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）のリターンコ

ードを出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19920205 

      ↓ 

   O-YMD  ：19920229 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）を呼び出す。 

 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ１８ 

 

 日付処理  月末日算出（和暦年月日） 

  

LXRCID18 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）or  

    （M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成）  

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA 9(7)  年月日（月末） Ｏ 

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06）を呼び，和暦

年月日を西暦年月日に変換する。 

1.1 リターンコードがスペースまたは'LXRED002'の時 

西暦年月日に対応する月末日を算出する。 

1.2 その他の時 

（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06）のリターン

コードを出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：4040205 

      ↓ 

   O-YMDWA ：4040229 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 年号は明治，大正，昭和，平成とし，これ以外の指定は，平成とみなす。 

(2) 本サブルーチンから（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06），（月末日算出（西暦年月

日）:LXRPID17），（年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）を呼び出す。 

 

 

 

 

 
 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ１９ 

 

 日付処理  通算週算出 

 （年始～西暦年月日） 

LXRCID19 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-WKS P(2)  通算週数 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 西暦年月日のチェックを（実在日チェック（西

暦）:LXRPID01）を用いて行い，エラーの場合リターンコ

ードを返す。 

2. リターンコードがスペースの時，西暦年月日が入力され

た西暦年の通算第何週かを求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19900908 

      ↓ 

   O-WKS  ：36 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（実在日チェック（西暦）:LXRPID01），（期間算出（西暦年月日間日

数）:LXRPID13），（年月日（西暦）→曜日算出: LXRPID33）を呼び出す。 

(2) 月曜～日曜を１週とする。 

(3) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ２０ 

 

 日付処理  通算週算出 

 （年始～和暦年月日） 

LXRCID20 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） I 

05  I-NMG X(1)  年号 Ｉ 

     （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）or  

    （M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成）  

05  I-YY 9(2)  年 I 

05  I-MM 9(2)  月 I 

05  I-DD 9(2)  日 I 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-WKS P(2)  通算週数 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 和暦年月日が入力された和暦年の通算第何週かを求め

る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：4020908 

       ↓ 

   O-WKS  ：36 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06），（通算週算出（年始～西暦年

月日）:LXRPID19）を呼び出す。 

(2) エラーの場合，通算週数には０を返す。 

(3) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID21 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ２１ 

 

 日付処理  年月日分類（西暦） 

  

LXRCID21 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-ORD-KBN X(1)  平日・土日区分 Ｏ 

     ('0':平日, '1':土曜,'2':日曜)  

     

03  O-FEST-KBN X(1)  祝祭日区分 Ｏ 

    ('0':祝祭日ではない,  

     '1':祝祭日,'2':休日)  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

処   理   基   準 例 

1. 西暦年月日を平日，土曜，日曜，および祝祭日に分類する。

2. 各祝祭日・休日は，2007 年 6 月 1 日時点で公布されて

いる「国民の祝日に関する法律」にもとづくものとする。

 

2.1 本法の施行年月日である 1948 年(昭和 23 年)7 月 20

日より前の日付が入力された場合はエラーとし，2101

年 1 月 1 日より後の日付は動作保証外とする。 

 

2.2 本法にもとづく各祝祭日・休日の有効期間は付録Ｃ

の通りとする。有効期間外の場合は平日に分類する。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1.  I-YMD  ：19901224 

       ↓ 

   O-ORD-KBN ：'0' 

   O-FEST-KBN：'2' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月日（西暦）→曜日算出:LXRPID33），（年月日算出（西暦年月日±

日数）:LXRPID11）を呼び出す。 

(2) 振り替え休日は，平日・土日区分が'0'（平日）で，祝祭日区分が'2'（休日）となる。 

(3) サブルーチンを呼んでエラーとなった時は，リターンコードをそのまま返し，

O-ORD-KBN,O-FEST-KBN にはスペースを返す。 

(4) 入力日付が 1948 年(昭和 23 年)7 月 20 日より前の日付の場合，リターンコード'LXRED012'を返

す。 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ２２ 

 

 日付処理  年月日分類（和暦） 

  

LXRCID22 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成) or  

   （M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成）  

05  I-YY 9(2)  和暦年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-ORD-KBN X(1)  平日・土日区分 Ｏ 

     （'0':平日,'1':土曜,'2':日曜）  

03  O-FEST-KBN X(1)  祝祭日区分 Ｏ 

    ('0':祝祭日ではない,  

    '1':祝祭日,'2':休日)  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

処   理   基   準 例 

1. 和暦年月日を平日，土曜，日曜，および祝祭日に分類す

る。 

 

2.（年月日分類（西暦）:LXRPID21）処理基準２．と同じ。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA  ：4021224 

         ↓ 

   O-ORD-KBN ：'0' 

   O-FEST-KBN：'2' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，(年月日変換 (和暦→西暦):LXRPID06)，（年月日分類 (西暦):LXRPID21）

を呼び出す。 

(2) 振り替え休日は，平日・土日区分が'0'（平日）で，祝祭日区分が'2'（休日）となる。 

(3) (前頁(3)と同じ) 

(4) (前頁(4)と同じ) 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ２３ 

 

 日付処理  年月日出力編集（西暦） 

  

LXRCID23 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   入力年月日 Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年（西暦） Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月（西暦） Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日（西暦） Ｉ 

03  I-FORMAT X(100)  年月日形式（入力） Ｃ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMD X(100)  年月日形式（出力） Ｏ 

      

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月日のチェックを（実在日チェック（西

暦）:LXRPID01）を用いて行い，エラーの場合リターンコ

ードを返す。 

2. リターンコードがスペースの時 I-FORMAT に対して以下

の順で置換処理を行う。 

NO   置換規則 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

ＹＹＹＹ 

ＺＺＺＹ 

ＹＹ 

ＺＹ 

YYYY 

ZZZY 

YY 

ZY 

ＭＭ 

ＺＭ 

MM 

ZM 

ＤＤ 

ＺＤ 

DD 

ZD 

I-YY を全角変換 

I-YY を ZZZ9 編集，全角変換 

I-YY 下２桁を全角変換 

I-YY 下２桁を Z9 編集，全角変換 

I-YY 

I-YY を ZZZ9 編集 

I-YY 下２桁 

I-YY 下２桁を Z9 編集 

I-MM を全角変換 

I-MM を Z9 編集，全角変換 

I-MM 

I-MM を Z9 編集 

I-DD を全角変換 

I-DD を Z9 編集，全角変換 

I-DD 

I-DD を Z9 編集  

 1. I-YMD  ：19920401 

   I-FORMAT： 

    'ＹＹ年ＭＭ月ＤＤ日' 

      ↓ 

   O-YMD  ： 

    '９２年０４月０１日' 

 

 2. I-YMD  ：19920401 

   I-FORMAT：'YYYY-MM-DD' 

      ↓ 

   O-YMD  ：'1992-04-01' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンより，(半角→全角変換:LXRPIC01)，(実在日チェック (西暦):LXRPID01)を呼

び出す。 

(2) 実在日チェックでエラーのときは，リターンコードをそのまま返し，I-FORMAT を O-YMD に転送

する。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ２４ 

 

 日付処理  年月日出力編集（和暦） 

  

LXRCID24 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成)or  

    (M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成)  

05  I-YY 9(2)  年（和暦） Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月（和暦） Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日（和暦） Ｉ 

03  I-FORMAT X(100)  出力形式指定のフォーマット Ｃ 

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA X(100)  出力年月日 Ｏ 

    （M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成）  

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月日のチェックを(実在日チェック（和

暦）:LXRPID02)を用いて行い，エラーの場合リターンコ

ードを返す。 

2. リターンコードがスペースの時 I-FORMAT に対して以下

の順で置換処理を行う。 

NO   置換処理 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

ＮＮ 

Ｎ 

ＹＹ 

ＺＹ 

ＭＭ 

ＺＭ 

ＤＤ 

ＺＤ 

N 

YY 

ZY 

MM 

ZM 

DD 

ZD 

I-NNG を全角変換 

I-NNG 上一桁を全角変換 

I-YY を全角変換 

I-YY を Z9 編集，全角変換 

I-MM を全角変換 

I-MM を Z9 編集，全角変換 

I-DD を全角変換 

I-DD を Z9 編集，全角変換 

I-NNG 

I-YY 

I-YY を Z9 編集 

I-MM 

I-MM を Z9 編集 

I-DD 

I-DD を Z9 編集 

 

 

 1. I-YMDWA ：4040401 

   I-FORMAT： 

    'ＮＮＹＹ年ＭＭ月ＤＤ日' 

      ↓ 

   O-YMDWA ： 

    '平成０４年０４月０１日' 

 

 2. I-YMDWA ：4040401 

   I-FORMAT：'NYY.MM.DD' 

      ↓ 

   O-YMDWA ：'H04.04.01' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから(実在日チェック (和暦):LXRPID01)，(年号コードチェック／編

集:LXRPID36)，(半角→全角変換:LXRPIC01)，(年号コード変換(数字→英字):LXRPID38)を呼び

出す。 

(2) 実在日チェックでエラーのときは，リターンコードをそのまま返し，I-FORMAT を O-YMDWA に転

送する。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ２５ 

 

 日付処理  うるう年判定（西暦） 

  

LXRCID25 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-LEAP-KBN X(1)  うるう年区分 Ｏ 

      うるう年……1  

      平  年……0  

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. (年（西暦）チェック:LXRPID70)を呼び，入力年(I-YY)

をチェックする。 

1.1 リターンコードがスペースの時 

当該年が閏年か平年かをチェックする。 

1.2 リターンコードがスペースでない時 

(年（西暦）チェック:LXRPID70)のリターンコードを

出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YY   ：1992 

       ↓ 

   O-LEAP-KBN：'1' 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンより，(年（西暦）チェック:LXRPID70)を呼び出す。 

(2) 年のチェックがエラーのときは，O-LEAP-KBN にはスペースを返す。 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ２６ 

 

 日付処理  うるう年判定 

 (和暦) 

LXRCID26 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YYWA   年（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成) or Ｉ 

    (M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成)  

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-LEAP-KBN X(1)  うるう年判定フラグ Ｏ 

      うるう年……1  

      平  年……0  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 当該年がうるう年か平年かをチェックし， 

 うるう年であれば 

1→O-LEAP-KBN 

 平年であれば 

0→O-LEAP-KBN 

 をセットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YYWA  ：343 

       ↓ 

   O-LEAP-KBN：'1' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，(年変換 (和暦→西暦):LXRPID78)， (うるう年判定(西暦):LXRPID25)を

呼び出す。 

(2) サブルーチンでエラーになったときは，リターンコードをそのまま返し，O-LEAP-KBN にスペー

スを返す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID27 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ２７ 

 

 日付処理  年月日（西暦）→一貫日変換 

  

LXRCID27 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日 Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-DAYS P(8)  日数 Ｏ 

      

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. (実在日チェック（西暦）:LXRPID01)で年月日(I-YMD)

をチェックする。 

1.1 リターンコードがスペースの時 

基準日（西暦１年１月１日）から入力年月日(西暦)

までの一貫日を求める。 

1.2 リターンコードがスペースでない時 

(実在日チェック（西暦）:LXRPID01)のリターンコー

ドを出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19910415 

      ↓ 

   O-DAYS ：726937 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMD  ：99991231 

      ↓ 

   O-DAYS ：3652059 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-YMD  ：00010101 

      ↓ 

   O-DAYS ：1 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 入力年月日が実在日でない場合，日数には０を返す。 

(2) 本サブルーチンから，(実在日チェック（西暦）:LXRPID01)を呼び出す。 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ２８ 

 

 日付処理  年月日（和暦）→一貫日変換 

  

LXRCID28 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成) or  

    (M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成)  

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-DAYS P(8)  日数 Ｏ 

      

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （年月日変換 (和暦→西暦):LXRPID06）で和暦年月日

(I-YMDWA)を西暦年月日に変換する。 

1.1 リターンコードがスペースまたは'LXRED002'の時 

基準日（西暦１年１月１日）から入力年月日（和暦）

までの一貫日を求める。 

1.2 その他の時 

(年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06)のリターンコ

ードを出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：4030415 

      ↓ 

   O-DAYS ：726937 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMDWA ：5030415 

      ↓ 

   O-DAYS ：726937 

   O-RTN-CD：'LXRED002' 

 

 3. I-YMDWA ：1010101 

      ↓ 

   O-DAYS ：0 

   O-RTN-CD：'LXRED006' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから， (年月日変換 (和暦→西暦):LXRPID06)，（年月日（西暦）→一貫日変

換：LXRPID27）を呼び出す。 

(2) サブルーチンでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，日数には０を返す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID29 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ２９ 

 

 日付処理  一貫日→年月日（西暦）変換 

  

LXRCID29 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-DAYS P(8)  日数 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMD 9(8)  年月日（YYYYMMDD） Ｏ 

      

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE ：正常  

    LXRED021：一貫日が数字以外  

    LXRED022：一貫日がゼロ  

    LXRED023：一貫日範囲外  

     

処   理   基   準 例 

1. 一貫日(I-DAYS)の NUMERIC チェックを行い，一貫日

(I-DAYS)の範囲(0<一貫日<3652060)をチェックする。 

1.1 エラーでない時 

一貫日→年月日（西暦）変換を行う。 

1.2 エラーの時 

エラーに対応するリターンコードを出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-DAYS ：726937 

      ↓ 

   O-YMD  ：19910415 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-DAYS ：1 

      ↓ 

   O-YMD  ：00010101 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-DAYS ：0 

      ↓ 

   O-YMD  ：00000000 

   O-RTN-CD：'LXRED022' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) エラーの時は，O-YMD に０を返す。 

 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ３０ 

 

 日付処理  一貫日→年月日（和暦）変換 

  

LXRCID30 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-DAYS P(8)  日数 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA 9(7)  年月日 (和暦)(NYYMMDD) Ｏ 

     年号  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. (一貫日→年月日（西暦）変換：LXRPID29) を呼び，リ

ターンコードを O-RTN-CD に転送する。 

2. O-RTN-CD がスペースのとき，(年月日変換 (西暦→和

暦:LXRPID05))を呼び，結果を O-YMDWA，O-RTN-CD に転送

する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-DAYS ：726937 

      ↓ 

   O-YMDWA ：4030415 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-DAYS ：682158 

      ↓ 

   O-YMDWA ：0000000 

   O-RTN-CD：'LXRED011' 

 

 3. I-DAYS ：762262 

      ↓ 

   O-YMDWA ：0000000 

   O-RTN-CD：'LXRED011' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，(年月日変換 (西暦→和暦):LXRPID05),(一貫日→年月日（西暦）変換：

LXRPID29) を呼び出す。 

(2) 日数の範囲は 682159（:明治元年 9 月 8 日）≦日数≦762261（:平成 99 年 12 月 31 日）とする。

範囲外の日数が入力された場合，和暦年月日に０を，リターンコードに'LXRED011'を返す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ３１ 

 

 日付処理  日数算出 

 （西暦年月日～月末日） 

LXRCID31 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  西暦年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-DAYS P(8)  日数 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 西暦年月日から月末日までの日数を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19890528 

      ↓ 

   O-DAYS ：3 

   O-RTN-CD：SAPCE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（実在日チェック（西暦）:LXRPID01），（月末日算出（西暦年月

日）:LXRPID17）を呼び出す。 

(2) サブルーチンでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，日数には０を返す。 

(3) 当日は日数に含まない。従って月末日を入力すると日数は０となる。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ３２ 

 

 日付処理  日数算出 

 （和暦年月日～月末日） 

LXRCID32 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成) or  

    (M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成)  

05  I-YY 9(2)  和暦年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-DAYS P(8)  日数 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 和暦年月日から月末日までの日数を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：4020205 

      ↓ 

   O-DAYS ：23 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（実在日チェック（和暦）:LXRPID02），（月末日算出（和暦年月

日）:LXRPID18）を呼び出す。 

(2) サブルーチンでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，日数には０を返す。 

(3) 当日は日数に含まない。従って月末日を入力すると日数は０となる。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID33 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ３３ 

 

 日付処理  年月日（西暦）→曜日算出 

  

LXRCID33 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YB-CD X(1)  曜日コード Ｏ 

    (1:月曜日,2:火曜日,3:水曜日,  

     4:木曜日,5:金曜日,6:土曜日,  

     7:日曜日)  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月日（西暦）の曜日を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19910306 

      ↓ 

   O-YB-CD ：'3' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（年月日（西暦）→一貫日変換:LXRPID27）を呼び出す。 

(2) サブルーチンでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，曜日にはスペースを返

す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ３４ 

 

 日付処理  年月日（和暦）→曜日算出 

  

LXRCID34 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成) or  

    (M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成)  

05  I-YY 9(2)  和暦年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YB-CD X(1)  曜日コード Ｏ 

    (1:月曜日,2:火曜日,3:水曜日,  

     4:木曜日,5:金曜日,6:土曜日,  

     7:日曜日)  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月日（和暦）の曜日を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：4030415 

      ↓ 

   O-YB-CD ：'1' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（年月日（和暦）→一貫日変換:LXRPID28）を呼び出す。 

(2) サブルーチンでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，曜日にはスペースを返

す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID35 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ３５ 

 

 日付処理  曜日コードチェック／編集 

  

LXRCID35 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YB-CD X(1)  曜日コード Ｉ 

    (1:月曜日,2:火曜日,3:水曜日,  

     4:木曜日,5:金曜日,6:土曜日,  

     7:日曜日)  

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YB-KJ N(3)  曜日（漢字） Ｏ 

03  O-YB-KN X(3)  曜日（半角カナ） Ｏ 

03  O-YB-AL X(3)  曜日（英字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXRED013:曜日コード範囲外  

     

     

処   理   基   準 例 

1. 曜日コードをチェックし，曜日名に変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YB-CD ：'1' 

      ↓ 

   O-YB-KJ ：'月曜日' 

   O-YB-KN ：'ｹﾞﾂ' 

   O-YB-AL ：'MON' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 曜日コードが'1'～'7'以外のときは，リターンコードに'LXRED013'を出力し，曜日（漢字），

曜日（半角カナ），曜日（英字）にスペースを出力する。 

(2) 曜日（半角カナ）の属性は，EUC 対応版では X(6)，Unicode 対応版では X(9)である。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ３６ 

 

 日付処理  年号コードチェック／編集 

  

LXRCID36 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成)or  

    (M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成)  

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NNG-KJ N(2)  年号（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXRED014:年号コード範囲外  

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 年号コードをチェックし，年号名に変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-NNG  ：'4' 

      ↓ 

   O-NNG-KJ：'平成' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 年号コードは'1'～'4'，'M'，'T'，'S'，'H'とする。 

(2) 誤った年号コードが入力された場合，O-NNG-KJ にはスペースを返す。 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ３７ 

 

 日付処理  年月日コード変換 

 （英字→数字） 

LXRCID37 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    (M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成)  

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA 9(7)  年月日（和暦）（NYYMMDD） Ｏ 

    N:年号  

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成)  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXRED014:年号コード範囲外  

     

     

処   理   基   準 例 

1. 年号コード'M'～'H'を入力し，'1'～'4'に変換して出力

する。 

 

 入力年号  出力年号  リターンコード 

  'M'     1      SPACE 

  'T'     2      SPACE 

  'S'     3      SPACE 

  'H'     4      SPACE 

   1      1      SPACE 

   2      2      SPACE 

   3      3      SPACE 

   4      4      SPACE 

 その他    4     'LXRED014' 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：M150320 

      ↓ 

   O-YMDWA ：1150320 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMDWA ：A150320 

      ↓ 

   O-YMDWA ：4150320 

   O-RTN-CD：'LXRED014' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 年号コードが'1'～'4'の場合そのまま出力する。 

(2) 年月日の妥当性は，チェックしない。 

(3) 誤った年号コードが入力された場合，出力側の年号に'4'，年月日はそのまま出力し，リター

ンコードに'LXRED014'を出力する。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID38 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ３８ 

 

 日付処理  年号コード変換 

 （数字→英字） 

LXRCID38 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成)  

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA   年月日（和暦） Ｏ 

05  O-NNG X(1)  年号 Ｏ 

05  O-YY 9(2)  年 Ｏ 

05  O-MM 9(2)  月 Ｏ 

05  O-DD 9(2)  日 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXRED014:年号コード範囲外  

処   理   基   準 例 

1. 入力年号コード'1'，'2'，'3'，'4'に対し，'M'，'T'，

'S'，'H'を出力する。 

 

 入力年号  出力年号  リターンコード 

   1     'M'      SPACE 

   2     'T'      SPACE 

   3     'S'      SPACE 

   4     'H'      SPACE 

  'M'     'M'      SPACE 

  'T'     'T'      SPACE 

  'S'     'S'      SPACE 

  'H'     'H'      SPACE 

 その他    'H'     'LXRED014' 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：1150320 

      ↓ 

   O-YMDWA ：M150320 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMDWA ：0150320 

        ↓ 

   O-YMDWA ：H150320 

   O-RTN-CD：'LXRED014' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 年号コードが'M'～'H'の場合そのまま出力する。 

(2) 年月日の妥当性は，チェックしない。 

(3) 誤った年号コードが入力された場合，O-NNG には'H'，年月日はそのまま出力し，リターンコー

ドに'LXRED014'を出力する。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID39 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ３９ 

 

 日付処理  年齢計算（慣習） 

  

LXRCID39 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-BRTH-YMD 9(8)  生年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

03  I-KJN-YMD 9(8)  現在年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NNR 9(4)  年齢 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXRED020:現在年月日が生年月日  

        より前の場合  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された生年月日及び現在年月日より年齢を求める。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-BRTH-YMD：19671224 

   I-KJN-YMD ：19901223 

      ↓ 

   O-NNR   ：22 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 2. I-BRTH-YMD：19671224 

   I-KJN-YMD ：19661223 

      ↓ 

   O-NNR   ：0 

   O-RTN-CD ：'LXRED020' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 年齢計算は慣習による（誕生日当日に１歳増える）。 

(2) 本サブルーチンから，（年月日算出（西暦年月日±日数）：LXRPID11），（期間算出（西暦年

月日間年月日）：LXRPID15）を呼び出す。 

(3) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，年齢に０を返

す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ４０ 

 

 日付処理  年齢計算（法律） 

  

LXRCID40 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-BRTH-YMD 9(8)  生年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

03  I-KJN-YMD 9(8)  現在年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NNR 9(4)  年齢 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXRED020:現在年月日が生年月日  

        より前の場合  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された生年月日及び現在年月日より年齢を求める。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-BRTH-YMD：19671224 

   I-KJN-YMD ：19901223 

      ↓ 

   O-NNR   ：23 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 2. I-BRTH-YMD：19671224 

   I-KJN-YMD ：19661223 

      ↓ 

   O-NNR   ：0 

   O-RTN-CD ：'LXRED020' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 年齢計算は法律による（誕生日前日に１歳増える）。 

(2) 本サブルーチンから，（期間算出（西暦年月日間年月日）:LXRPID15）を呼び出す。 

(3) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，年齢に０を返

す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ４１ 

 

 日付処理  年月日（西暦）過去チェック 

  

LXRCID41 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 実在日チェックを（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）

により以下の順で行う（項番１～６）。 

2.入力年月日がシステム日付よりも過去ではない場合，リ

ターンコードに'LXRED003'を返す（項番７）。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

年月日が数字のみである 

年月日≠ALL ZERO 

年≠ZERO 

月＝1～12 

実在する月日である 

月日＝2 月 29 日ならば年＝閏年 

年月日＜＝システム日付 

LXRED017 

LXRED016 

LXRED001 

LXRED007 

LXRED009 

LXRED008 

LXRED003 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19920331 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMD  ：19920401 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-YMD  ：19920402 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED003' 

 

 4. I-YMD  ：1992QQQQ 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED017' 

 ＜注意事項＞ 

(1) 入力年月日がシステム日付と等しい場合，リターンコードにはスペースを返す。 

(2) 本サブルーチンより，（実在日チェック（西暦）:LXRPID01），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ４２ 

 

 日付処理  年月日（和暦）過去チェック 

  

LXRCID42 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 実在日チェックを（実在日チェック（和暦）:LXRPID02）

により以下の順で行う（項番１～１１）。 

2.入力年月日（和暦）がシステム日付よりも過去ではない

場合，リターンコードに'LXRED003'を返す（項番１２）。

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

12 

年月日が数字のみである 

年月日≠ALL ZERO 

年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 

年≠ZERO 

月＝1～12 

実在する月日である 

月日＝2 月 29 日ならば年＝閏年 

明治:元年 9 月 8 日～45 年 7 月 30 日 

大正:元年 7 月 30 日～15 年 12 月 25 日

昭和:元年 12 月 25 日～64 年 1 月 7 日 

平成:元年 1 月 8 日～ 

年月日＜＝システム日付 

LXRED017 

LXRED016 

LXRED002 

LXRED001 

LXRED007 

LXRED009 

LXRED008 

LXRED006 

LXRED005 

LXRED004 

LXRED010 

LXRED003 

 

 

 1. I-YMDWA ：H040331 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMDWA ：H040401 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-YMDWA ：H040402 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED003' 

 

 4. I-YMDWA ：H04QQQQ 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED017' 

 ＜注意事項＞ 

(1) 入力年月日がシステム日付と等しい場合，リターンコードにはスペースを返す。 

(2) システム日付との比較は，入力年月日を（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06）を用いて変

換し，行う。 

(3) 本サブルーチンより，（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ４３ 

 

 日付処理  年月日（西暦）未来チェック 

  

LXRCID43 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 実在日チェックを（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）

により以下の順で行う（項番１～６）。 

2.入力年月日がシステム日付よりも未来ではない場合，リ

ターンコードに'LXRED015'を返す（項番７）。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

年月日が数字のみである 

年月日≠ALL ZERO 

年≠ZERO 

月＝1～12 

実在する月日である 

月日＝2 月 29 日ならば年＝閏年 

年月日＞＝システム日付 

LXRED017 

LXRED016 

LXRED001 

LXRED007 

LXRED009 

LXRED008 

LXRED015 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19920331 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED015' 

 

 2. I-YMD  ：19920401 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-YMD  ：19920401 

   ｼｽﾃﾑ日付：920402 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED015' 

 

 4. I-YMD  ：1992QQQQ 

   ｼｽﾃﾑ日付：920402 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED017' 

 ＜注意事項＞ 

(1) 入力年月日がシステム日付と等しい場合，リターンコードにはスペースを返す。 

(2) 本サブルーチンより，（実在日チェック（西暦）:LXRPID01），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ４４ 

 

 日付処理  年月日（和暦）未来チェック 

  

LXRCID44 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 実在日チェックを（実在日チェック（和暦）:LXRPID02）

により以下の順で行う（項番１～１１）。 

2.入力年月日（和暦）がシステム日付よりも未来ではない

場合，リターンコードに'LXRED015'を返す（項番１２）。

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

12 

年月日が数字のみである 

年月日≠ALL ZERO 

年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 

年≠ZERO 

月＝1～12 

実在する月日である 

月日＝2 月 29 日ならば年＝閏年 

明治:元年 9 月 8 日～45 年 7 月 30 日 

大正:元年 7 月 30 日～15 年 12 月 25 日

昭和:元年 12 月 25 日～64 年 1 月 7 日 

平成:元年 1 月 8 日～ 

年月日＞＝システム日付 

LXRED017 

LXRED016 

LXRED002 

LXRED001 

LXRED007 

LXRED009 

LXRED008 

LXRED006 

LXRED005 

LXRED004 

LXRED010 

LXRED015 

 

 

 1. I-YMDWA ：H040331 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED015' 

 

 2. I-YMDWA ：H040401 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-YMDWA ：H040401 

   ｼｽﾃﾑ日付：920402 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED015' 

 

 4. I-YMDWA ：H04QQQQ 

   ｼｽﾃﾑ日付：920402 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED017' 

 ＜注意事項＞ 

(1) 入力年月日がシステム日付と等しい場合，リターンコードにはスペースを返す。 

(2) システム日付との比較は，入力年月日を（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06）を用いて変

換し，行う。 

(3) 本サブルーチンより，（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID45 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ４５ 

 

 日付処理  年月日（西暦）編集 

  

LXRCID45 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

03  I-FORMAT X(100)  フォーマット Ｃ 

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMD X(100)  年月日（西暦） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （年月日出力編集（西暦）:LXRPID23）を呼ぶ。 

NO   置換処理 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

ＹＹＹＹ 

ＺＺＺＹ 

ＹＹ 

ＺＹ 

YYYY 

ZZZY 

YY 

ZY 

ＭＭ 

ＺＭ 

MM 

ZM 

ＤＤ 

ＺＤ 

DD 

ZD 

I-YY を全角変換 

I-YY を ZZZ9 編集，全角変換 

I-YY 下２桁を全角変換 

I-YY 下２桁を Z9 編集，全角変換 

I-YY 

I-YY を ZZZ9 編集 

I-YY 下２桁 

I-YY 下２桁を Z9 編集 

I-MM を全角変換 

I-MM を Z9 編集，全角変換 

I-MM 

I-MM を Z9 編集 

I-DD を全角変換 

I-DD を Z9 編集，全角変換 

I-DD 

I-DD を Z9 編集 

2. VOS3 版では編集された文字列に対して次の処理を行う。

2.1 I-TYP が'N'で文字列の先頭が機能ｷｬﾗｸﾀ(X'0A42')の

場合，これを削除する。 

2.2 I-TYP が'N'で文字列の先頭が機能ｷｬﾗｸﾀ(X'0A42')で

はない場合，先頭に機能ｷｬﾗｸﾀ(X'0A41')を付加する。 

2.3 I-TYP が'N'で文字列の 後の文字が機能ｷｬﾗｸﾀ

(X'0A41')の場合，これを削除する。 

 1. I-YMD  ：19920401 

   I-FORMAT： 

    '｢ＹＹ年ＭＭ月ＤＤ日｣' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YMD  ： 

    '９２年０４月０１日' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMD  ：19920401 

   I-FORMAT：'YYYY-MM-DD' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YMD  ：'｣1992-04-01' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

（注）例は VOS3 版の場合で， 

   '｢':X'0A42'， 

   '｣':X'0A41'とする 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンより，(年月日出力編集（西暦）:LXRPID23)を呼び出す。 

(2) リターンコードには，(年月日出力編集（西暦）:LXRPID23)のリターンコードを出力する。 

(3) 2.3 において，「文字列の 後の文字」とはその文字より後方にスペースしか存在していない

文字を指す。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID46 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ４６ 

 

 日付処理  年月日（和暦）編集 

  

LXRCID46 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

03  I-FORMAT X(100)  フォーマット Ｃ 

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA X(100)  年月日（和暦） Ｏ 

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （年月日出力編集（和暦）:LXRPID24）を呼ぶ。 

NO   置換処理 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

ＮＮ 

Ｎ 

ＹＹ 

ＺＹ 

ＭＭ 

ＺＭ 

ＤＤ 

ＺＤ 

N 

YY 

ZY 

MM 

ZM 

DD 

ZD 

I-NNG を全角変換 

I-NNG 上一桁を全角変換 

I-YY を全角変換 

I-YY を Z9 編集，全角変換 

I-MM を全角変換 

I-MM を Z9 編集，全角変換 

I-DD を全角変換 

I-DD を Z9 編集，全角変換 

I-NNG 

I-YY 

I-YY を Z9 編集 

I-MM 

I-MM を Z9 編集 

I-DD 

I-DD を Z9 編集 

2. VOS3 版では編集された文字列に対して次の処理を行う。

2.1 I-TYP が'N'で文字列の先頭が機能ｷｬﾗｸﾀ(X'0A42')の

場合，これを削除する。 

2.2 I-TYP が'N'で文字列の先頭が機能ｷｬﾗｸﾀ(X'0A42')で

はない場合，先頭に機能ｷｬﾗｸﾀ(X'0A41')を付加する。 

2.3 I-TYP が'N'で文字列の 後の文字が機能ｷｬﾗｸﾀ

(X'0A41')の場合，これを削除する。 

 1. I-YMDWA ：4040401 

   I-FORMAT： 

    '｢ＮＮＹＹ年ＭＭ月ＤＤ日｣'

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YMDWA ： 

    '平成０４年０４月０１日' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMDWA ：4040401 

   I-FORMAT：'NYY.MM.DD' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YMDWA ：'｣H04.04.01' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

（注）例は VOS3 版の場合で， 

   '｢':X'0A42'， 

   '｣':X'0A41'とする 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンより，(年月日出力編集（和暦）:LXRPID24)を呼び出す。 

(2) リターンコードには，(年月日出力編集（和暦）:LXRPID24)のリターンコードを出力する。 

(3) 2.3 において，「文字列の 後の文字」とはその文字より後方にスペースしか存在していない

文字を指す。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID47 

136 

 

サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ４７ 

 

 日付処理  年月日変換（西暦→和暦）編集 

  

LXRCID47 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

03  I-FORMAT X(100)  フォーマット Ｃ 

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA X(100)  年月日（和暦） Ｏ 

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）を用いて，入

力年月日を和暦に変換する。 

2. 変換された年月日（和暦）を，年月日（和暦）編集によ

って編集する。 

NO   置換処理 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

ＮＮ 

Ｎ 

ＹＹ 

ＺＹ 

ＭＭ 

ＺＭ 

ＤＤ 

ＺＤ 

N 

YY 

ZY 

MM 

ZM 

DD 

ZD 

年号を全角変換 

年号上一桁を全角変換 

年を全角変換 

年を Z9 編集，全角変換 

月を全角変換 

月を Z9 編集，全角変換 

日を全角変換 

日を Z9 編集，全角変換 

年号コード 

年 

年を Z9 編集 

月 

月を Z9 編集 

日 

日を Z9 編集  

 1. I-YMD  ：19920401 

   I-FORMAT： 

    '｢ＮＮＹＹ年ＭＭ月ＤＤ日｣'

   I-TYP：'N' 

      ↓ 

   O-YMDWA ： 

    '平成０４年０４月０１日' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMD  ：19920401 

   I-FORMAT：'NYY-MM-DD' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YMDWA ：'｣H04-04-01' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

（注）例は VOS3 版の場合で， 

   '｢':X'0A42'， 

   '｣':X'0A41'とする 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）と（年月日（和暦）編集:LXRPID46）

を呼び出す。 

(2) リターンコードには，（年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）のリターンコードを出力する。

(3) 機能キャラクタ編集については，（年月日（和暦）編集:LXRPID46）に準ずる。 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID48 

 137 

 

サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ４８ 

 

 日付処理  年月（西暦）チェック 

  

LXRCID48 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YM   年月（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月が数字のみでない場合，リターンコードに

'LXRED017'を返す（項番１）。 

2. リターンコードがスペースの時，入力年月のチェックを

（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）を用いて行い，エ

ラーの場合リターンコードを返す（項番２～３）。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

3 

年月日が数字のみである 

年≠ZERO 

月＝1～12 

LXRED017 

LXRED001 

LXRED007 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YM  ：000013 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED001' 

 

 2. I-YM  ：199213 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED007' 

 

 3. I-YM  ：000000 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED001' 

 

 4. I-YM  ：QQQQ13 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED017' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）を呼び出す。 

 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID49 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ４９ 

 

 日付処理  年月（和暦）チェック 

  

LXRCID49 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMWA   年月（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 以下の順でチェックを行い，エラーの場合 

 リターンコードを返す。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

年月日が数字のみである 

年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 

年≠ZERO 

月＝1～12 

明治:元年 9 月～45 年 7 月 

大正:元年 7 月～15 年 12 月 

昭和:元年 12 月～64 年 1 月 

LXRED017 

LXRED002 

LXRED001 

LXRED007 

LXRED006 

LXRED005 

LXRED004 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMWA ：14508 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED006' 

 

 2. I-YMWA ：S6402 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED004' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年号コード変換（英字→数字）:LXRPID37）を呼び出す。 

(2) 年号がエラーのときは，年号＝平成を仮定してチェックを続行し，他のエラーに該当するとき

は，他のエラーのリターンコードを返す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID50 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ５０ 

 

 日付処理  年月（西暦）過去チェック 

  

LXRCID50 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YM   年月（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月のチェックを（年月（西暦）チェッ

ク:LXRPID48）を用いて以下の順で行う（項番１～３）。

2.入力年月がシステム日付よりも過去ではない場合，リタ

ーンコードに'LXRED003'を返す（項番４）。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

3 

4 

年月が数字のみである 

年≠ZERO 

月＝1～12 

入力年月＜＝システム日付 

LXRED017 

LXRED001 

LXRED007 

LXRED003 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YM  ：199204 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YM  ：199203 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-YM  ：199205 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED003' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) システム日付の年月と入力年月が等しい場合，リターンコードにはスペースを返す。 

(2) 本サブルーチンより，（年月（西暦）チェック:LXRPID48），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID51 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ５１ 

 

 日付処理  年月（和暦）過去チェック 

  

LXRCID51 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMWA   年月（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （年月変換（和暦→西暦）:LXRPID58）を用いて，西暦

年月に変換する。 

1.1 リターンコードがスペースの時 

システム日付と比較する。 

1.2 リターンコードがスペースでない時 

（年月変換（和暦→西暦）:LXRPID58）のリターンコ

ードを出力する（項番１～７）。 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

年月日が数字のみである 

年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 

年≠ZERO 

月＝1～12 

明治:元年 9 月～45 年 7 月 

大正:元年 7 月～15 年 12 月 

昭和:元年 12 月～64 年 1 月 

年月＜＝システム日付 

LXRED017 

LXRED002 

LXRED001 

LXRED007 

LXRED006 

LXRED005 

LXRED004 

LXRED003 

 

 

 

 1. I-YMWA ：H0404 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMWA ：H0403 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-YMWA ：H0405 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED003' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) システム日付の年月と変換後の年月（西暦）が等しい場合，リターンコードにスペースを返す。

(2) システム日付よりも過去でない場合リターンコードに'LXRED003'を返す（項番８）。 

(3) 本サブルーチンより，（年月変換（和暦→西暦）:LXRPID58），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID52 

 141 

 

サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ５２ 

 

 日付処理  年月（西暦）未来チェック 

  

LXRCID52 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YM   年月（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月のチェックを（年月（西暦）チェッ

ク:LXRPID48）を用いて以下の順で行う（項番１～３）。

2.入力年月がシステム日付よりも未来ではない場合，リタ

ーンコードに'LXRED015'を返す（項番４）。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

3 

4 

年月が数字のみである 

年≠ZERO 

月＝1～12 

入力年月＞＝システム日付 

LXRED017 

LXRED001 

LXRED007 

LXRED015 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YM  ：199204 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YM  ：199203 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED015' 

 

 3. I-YM  ：199205 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) システム日付の年月と入力年月が等しい場合，リターンコードにはスペースを返す。 

(2) 本サブルーチンより，（年月（西暦）チェック:LXRPID48），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ５３ 

 

 日付処理  年月（和暦）未来チェック 

  

LXRCID53 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMWA   年月（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （年月変換（和暦→西暦）:LXRPID58）を用いて，西暦

年月に変換する。 

1.1 リターンコードがスペースの時 

システム日付と比較する。 

1.2 リターンコードがスペースでない時 

（年月変換（和暦→西暦）:LXRPID58）のリターンコ

ードを出力する（項番１～７）。 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

年月日が数字のみである 

年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 

年≠ZERO 

月＝1～12 

明治:元年 9 月～45 年 7 月 

大正:元年 7 月～15 年 12 月 

昭和:元年 12 月～64 年 1 月 

年月＞＝システム日付 

LXRED017 

LXRED002 

LXRED001 

LXRED007 

LXRED006 

LXRED005 

LXRED004 

LXRED015 

 

 

 

 1. I-YMWA ：H0404 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMWA ：H0403 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED015' 

 

 3. I-YMWA ：H0405 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) システム日付の年月と変換後の年月（西暦）が等しい場合，リターンコードにスペースを返す。

(2) システム日付よりも未来でない場合リターンコードに'LXRED015'を返す（項番８）。 

(3) 本サブルーチンより，（年月変換（和暦→西暦）:LXRPID58），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ５４ 

 

 日付処理  年月（西暦）編集 

  

LXRCID54 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YM   年月日（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

03  I-FORMAT X(100)  フォーマット Ｃ 

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YM X(100)  年月（西暦） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月の編集を以下のように行う。 

1.1 入力年月 → 年月 

01    → 日 

1.2 年月日の編集を(年月日（西暦）編集:LXRPID45)を用

いて以下の順で行う。 

1.2.1 置換処理 

NO   置換処理 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

12 

ＹＹＹＹ 

ＺＺＺＹ 

ＹＹ 

ＺＹ 

YYYY 

ZZZY 

YY 

ZY 

ＭＭ 

ＺＭ 

MM 

ZM 

I-YY を全角変換 

I-YY を ZZZ9 編集，全角変換 

I-YY 下２桁を全角変換 

I-YY 下２桁を Z9 編集，全角変換 

I-YY 

I-YY を ZZZ9 編集 

I-YY 下２桁 

I-YY 下２桁を Z9 編集 

I-MM を全角変換 

I-MM を Z9 編集，全角変換 

I-MM 

I-MM を Z9 編集 

1.2.1 機能キャラクタ処理 

（LXRPID45 参照） 

 1. I-YM  ：199204 

   I-FORMAT：'｢ＹＹ年ＭＭ月｣' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YM  ：'９２年０４月' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YM  ：199204 

   I-FORMAT：'YYYY-MM' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YM  ：'｣1992-04' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

（注）例は VOS3 版の場合で， 

   '｢':X'0A42'， 

   '｣':X'0A41'とする 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンより，（年月日（西暦）編集:LXRPID45）を呼び出す。 

(2) リターンコードには，（年月日（西暦）編集:LXRPID45）のリターンコードを返す。 

(3) I-FORMAT 中において「日」項目（ＤＤ，ＺＤ，DD，ZD 等）を指定した場合，01 をそれぞれの

形式に編集し，置換する。 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ５５ 

 

 日付処理  年月（和暦）編集 

  

LXRCID55 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMWA   年月（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

03  I-FORMAT X(100)  フォーマット Ｃ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMWA X(100)  年月（和暦） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月のチェックを（実在日チェック（和

暦）:LXRPID02）を用いて行い，リターンコードがスペー

スの時，以下の処理を行う。 

1.1 年月日（和暦）の編集を(年月日（和暦）編集:LXRPID46)

を用いて以下の順で行う。 

(1) 置換処理 

NO   置換処理 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

ＮＮ 

Ｎ 

ＹＹ 

ＺＹ 

ＭＭ 

ＺＭ 

N 

YY 

ZY 

MM 

ZM 

年号を全角変換 

年号上一桁を全角変換 

I-YY を全角変換 

I-YY を Z9 編集，全角変換 

I-MM を全角変換 

I-MM を Z9 編集，全角変換 

I-NNG 

I-YY 

I-YY を Z9 編集 

I-MM 

I-MM を Z9 編集 

(2) 機能キャラクタ処理 

（LXRPID46 参照） 

 1. I-YMWA ：40404 

   I-FORMAT： 

    '｢ＮＮＹＹ年ＭＭ月｣' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YMWA ： 

    '平成０４年０４月' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMWA ：40404 

   I-FORMAT：'NYY.MM' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YMWA ：'｣H04.04' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

（注）例は VOS3 版の場合で， 

   '｢':X'0A42'， 

   '｣':X'0A41'とする 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンより，（実在日チェック（和暦）:LXRPID02），（年月日（和暦）編集:LXRPID46）

を呼び出す。 

(2) I-FORMAT 中において「日」項目（ＤＤ，ＺＤ，DD，ZD 等）を指定した場合，不定値に置き換

える。 

(3) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ５６ 

 

 日付処理  年月変換（西暦→和暦）編集 

  

LXRCID56 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YM   年月（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

03  I-FORMAT X(100)  フォーマット Ｃ 

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMWA X(100)  年月（和暦） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （年月変換（西暦→和暦）:LXRPID57）を呼び，和暦年

月に変換する。 

1.2. 年月の編集を，（年月（和暦）編集:LXRPID55）を用

いて以下の順で行う。 

 

NO   置換処理 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

 9 

10 

11 

ＮＮ 

Ｎ 

ＹＹ 

ＺＹ 

ＭＭ 

ＺＭ 

N 

YY 

ZY 

MM 

ZM 

年号を全角変換 

年号上一桁を全角変換 

年を全角変換 

年を Z9 編集，全角変換 

月を全角変換 

月を Z9 編集，全角変換 

年号コード 

年 

年を Z9 編集 

月 

月を Z9 編集 

 

 

 1. I-YM  ：199204 

   I-FORMAT： 

    '｢ＮＮＹＹ年ＭＭ月｣' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YMWA ： 

    '平成０４年０４月' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YM  ：199204 

   I-FORMAT：'NYY-MM' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YMWA ：'｣H04-04' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

（注）例は VOS3 版の場合で， 

   '｢':X'0A42'， 

   '｣':X'0A41'とする 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) リターンコードは，（年月変換（西暦→和暦）:LXRPID57）のリターンコードを返す。 

(2) 本サブルーチンから，（年月（和暦）編集:LXRPID55），（年月変換（西暦→和暦）:LXRPID57）

を呼び出す。 

(3) 機能キャラクタ編集については，（年月（和暦）編集:LXRPID55）に準ずる。 

(4) I-FORMAT 中において「日」項目（ＤＤ，ＺＤ，DD，ZD 等）を指定した場合，01 をそれぞれの

形式に編集し，置換する。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ５７ 

 

 日付処理  年月変換（西暦→和暦） 

  

LXRCID57 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YM   年月（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMWA   年月（和暦） Ｏ 

05  O-NNG X(1)  年号 Ｏ 

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）  

05  O-YY 9(2)  年 Ｏ 

05  O-MM 9(2)  月 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

処   理   基   準 例 

1. （年月（西暦）チェック:LXRPID48）を呼び，年月をチ

ェックする。 

1.1 リターンコードがスペースの時 

入力年月 → 年月 

01    → 日 

（年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）を用いて年

月日の変換を行う。処理基準は以下の通り。 

西暦範囲 年号 

和暦範囲 

1868 年  9 月  8 日～ 1912 年  7 月 29 日 明治 

 元 年  9 月  8 日～   45 年  7 月 29 日 

1912 年  7 月 30 日～ 1926 年 12 月 24 日 大正 

 元 年  7 月 30 日～   15 年 12 月 24 日 

1926 年 12 月 25 日～ 1989 年  1 月  7 日 昭和 

 元 年 12 月 25 日～   64 年  1 月  7 日 

1989 年  1 月  8 日～ 平成 

 元 年  1 月  8 日～ 

1.2 リターンコードがスペースでない時， 

（年月（西暦）チェック:LXRPID48）のリターンコー

ドを出力する。 

 1. I-YM  ：196612 

      ↓ 

   O-YMWA ：34112 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月（西暦）チェック:LXRPID48），（年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）

を呼び出す。 

(2) （年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）で範囲外だった場合リターンコードに'LXRED011'を

返す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ５８ 

 

 日付処理  年月変換（和暦→西暦） LXRCID58 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMWA   年月（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）or  

     (M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成)  

05  I-YY 9(2)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YM   年月（西暦） Ｏ 

05  O-YY 9(4)  年 Ｏ 

05  O-MM 9(2)  月 Ｏ 

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月を（年月（和暦）チェック:LXRPID49）を用い

て行い，エラーの場合リターンコードを返す。 

2. リターンコードがスペースの時，年月（和暦）→年月（西

暦）変換を以下のように行う。 

 

入力年号 年月（西暦） 

'1', 'M' 

'2', 'T' 

'3', 'S' 

'4', 'H' 

その他 

年月（年号除く）+ 186700 

年月（年号除く）+ 191100 

年月（年号除く）+ 192500 

年月（年号除く）+ 198800 

年月（年号除く）+ 198800 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMWA ：34112 

      ↓ 

   O-YM  ：196612 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月（和暦）チェック:LXRPID49），（年号コード変換（英字→数

字）:LXRPID37）を呼び出す。 

(2) サブルーチン呼び出しでエラーとなった時は，リターンコードをそのまま返し，年月には０を

返す。ただし，リターンコードが'LXRED002'の場合処理を続行する。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ５９ 

 

 日付処理  年度（西暦）チェック LXRCID59 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NND 9(4)  年度（西暦） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年度のチェックを以下のように行う。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

年月日が数字のみである 

年≠ZERO 

LXRED017 

LXRED001 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-NND  ：QQQQ 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED017' 

 

 2. I-NND  ：0000 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED001' 

 

 3. I-NND  ：1999 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ６０ 

 

 日付処理  年度（和暦）チェック LXRCID60 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NNDWA X(3)  年度（和暦） Ｉ 

    形式：NYY   N ：年号コード  

            YY：年  

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年度のチェックを以下のように行う。 

1.1 （年度基準日取得:LXRPID80）を呼ぶ。 

1.2 入力年度（和暦） → 年号 

         → 年 

年度基準日    → 月日 

1.3 年月日（和暦）のチェックを（実在日チェック（和

暦）:LXRPID02）を用いて行う。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

年が数字のみである 

年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 

年≠ZERO 

明治:元年 9 月 8 日～45 年 7 月 30 日 

大正:元年 7 月 30 日～15 年 12 月 25 日

昭和:元年 12 月 25 日～64 年 1 月 7 日 

平成:元年 1 月 8 日～ 

LXRED017 

LXRED002 

LXRED001 

LXRED006 

LXRED005 

LXRED004 

LXRED010 

 

 

 

 1. I-NNDWA ：'100' 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED001' 

 

 2. I-NNDWA ：'A01' 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED002' 

 

 3. I-NNDWA ：'S64' 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED004' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（実在日チェック（和暦）:LXRPID02），（年度基準日取得:LXRPID80）を

呼び出す。 

(2) （年度基準日取得:LXRPID80）により取得される年度基準日とは，4 月 1 日である。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ６１ 

 

 日付処理  年度（西暦）過去チェック LXRCID61 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NND 9(4)  年度（西暦） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年度のチェックを（年度（西暦）チェッ

ク:LXRPID59）を用いて下表の順で行う（項番１，２）。

2. システム日付を取得し，以下の処理を行う。 

2.1 システム日付の月が'1'，'2'，'3'の場合，システム

日付の年から 1 を減じ，入力年度と比較する。比較の結

果，入力年度がシステム日付よりも過去ではない場合リ

ターンコードに'LXRED003'を返す（項番３）。 

2.2 システム日付の月が'1'，'2'，'3'以外の場合，シス

テム日付の年を入力年度と比較する。比較の結果，入力

年度がシステム日付よりも過去ではない場合リターン

コードに'LXRED003'を返す（項番３）。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

3 

入力年度が数字のみである 

入力年度≠ZERO 

入力年度＜＝システム日付(年) 

LXRED017 

LXRED001 

LXRED003 

 

 

 

 1. I-NND  ：1992 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-NND  ：1993 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED003' 

 

 3. I-NND  ：1992 

   ｼｽﾃﾑ日付：920301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED003' 

 

 4. I-NND  ：1991 

   ｼｽﾃﾑ日付：920301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 ＜注意事項＞ 

(1) システム日付の年と入力年度が等しい場合，リターンコードにはスペースを返す。（システム

日付の月が'1'，'2'，'3'の場合を除く。） 

(2) 本サブルーチンより，（年度（西暦）チェック:LXRPID59），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ６２ 

 

 日付処理  年度（和暦）過去チェック LXRCID62 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NNDWA X(3)  年度（和暦） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年度のチェックを（年度（和暦）チェッ

ク:LXRPID60）を用いて下表の順で行う（項番１～７）。

2. システム日付を取得し，以下の処理を行う。 

2.1 システム日付の月が'1'，'2'，'3'の場合，システム

日付の年から 1 を減じ，入力年度と比較する。比較の結

果，入力年度（和暦）がシステム日付よりも過去ではな

い場合リターンコードに'LXRED003'を返す（項番８）。

2.2 システム日付の月が'1'，'2'，'3'以外の場合，シス

テム日付の年を入力年度と比較する。比較の結果，入力

年度（和暦）がシステム日付よりも過去ではない場合リ

ターンコードに'LXRED003'を返す（項番８）。 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 

入力年度が数字のみである 
年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 
入力年度≠ZERO 
明治:元年 9 月 8 日～45 年 7 月 30 日 
大正:元年 7 月 30 日～15 年 12 月 25 日
昭和:元年 12 月 25 日～64 年 1 月 7 日
平成:元年 1 月 8 日～ 
入力年度＜＝システム日付(年) 

LXRED017
LXRED002
LXRED001
LXRED006
LXRED005
LXRED004
LXRED010
LXRED003 

 1. I-NNDWA ：'H04' 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-NNDWA ：'H04' 

   ｼｽﾃﾑ日付：930301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-NNDWA ：'H04' 

   ｼｽﾃﾑ日付：920301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED003' 

 

 

 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) システム日付の年度と変換後の年度（西暦）が等しい場合，リターンコードにスペースを返す。

（システム日付の月が'1'，'2'，'3'の場合を除く。） 

(2) システム日付との比較は，入力年度を（年度変換（和暦→西暦）:LXRPID69）を用いて変換し，

行う。 

(3) 本サブルーチンより，（年度（和暦）チェック:LXRPID60），（年度変換（和暦→西暦）:LXRPID69），

（システム日付取得変換（８桁）:LXRPID88）を呼び出す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ６３ 

 

 日付処理  年度（西暦）未来チェック LXRCID63 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NND 9(4)  年度（西暦） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年度のチェックを（年度（西暦）チェッ

ク:LXRPID59）を用いて下表の順で行う（項番１，２）。

2. システム日付を取得し，以下の処理を行う。 

2.1 システム日付の月が'1'，'2'，'3'の場合，システム

日付の年から 1 を減じ，入力年度と比較する。比較の結

果，入力年度がシステム日付よりも未来ではない場合リ

ターンコードに'LXRED015'を返す（項番３）。 

2.2 システム日付の月が'1'，'2'，'3'以外の場合，シス

テム日付の年を入力年度と比較する。比較の結果，入力

年度がシステム日付よりも未来ではない場合リターン

コードに'LXRED015'を返す（項番３）。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

3 

入力年度が数字のみである 

入力年度≠ZERO 

入力年度＞＝システム日付(年) 

LXRED017 

LXRED001 

LXRED015 

 

 

 

 1. I-NND  ：1992 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-NND  ：1992 

   ｼｽﾃﾑ日付：920301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-NND  ：1991 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED015' 

 

 4. I-NND  ：1991 

   ｼｽﾃﾑ日付：920301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 ＜注意事項＞ 

(1) システム日付の年と入力年度が等しい場合，リターンコードにはスペースを返す。（システム

日付の月が'1'，'2'，'3'の場合を除く。） 

(2) 本サブルーチンより，（年度（西暦）チェック:LXRPID59），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ６４ 

 

 日付処理  年度（和暦）未来チェック LXRCID64 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NNDWA X(3)  年度（和暦） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年度のチェックを（年度（和暦）チェッ

ク:LXRPID60）を用いて下表の順で行う（項番１～７）。

2. システム日付を取得し，以下の処理を行う。 

2.1 システム日付の月が'1'，'2'，'3'の場合，システム

日付の年から 1 を減じ，入力年度と比較する。比較の結

果，入力年度（和暦）がシステム日付よりも未来ではな

い場合リターンコードに'LXRED015'を返す（項番８）。

2.2 システム日付の月が'1'，'2'，'3'以外の場合，シス

テム日付の年を入力年度と比較する。比較の結果，入力

年度（和暦）がシステム日付よりも未来ではない場合リ

ターンコードに'LXRED015'を返す（項番８）。 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ

1 
2 
3 
4 
5 
6 
7 
8 

入力年度が数字のみである 
年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 
入力年度≠ZERO 
明治:元年 9 月 8 日～45 年 7 月 30 日 
大正:元年 7 月 30 日～15 年 12 月 25 日
昭和:元年 12 月 25 日～64 年 1 月 7 日
平成:元年 1 月 8 日～ 
入力年度＞＝システム日付(年) 

LXRED017
LXRED002
LXRED001
LXRED006
LXRED005
LXRED004
LXRED010
LXRED015 

 1. I-NNDWA ：'H04' 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-NNDWA ：'H04' 

   ｼｽﾃﾑ日付：930301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED015' 

 

 3. I-NNDWA ：'H04' 

   ｼｽﾃﾑ日付：930301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) システム日付の年度と変換後の年度（西暦）が等しい場合，リターンコードにスペースを返す。

（システム日付の月が'1'，'2'，'3'の場合を除く。） 

(2) システム日付との比較は，入力年度を（年度変換（和暦→西暦）:LXRPID69）を用いて変換し，

行う。 

(3) 本サブルーチンより，（年度（和暦）チェック:LXRPID60），（年度変換（和暦→西暦）:LXRPID69），

（システム日付取得変換（８桁）:LXRPID88）を呼び出す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ６５ 

 

 日付処理  年度（西暦）編集 

  

LXRCID65 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NND 9(4)  年度（西暦） Ｉ 

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

03  I-FORMAT X(100)  フォーマット Ｃ 

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NND X(100)  年度（西暦） Ｏ 

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年度の編集を以下のように行う。 

1.1 （年度（西暦）チェック:LXRPID59）を呼ぶ。 

1.2 （年度基準日取得:LXRPID80）を呼ぶ。 

1.3 入力年度  → 年 

年度基準日 → 月日 

1.4 年月日の編集を(年月日（西暦）編集:LXRPID45)を用

いて以下の順で行う。 

(1) 置換処理 

NO   置換処理 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

 8 

ＹＹＹＹ 

ＺＺＺＹ 

ＹＹ 

ＺＹ 

YYYY 

ZZZY 

YY 

ZY 

年を全角変換 

年を ZZZ9 編集，全角変換 

年下２桁を全角変換 

年下２桁を Z9 編集，全角変換 

年 

年を ZZZ9 編集 

年下２桁 

年下２桁を Z9 編集 

(2) 機能キャラクタ処理 

（LXRPID45 参照） 

 1. I-NND  ：1992 

   I-FORMAT：'｢ＹＹ年｣' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-NND  ：'９２年' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-NND  ：1992 

   I-FORMAT：'YYYY' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-NND  ：'｣1992' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

（注）例は VOS3 版の場合で， 

   '｢':X'0A42'， 

   '｣':X'0A41'とする 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンより，（年月日（西暦）編集:LXRPID45），（年度基準日取得:LXRPID80），（年

度（西暦）チェック:LXRPID59）を呼び出す。 

(2) I-FORMAT 中において「月」項目（ＭＭ，ＺＭ，MM，ZM 等）を指定した場合，04 をそれぞれの

形式に編集し，置換する。 

(3) I-FORMAT 中において「日」項目（ＤＤ，ＺＤ，DD，ZD 等）を指定した場合，01 をそれぞれの

形式に編集し，置換する。 

(4) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID66 

 155 

 

サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ６６ 

 

 日付処理  年度（和暦）編集 

  

LXRCID66 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NNDWA X(3)  年度（和暦） Ｉ 

    形式：NYY   N ：年号コード  

            YY：年  

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

03  I-FORMAT X(100)  フォーマット Ｃ 

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NNDWA X(100)  年度（和暦） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年度の編集を以下のように行う。 

1.1 （年度（和暦）チェック:LXRPID60）を呼ぶ。 

1.2 （年度基準日取得:LXRPID80）を呼ぶ。 

1.3 入力年度  → 年 

年度基準日 → 月日 

1.4 年月日の編集を(年月日（和暦）編集:LXRPID46)を用

いて以下の順で行う。 

(1) 置換処理 

NO   置換処理 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

ＮＮ 

Ｎ 

ＹＹ 

ＺＹ 

N 

YY 

ZY 

年号を全角変換 

年号上一桁を全角変換 

年を全角変換 

年を Z9 編集，全角変換 

年号コード 

年 

年を Z9 編集 

(2) 機能キャラクタ処理 

（LXRPID46 参照） 

 1. I-NNDWA ：'H04' 

   I-FORMAT：'｢ＮＮＹＹ年｣' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-NNDWA ：'平成０４年' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-NNDWA ：'H04' 

   I-FORMAT：'NYY' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-NNDWA ：'｣H04' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

（注）例は VOS3 版の場合で， 

   '｢':X'0A42'， 

   '｣':X'0A41'とする 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンより，（年月日（和暦）編集:LXRPID46），（年度基準日取得:LXRPID80），（年

度（和暦）チェック:LXRPID60）を呼び出す。 

(2) I-FORMAT 中において「月」項目（ＭＭ，ＺＭ，MM，ZM 等）を指定した場合，04 をそれぞれの

形式に編集し，置換する。 

(3) I-FORMAT 中において「日」項目（ＤＤ，ＺＤ，DD，ZD 等）を指定した場合，01 をそれぞれの

形式に編集し，置換する。 

(4) 誤った年号を入力すると，'ＮＮ'，'Ｎ'，'N'は入力したものをそのまま送る。 

(5) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ６７ 

 

 日付処理  年度変換（西暦→和暦）編集 

  

LXRCID67 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NND 9(4)  年度（西暦） Ｉ 

03  I-FORMAT X(100)  フォーマット Ｃ 

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NNDWA X(100)  年度（和暦） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年度の編集を以下のように行う。 

1.1 （年度変換（西暦→和暦）:LXRPID68）を呼ぶ。 

1.2 年月日の編集を（年度（和暦）編集:LXRPID66）を用

いて以下の順で行う。 

(1) 置換処理 

NO   置換処理 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

ＮＮ 

Ｎ 

ＹＹ 

ＺＹ 

N 

YY 

ZY 

年号を全角変換 

年号上一桁を全角変換 

年を全角変換 

年を Z9 編集，全角変換 

年号コード 

年 

年を Z9 編集 

(2) 機能キャラクタ処理 

（LXRPID46 参照） 

 

 

 

 1. I-NND  ：1992 

   I-FORMAT：'｢ＮＮＹＹ年｣' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-NNDWA ：'平成０４年' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-NND  ：1992 

   I-FORMAT：'NYY' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-NNDWA ：'｣H04' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

（注）例は VOS3 版の場合で， 

   '｢':X'0A42'， 

   '｣':X'0A41'とする 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンより，（年度変換（西暦→和暦）:LXRPID68），（年度（和暦）編集:LXRPID66）

を呼び出す。 

(2) I-FORMAT 中において「月」項目（ＭＭ，ＺＭ，MM，ZM 等）を指定した場合，04 をそれぞれの

形式に編集し，置換する。 

(3) I-FORMAT 中において「日」項目（ＤＤ，ＺＤ，DD，ZD 等）を指定した場合，01 をそれぞれの

形式に編集し，置換する。 

(4) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ６８ 

 

 日付処理  年度変換（西暦→和暦） 

  

LXRCID68 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NND 9(4)  年度（西暦） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NNDWA 9(3)  年度（和暦） Ｏ 

    形式：NYY   N ：年号  

            YY：年  

    年号：  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）  

     

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

処   理   基   準 例 

1. 年度（西暦）→年度（和暦）変換を以下のように行う。

1.1 （年度（西暦）チェック:LXRPID59）を呼ぶ。 

リターンコードがスペースの時 

（年度基準日取得:LXRPID80）を呼ぶ。 

入力年度 → 年 

年度基準日    → 月日 

（年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）を用いて年

月日の変換を行う。処理基準は以下の通り。 

西暦範囲 年号 

和暦範囲 

1868 年  9 月  8 日～ 1912 年  7 月 29 日 明治 

 元 年  9 月  8 日～   45 年  7 月 29 日 

1912 年  7 月 30 日～ 1926 年 12 月 24 日 大正 

 元 年  7 月 30 日～   15 年 12 月 24 日 

1926 年 12 月 25 日～ 1989 年  1 月  7 日 昭和 

 元 年 12 月 25 日～   64 年  1 月  7 日 

1989 年  1 月  8 日～ 平成 

 元 年  1 月  8 日～ 

1.2 リターンコードがスペースでない時， 

O-NNDWA に０を返し，（年度（西暦）チェッ

ク:LXRPID59）のリターンコードを返す。 

 1. I-NND  ：1966 

      ↓ 

   O-NNDWA ：341 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05），（年度基準日取得:LXRPID80），

（年度（西暦）チェック:LXRPID59）を呼ぶ。 

(2) （年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）で西暦年月日が和暦年月日範囲外だった場合（年月

日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）のリターンコードを返す。 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ６９ 

 

 日付処理  年度変換（和暦→西暦） 

  

LXRCID69 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NNDWA X(3)  年度（和暦） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NND 9(4)  年度（西暦） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 年度（和暦）→年度（西暦）変換を以下のように行う。

1.1 （年度（和暦）チェック:LXRPID60）を呼ぶ。 

リターンコードがスペースまたは'LXRED002'の時，年

の変換を行う。処理方法は以下の通り。 

 

入力年号 年月（西暦） 

'1', 'M' 

'2', 'T' 

'3', 'S' 

'4', 'H' 

その他 

年（年号除く）+ 1867 

年（年号除く）+ 1911 

年（年号除く）+ 1925 

年（年号除く）+ 1988 

年（年号除く）+ 1988 

その他の時 

年度（西暦）に０を返し，（年度（和暦）チェッ

ク:LXRPID60）のリターンコードを返す。 

 

 

 

 

 

 1. I-NNDWA ：341 

      ↓ 

   O-NND  ：1966 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年度（和暦）チェック:LXRPID60），（年号コード変換（英字→数

字）:LXRPID37）を呼ぶ。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ７０ 

 

 日付処理  年（西暦）チェック 

  

LXRCID70 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YY 9(4)  年（西暦） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 年（西暦）のチェックを以下のように行う。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

年が数字のみである 

年≠ZERO 

LXRED017 

LXRED001 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YY  ：QQQQ 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED017' 

 

 2. I-YY  ：0000 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED001' 

 

 3. I-YY  ：1999 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ７１ 

 

 日付処理  年（和暦）チェック 

  

LXRCID71 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YYWA X(3)  年（和暦） Ｉ 

    形式：NYY   N ：年号コード  

            YY：年  

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年のチェックを以下のようにを行う。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

年が数字のみである 

年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 

年≠ZERO 

明治:元年 ～45 年 

大正:元年 ～15 年 

昭和:元年 ～64 年 

LXRED017 

LXRED002 

LXRED001 

LXRED006 

LXRED005 

LXRED004 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YYWA ：'100' 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED001' 

 

 2. I-YYWA ：'A01' 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED002' 

 

 3. I-YYWA ：'S65' 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED004' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（年号コード変換（英字→数字）:LXRPID37）を呼び出す。 

(2) 年号がエラーのときは，年号＝平成を仮定してチェックを続行し，他のエラーに該当するとき

は，他のエラーのリターンコードを返す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID72 

 161 

 

サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ７２ 

 

 日付処理  年（西暦）過去チェック 

  

LXRCID72 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YY 9(4)  年（西暦） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年のチェックを（年（西暦）チェック:LXRPID70）

を用いて下表の順で行う（項番１，２）。 

2.システム日付を取得し，入力年と比較する。比較の結果，

入力年がシステム日付よりも過去ではない場合，リター

ンコードに'LXRED003'を返す（項番３）。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

3 

入力年が数字のみである 

入力年≠ZERO 

入力年＜＝システム日付（年） 

LXRED017 

LXRED001 

LXRED003 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YY  ：1992 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YY  ：1993 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED003' 

 

 3. I-YY  ：1992 

   ｼｽﾃﾑ日付：920301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 4. I-YY  ：1991 

   ｼｽﾃﾑ日付：920301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 ＜注意事項＞ 

(1) システム日付の年と入力年が等しい場合，リターンコードにはスペースを返す。 

(2) 本サブルーチンより，（年（西暦）チェック:LXRPID70），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ７３ 

 

 日付処理  年（和暦）過去チェック 

  

LXRCID73 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YYWA X(3)  年（和暦） Ｉ 

    形式：NYY   N ：年号コード  

            YY：年  

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年のチェックを（年（和暦）チェック:LXRPID71）

を用いて下表の順で行う（項番１～６）。 

2.システム日付を取得し，入力年と比較する。比較の結果，

入力年（和暦）がシステム日付よりも過去ではない場合，

リターンコードに'LXRED003'を返す（項番７）。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

入力年が数字のみである 

年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 

入力年≠ZERO 

明治:元年 ～45 年 

大正:元年 ～15 年 

昭和:元年 ～64 年 

入力年＜＝システム日付（年） 

LXRED017 

LXRED002 

LXRED001 

LXRED006 

LXRED005 

LXRED004 

LXRED003 

 

 

 

 

 

 1. I-YYWA ：'H04' 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YYWA ：'H04' 

   ｼｽﾃﾑ日付：930301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-YYWA ：'H04' 

   ｼｽﾃﾑ日付：910301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED003' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) システム日付の年と西暦変換後の年が等しい場合，リターンコードにスペースを返す。 

(2) システム日付との比較は，入力年を（年変換（和暦→西暦）:LXRPID78）を用いて西暦に変換

し，行う。 

(3) 本サブルーチンより，（年変換（和暦→西暦）:LXRPID78），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ７４ 

 

 日付処理  年（西暦）未来チェック 

  

LXRCID74 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YY 9(4)  年（西暦） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年のチェックを（年（西暦）チェック:LXRPID70）

を用いて下表の順で行う（項番１，２）。 

2.システム日付を取得し，入力年と比較する。比較の結果，

入力年がシステム日付よりも未来ではない場合，リター

ンコードに'LXRED015'を返す（項番３）。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

3 

入力年が数字のみである 

入力年≠ZERO 

入力年＞＝システム日付（年） 

LXRED017 

LXRED001 

LXRED015 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YY  ：1992 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YY  ：1992 

   ｼｽﾃﾑ日付：920301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-YY  ：1991 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED015' 

 

 4. I-YY  ：1991 

   ｼｽﾃﾑ日付：920301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED015' 

 ＜注意事項＞ 

(1) システム日付の年と入力年が等しい場合，リターンコードにはスペースを返す。 

(2) 本サブルーチンより，（年（西暦）チェック:LXRPID70），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ７５ 

 

 日付処理  年（和暦）未来チェック 

  

LXRCID75 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YYWA X(3)  年（和暦） Ｉ 

    形式：NYY   N ：年号コード  

            YY：年  

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年のチェックを（年（和暦）チェック:LXRPID71）

を用いて下表の順で行う（項番１～６）。 

2.システム日付を取得し，入力年と比較する。比較の結果，

入力年（和暦）がシステム日付よりも未来ではない場合，

リターンコードに'LXRED015'を返す（項番７）。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

入力年が数字のみである 

年号＝1,2,3,4,M,T,S,H 

入力年≠ZERO 

明治:元年 ～45 年 

大正:元年 ～15 年 

昭和:元年 ～64 年 

入力年＞＝システム日付（年） 

LXRED017 

LXRED002 

LXRED001 

LXRED006 

LXRED005 

LXRED004 

LXRED015 

 

 

 

 

 

 1. I-YYWA ：'H04' 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YYWA ：'H05' 

   ｼｽﾃﾑ日付：920401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-YYWA ：'H04' 

   ｼｽﾃﾑ日付：930401 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED015' 

 

 4. I-YYWA ：'H04' 

   ｼｽﾃﾑ日付：930301 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXRED015' 

 ＜注意事項＞ 

(1) システム日付の年と西暦変換後の年が等しい場合，リターンコードにスペースを返す。 

(2) システム日付との比較は，入力年を（年変換（和暦→西暦）:LXRPID78）を用いて西暦に変換

し，行う。 

(3) 本サブルーチンより，（年変換（和暦→西暦）:LXRPID78），（システム日付取得変換（８

桁）:LXRPID88）を呼び出す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ７６ 

 

 日付処理  年変換（西暦→和暦）編集 

  

LXRCID76 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YY 9(4)  年（西暦） Ｉ 

03  I-FORMAT X(100)  フォーマット Ｃ 

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YYWA X(100)  年（和暦） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年の編集を以下のように行う。 

1.1 （年変換（西暦→和暦）:LXRPID77）を呼ぶ。 

1.2 （年基準日取得:LXRPID81）を呼ぶ。 

1.3 入力年  → 年 

年基準日 → 月日 

1.4. 年月日の編集を，（年月日（和暦）編集:LXRPID46）

を用いて以下の順で行う。 

 

NO   置換処理 

 1 

 2 

 3 

 4 

 5 

 6 

 7 

ＮＮ 

Ｎ 

ＹＹ 

ＺＹ 

N 

YY 

ZY 

年号を全角変換 

年号上一桁を全角変換 

年を全角変換 

年を Z9 編集，全角変換 

年号コード 

年 

年を Z9 編集 

 

 

 1. I-YY  ：1992 

   I-FORMAT：'｢ＮＮＹＹ年｣' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YYWA ：'平成０４年' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YY  ：1992 

   I-FORMAT：'NYY' 

   I-TYP  ：'N' 

      ↓ 

   O-YMWA ：'｣H04' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

（注）例は VOS3 版の場合で， 

   '｢':X'0A42'， 

   '｣':X'0A41'とする 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（年月日（和暦）編集:LXRPID46），（年基準日取得:LXRPID81），（年

変換（西暦→和暦）:LXRPID77）を呼び出す。 

(2) 機能キャラクタ編集については，（年月日（和暦）編集:LXRPID46）に準ずる。 

(3) I-FORMAT 中において「月」項目（ＭＭ，ＺＭ，MM，ZM 等）を指定した場合，01 をそれぞれの

形式に編集し，置換する。 

(4) I-FORMAT 中において「日」項目（ＤＤ，ＺＤ，DD，ZD 等）を指定した場合，01 をそれぞれの

形式に編集し，置換する。 

(5) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ７７ 

 

 日付処理  年変換（西暦→和暦） 

  

LXRCID77 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YY 9(4)  年（西暦） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YYWA 9(3)  年（和暦） Ｏ 

    形式：NYY   N ：年号  

            YY：年  

    年号：  

    （1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

処   理   基   準 例 

1. 年（西暦）→年（和暦）変換を以下のように行う。 

1.1 （年（西暦）チェック:LXRPID70）を呼ぶ。 

リターンコードがスペースの時 

（年基準日取得:LXRPID81）を呼ぶ。 

入力年  → 年 

年基準日 → 月日 

（年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）を用いて年

月日の変換を行う。処理基準は以下の通り。 

西暦範囲 年号 

和暦範囲 

1868 年  9 月  8 日～ 1912 年  7 月 29 日 明治 

 元 年  9 月  8 日～   45 年  7 月 29 日 

1912 年  7 月 30 日～ 1926 年 12 月 24 日 大正 

 元 年  7 月 30 日～   15 年 12 月 24 日 

1926 年 12 月 25 日～ 1989 年  1 月  7 日 昭和 

 元 年 12 月 25 日～   64 年  1 月  7 日 

1989 年  1 月  8 日～ 平成 

 元 年  1 月  8 日～ 

リターンコードがスペースでない時， 

（年（西暦）チェック:LXRPID70）のリターンコード

を返し，年（和暦）には０を出力する。 

 1. I-YY  ：1966 

      ↓ 

   O-YYWA ：341 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05），（年基準日取得:LXRPID81），

（年（西暦）チェック:LXRPID70）を呼ぶ。 

(2) （年月日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）で西暦年月日が和暦年月日範囲外だった場合（年月

日変換（西暦→和暦）:LXRPID05）のリターンコードを返し，年（和暦）には０を出力する。 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ７８ 

 

 日付処理  年変換（和暦→西暦） LXRCID78 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YYWA   入力年（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

05  I-YY 9(2)  年（和暦） Ｉ 

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YY 9(4)  年（西暦） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 年（和暦）→年（西暦）変換を以下のように行う。 

1.1 （年（和暦）チェック:LXRPID71）を呼ぶ。 

リターンコードがスペースまたは'LXRED002'の時，年

の変換を行う。 

 

入力年号 年（西暦） 

'1', 'M' 

'2', 'T' 

'3', 'S' 

'4', 'H' 

その他 

年（年号除く）+ 1867 

年（年号除く）+ 1911 

年（年号除く）+ 1925 

年（年号除く）+ 1988 

年（年号除く）+ 1988 

その他の時 

（年（和暦）チェック:LXRPID71）のリターンコード

を返す。年（西暦）には０を返す。 

 

 

 

 

 

 1. I-YYWA ：341 

      ↓ 

   O-YY  ：1966 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年（和暦）チェック:LXRPID71），（年号コード変換（英字→数

字）:LXRPID37）を呼び出す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ８０ 

 

 日付処理  年度基準日取得 LXRCID80 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

     

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NND-KJN-MM 9(2)  年度基準月 Ｏ 

03  O-NND-KJN-DD 9(2)  年度基準日 Ｏ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 以下の処理を行う。 

04 → 年度基準月 

01 → 年度基準日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ８１ 

 

 日付処理  年基準日取得 LXRCID81 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

     

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NEN-KJN-MM 9(2)  年基準月 Ｏ 

03  O-NEN-KJN-DD 9(2)  年基準日 Ｏ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 以下の処理を行う。 

01 → 年基準月 

01 → 年基準日 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ８８ 

 

 日付処理  システム日付取得変換（８桁） LXRCID88 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

     

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-SYS-YMD   出力システム年月日（８桁） Ｏ 

05  O-SYS-YMD -YY 9(4)  出力システム年月日－年 Ｏ 

05  O-SYS-YMD -MM 9(2)  出力システム年月日－月 Ｏ 

05  O-SYS-YMD -DD 9(2)  出力システム年月日－日 Ｏ 

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. システム日付を取得する。 

2. 取得したシステム日付の「年」が 92 以上である場合，

19 を「年」の前方に付加し，O-SYS-YMD-YY に送る。 

3. 取得したシステム日付の「年」が 92 以上でない場合，

20 を「年」の前方に付加し，O-SYS-YMD-YY に送る。 

4. システム日付の「月」，「日」を O-SYS-YMD-MM，

O-SYS-YMD-DD にそれぞれ送る。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. ｼｽﾃﾑ日付 ：920101 

      ↓ 

   O-SYS-YMD：19920101 

 

 2. ｼｽﾃﾑ日付 ：010101 

      ↓ 

   O-SYS-YMD：20010101 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本製品の 01-07 以降のバージョンでは，FUNCTION CURRENT-DATE を用いて直接８桁のシステム

日付を取得する仕様の（システム日付取得変換（８桁）:LXRPID88）を別ライブラリで提供し

ている。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ９０ 

 

 日付処理  処理期限年月日算出（西暦） LXRCID90 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-CLOSE-DAY P(2)  締日 Ｃ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMD 9(8)  出力西暦処理年月日（YYYYMMDD） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXRED017:日が数字ではない  

    LXRED009:実在する日ではない  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 注意事項(1)，(2)に従ってチェックする。 

2. リターンコードがスペースのとき，以下の処理を行う。

2.1 （システム日付取得変換（８桁）:LXRPID88）により

システム日付を取得する。 

2.2 処理年月日を以下のように設定する。 

(1) システム日付の「日」が締日より前の場合，その月の

締日 

(2) システム日付の「日」が締日より後の場合，次の月の

締日 

2.3 設定した処理年月日の実在日チェックを行う。 

2.4 処理年月日が実在しない場合，その月の月末日を処理

年月日とする。 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-CLOSE-DAY：20 

   ｼｽﾃﾑ日付  ：19960815 

       ↓ 

   O-YMD   ：19960820 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 2. I-CLOSE-DAY：31 

   ｼｽﾃﾑ日付  ：19960915 

       ↓ 

   O-YMD   ：19960930 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) I-CLOSE-DAY について NUMERIC チェックを行い，数値でないときはエラーコード'LXRED017'を

リターンコードとして返す。 

(2) １≦I-CLOSE-DAY≦３１でなければエラーコード'LXRED009'をリターンコードとして返す。 

(3) 本サブルーチンから（システム日付取得変換（８桁）:LXRPID88），（実在日チェック（西

暦）:LXRPID01），（年月日算出（西暦年月日±月数）:LXRPID09），（月末日算出（西暦年月

日）:LXRPID17）を呼び出す。 

(4) エラーのときは，出力年月日に０を返す。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ９１ 

 

 日付処理  処理期限年月日算出（和暦） LXRCID91 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-CLOSE-DAY P(2)  締日 Ｃ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA 9(7)  出力和暦処理年月日（NYYMMDD） Ｏ 

    年号（1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成）  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXRED017:日が数字ではない  

    LXRED009:実在する日ではない  

     

     

処   理   基   準 例 

1. （処理期限年月日算出（西暦）:LXRPID90）を呼び，処

理年月日（西暦）を求め，このサブルーチンのリターン

コードをチェックする。 

2. リターンコードがスペースのとき以下の処理を行う。 

2.1 処理年月日（西暦）を（年月日変換（西暦→和

暦）:LXRPID05）により和暦に変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-CLOSE-DAY：20 

   ｼｽﾃﾑ日付  ：H080815 

       ↓ 

   O-YMD   ：4080820 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 2. I-CLOSE-DAY：31 

   ｼｽﾃﾑ日付  ：H080915 

       ↓ 

   O-YMD   ：4080930 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（処理期限年月日算出（西暦）:LXRPID90），（年月日変換（西暦→和

暦）:LXRPID05）を呼び出す。 

(2) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，出力年月日に

０を返す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ９２ 

 

 日付処理  通算日算出（年始～西暦年月日） LXRCID92 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD   年月日（西暦） Ｉ 

05  I-YY 9(4)  年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-DAYS P(8)  日数 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （実在日チェック（西暦）:LXRPID01）で年月日をチェ

ックする。 

2. リターンコードがスペースのとき，以下の処理を行う。

2.1 （年基準日取得:LXRPID81）でその年の基準日を求め

る。 

2.2 基準日から入力年月日までの通算日を（期間算出（西

暦年月日間日数）:LXRPID13）により求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19960805 

      ↓ 

   O-DAYS ：218 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-YMD  ：19961231 

      ↓ 

   O-DAYS ：366 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（実在日チェック（西暦）:LXRPID01），（期間算出（西暦年月日間日

数）:LXRPID13），（年基準日取得:LXRPID81）を呼び出す。 

(2) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，日数に０を返

す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID93 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ９３ 

 

 日付処理  通算日算出（年始～和暦年月日） LXRCID93 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA   年月日（和暦） Ｉ 

05  I-NNG X(1)  年号 Ｉ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成) or  

    (M:明治,T:大正,S:昭和,H:平成)  

05  I-YY 9(2)  和暦年 Ｉ 

05  I-MM 9(2)  月 Ｉ 

05  I-DD 9(2)  日 Ｉ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-DAYS P(8)  日数 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06）により入力年

月日を西暦に変換し，このサブルーチンのリターンコー

ドをチェックする。 

2. リターンコードがスペースのとき以下の処理を行う。 

2.1 （通算日算出（年始～西暦年月日）:LXRPID92）を呼

び，処理年月日（西暦）を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：H080805 

      ↓ 

   O-DAYS ：218 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06），（通算日算出（年始～西暦年

月日）:LXRPID92）を呼び出す。 

(2) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，日数に０を返

す。ただし，誤った年号に対しては，平成（'4'，'H'）と同様の処理を行い，リターンコード

には'LXRED002'を返す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID94 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ９４ 

 

 日付処理  年齢（年月）算出 （慣習） LXRCID94 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-BRTH-YMD 9(8)  生年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

03  I-KJN-YMD 9(8)  現在年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NNR-YM   年齢（年月） Ｏ 

05  O-NNR-YY 9(4)  年齢（年） Ｏ 

05  O-NNR-MM 9(2)  年齢（月） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された生年月日及び現在年月日より年齢（年月）を

求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-BRTH-YMD：19710216 

   I-KJN-YMD ：19960815 

      ↓ 

   O-NNR-YM ：002505 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 年齢計算は慣習による（誕生日当日に１歳増える）。 

(2) 本サブルーチンから，（年月日算出（西暦年月日±日数）：LXRPID11），（期間算出（西暦年

月日間年月日）：LXRPID15）を呼び出す。 

(3) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，年齢に０を返

す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPID95 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＤ９５ 

 

 日付処理  年齢（年月）算出 （法律） LXRCID95 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-BRTH-YMD 9(8)  生年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

03  I-KJN-YMD 9(8)  現在年月日（YYYYMMDD） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NNR-YM   年齢（年月） Ｏ 

05  O-NNR-YY 9(4)  年齢（年） Ｏ 

05  O-NNR-MM 9(2)  年齢（月） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された生年月日及び現在年月日より年齢（年月）を

求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-BRTH-YMD：19900731 

   I-KJN-YMD ：19970130 

      ↓ 

   O-NNR-YM ：000606 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 年齢計算は法律による（誕生日前日に１歳増える）。 

(2) 本サブルーチンから，（期間算出（西暦年月日間年月日）：LXRPID15）を呼び出す。 

(3) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，年齢に０を返

す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIE01 

177 

 

 

サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ０１ 

 

 時間処理  時間妥当性チェック 

 （２４時間） 

LXRCIE01 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-TIME 9(6)  時刻 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREE005:入力が数字以外  

    LXREE002:時が不正  

    LXREE003:分が不正  

    LXREE004:秒が不正  

     

     

処   理   基   準 例 

1. ２４時間単位の時刻の妥当性をチェックする。 

 

1.1 時のチェック（０≦時≦２３） 

1.2 分のチェック（０≦分≦５９） 

1.3 秒のチェック（０≦秒≦５９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-TIME ：010161 

      （1 時 1 分 61 秒） 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXREE004' 

 

 ＜注意事項＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ０２ 

 

時間処理  時間妥当性チェック 

（１２時間） 

LXRCIE02 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-TMAP 9(6)  時刻（１２時制） Ｉ 

03  I-AP-KBN X(2)  ＡＭ・ＰＭ区分 Ｉ 

    'AM':午前, 'PM':午後  

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREE005:数字以外が入力された  

    LXREE001:午前または午後ではない  

    LXREE002:時が不正  

    LXREE003:分が不正  

    LXREE004:秒が不正  

     

処   理   基   準 例 

1. １２時制の時刻の妥当性をチェックする。 

 

1.1 午前・午後のチェック 

1.2 時のチェック（０≦時≦１１） 

1.3 分のチェック（０≦分≦５９） 

1.4 秒のチェック（０≦秒≦５９） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-AP-KBN：'AM' 

   I-TMAP ：017010 

      （ 1 時 70 分 10 秒） 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXREE003' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) ＡＭ・ＰＭフラグに'AM','PM'以外の文字をセットした場合は，エラーとする。 

 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIE05 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ０５ 

 

 時間処理  ２４時間単位→１２時間単位 

 時刻変換 

LXRCIE05 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-TIME 9(6)  時刻（２４時制） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-TMAP 9(6)  時刻（１２時制） Ｏ 

03  O-AP-KBN X(2)  ＡＭ・ＰＭ区分 Ｏ 

    'AM'：午前  

    'PM'：午後  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力時刻のチェックを（時刻妥当性チェック（２４時

間）：LXRPIE01）を用いて行い，エラーの場合リターン

コードを返す。 

2. リターンコードがスペースの時２４時間単位の時刻を

１２時間単位の時刻に変換する。 

 

h h m m s s

              (0≦hh≦23) 

            ↓ 

 

x x  h h m m s s

 (AM or PM)        (0≦hh≦11) 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-TIME ：151515 

      （15 時 15 分 15 秒） 

      ↓ 

   O-TMAP ：031515 

      （ 3 時 15 分 15 秒） 

   O-AP-KBN：'PM' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（時刻妥当性チェック（２４時間）：LXPIE01）を呼び出す。 

(2) サブルーチン呼び出しでエラーになった場合，リターンコードをそのまま返し，時刻に０，Ａ

Ｍ・ＰＭ区分にスペースを返す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIE06 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ０６ 

 

 時間処理  １２時間単位→２４時間単位 

 時刻変換 

LXRCIE06 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-TMAP 9(6)  時刻（１２時制） Ｉ 

03  I-AP-KBN X(2)  ＡＭ・ＰＭ区分 Ｉ 

    'AM'：午前  

    'PM'：午後  

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-TIME 9(6)  時刻（２４時制） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力時刻のチェックを（時刻妥当性チェック（１２時

間）：LXRPIE02）を用いて行い，エラーの場合リターン

コードを返す。 

2. リターンコードがスペースの時１２時間単位の時刻を

２４時間単位の時刻に変換する。 

 

x x  h h m m s s

 (AM or PM)        (0≦hh≦11) 

            ↓ 

 

h h m m s s

              (0≦hh≦23) 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-AP-KBN：'PM' 

   I-TMAP ：031515 

      （ 3 時 15 分 15 秒） 

      ↓ 

   O-TIME ：151515 

      （15 時 15 分 15 秒） 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（時刻妥当性チェック（１２時間）：LXPIE02）を呼び出す。 

(2) サブルーチン呼び出しでエラーになった場合，リターンコードをそのまま返し，時刻に０を返

す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIE07 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ０７ 

 

 時間処理  経過時間算出 

 （２４時間単位） 

LXRCIE07 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STT-TIME 9(6)  開始時刻 Ｉ 

03  I-END-TIME 9(6)  終了時刻 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-HRS 9(6)  時間 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREE008:開始時刻≦終了時刻  

             でない  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された２つの時刻（２４時間単位）のチェックを（時

刻妥当性チェック（２４時間）:LXRPIE01）を用いて行い，

エラーの場合はリターンコードを返す。 

2. リターンコードがスペースの時，入力された２つの時刻

（２４時間単位）の差を時分秒で求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STT-TIME：013030 

   I-END-TIME：134545 

       ↓ 

   O-HRS   ：121515 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（時刻妥当性チェック（２４時間）:LXRPIE01）を呼び出す。 

(2) 開始時刻＞終了時刻とすると，リターンコードに'LXREE008'を返す。 

(3) エラーの場合，出力時間には０を返す。 

(4) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIE08 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ０８ 

 

 時間処理  経過時間算出 

 （１２時間単位） 

LXRCIE08 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STT-TMAP 9(6)  開始時刻（１２時制） Ｉ 

03  I-STT-AP-KBN X(2)  開始ＡＭ・ＰＭ区分 Ｉ 

    'AM':午前  

    'PM':午後  

03  I-END-TMAP 9(6)  終了時刻（１２時制） Ｉ 

03  I-END-AP-KBN X(2)  終了ＡＭ・ＰＭ区分 Ｉ 

    'AM':午前  

    'PM':午後  

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-HRS 9(6)  時間 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された２つの時刻（１２時間単位）の差を時分秒で

求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STT-TMAP ：'AM' 

   I-STT-AP-KBN：100000 

   I-END-TMAP ：'PM' 

   I-END-AP-KBN：033000 

        ↓ 

   O-HRS    ：053000 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（１２時間単位→２４時間単位時刻変換：LXRPIE06），（経過時間算出

（２４時間単位）:LXRPIE07）を呼び出す。 

(2) 開始時刻＞終了時刻とすると，リターンコードに'LXREE008'を返す。 

(3) エラーの場合，出力時間には０を返す。 

(4) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合は，リターンコードをそのまま返す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIE09 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ０９ 

 

 時間処理  時間加算 LXRCIE09 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-1ST-HRS 9(8)  第一時間（hhhhmmss） Ｉ 

03  I-2ND-HRS 9(8)  第二時間（hhhhmmss） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-HRS 9(8)  時間（hhhhmmss） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREE006：桁あふれ  

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された２つの時間のチェックを（時間チェック：

LXRPIE16）を用いて行い，エラーの場合，リターンコー

ドを返す。 

2. リターンコードがスペースの時入力された２つの時間

の加算を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-1ST-HRS：00123456 

   I-2ND-HRS：98765432 

       ↓ 

   O-HRS  ：98892928 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（時間チェック：LXRPIE16）を呼び出す。 

(2) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 

(3) エラーの場合，出力時間には０を返す。 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ１０ 

 

 時間処理  時間差算出 LXRCIE10 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-STT-HRS 9(8)  開始時間（hhhhmmss） Ｉ 

03  I-END-HRS 9(8)  終了時間（hhhhmmss） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-HRS 9(8)  時間（hhhhmmss） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE：正常  

    LXREE008：開始時間≦終了時間で  

            ない  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （時間チェック：LXRPIE16）によって，開始時間および

終了時間のチェックを行なう。エラーの場合，（時間チ

ェック：LXRPIE16）のリターンコードをそのままリター

ンコードとする。出力時間は０とする。 

2. 開始時間≦終了時間であることをチェックする。そうで

ないときはエラーコード'LXREE008'をリターンコードと

して返す。出力時間は０とする。 

3. 入力された２つの時間の差を時分秒で求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-STT-HRS：00123456 

   I-END-HRS：98765432 

       ↓ 

   O-HRS  ：98641936 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 2. I-STT-HRS：00001000 

   I-END-HRS：00000959 

       ↓ 

   O-HRS  ：0 

   O-RTN-CD ：'LXREE008' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（時間チェック：LXRPIE16）を呼び出す。 

 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ１１ 

 

 時間処理  時刻編集 LXRCIE11 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-TIME 9(6)  時刻 Ｉ 

    形式：hhmmss   hh:時（24 時間単位）  

                   mm:分  

                   ss:秒  

03  I-TYP X(1)  出力タイプ ＯＴ 

03  I-FORMAT X(100)  出力フォーマット Ｃ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-TIME X(100)  出力時刻 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

 

（次紙参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-TIME ：184500 

   I-TYP  ：'X' 

   I-FORMAT： 

   '｢午ＯＺＨ時ＺＮ分ＺＳ秒｣' 

        ↓ 

   O-TIME ： 

   '｢午後△６時４５分△０秒｣' 

 

 2. I-TIME ：223000 

   I-TYP  ：'N' 

   I-FORMAT：'APHH:MN:SS' 

        ↓ 

   O-TIME ：'｣PM10:30:00' 

 

 3. I-TIME ：223000 

   I-TYP  ：'N' 

   I-FORMAT：'HH:MN:SS' 

        ↓ 

   O-TIME ：'｣23:30:00' 

 

 注:例は VOS3 版の場合で， 

'｢'は X'0A42'，'｣'は X'0A41'を表す。

 ＜注意事項＞ 

(1) 時刻の妥当性は，（時刻妥当性チェック（２４時間）：LXRPIE01）によりチェックする。返さ

れたリターンコードをそのまま本サブルーチンのリターンコードとする。エラーの場合は，

I-FORMAT をそのまま O-TIME に転記する。 

(2) 本サブルーチンより，（時刻妥当性チェック（２４時間）:LXRPIE01）および（半角→全角変

換:LXRPIC01）を呼び出す。 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIE11 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ１１ 

 

 時間処理  時刻編集 LXRCIE11 

 

1. I-FORMAT に対して以下の仕様で置換処理を行う。 

NO    置換規則 

1 

 

2 

 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

AP 

 

○ 

 

ＨＨ 

ＺＨ 

HH 

ZH 

ＭＮ 

ＺＮ 

MN 

ZN 

ＳＳ 

ＺＳ 

SS 

ZS 

 「時」が 0～11：'AM' 

 「時」12 以上：'PM'・・・・・・注（１） 

 「時」が 0～11：NC'前' 

 「時」12 以上：NC'後'・・・・・注（２） 

 「時」を全角変換したもの 

 「時」を Z9 編集し，全角変換したもの 

 「時」 

 「時」を Z9 編集したもの 

 「分」を全角変換したもの 

 「分」を Z9 編集し，全角変換したもの 

 「分」 

 「分」を Z9 編集したもの 

 「秒」を全角変換したもの 

 「秒」を Z9 編集し，全角変換したもの 

 「秒」 

 「秒」を Z9 編集したもの 

 

注(1) I-FORMAT 中に'AP'があり，「時」が 12 以上の場合， 

  「時」＝「時」－12 とする。 

注(2) I-FORMAT 中に'○'があり，'AP'がなく，「時」が 12 以上の場合， 

  「時」＝「時」－12 とする。 

 

2. VOS3 版では，編集された文字列に対して次の処理を行なう。 

2.1 I-TYP が'N'で文字列の先頭が機能キャラクタ(X'0A42')の場合，これを削除する。 

2.2 I-TYP が'N'で文字列の先頭が機能キャラクタ(X'0A42')ではない場合，先頭に機能キャラクタ

(X'0A41')を付加する。 

2.3 I-TYP が'N'で，文字列の最後の文字（その文字より後方に半角空白しかない文字）が機能キ

ャラクタ(X'0A41')の場合，これを削除する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ１２ 

 

 日時処理  日時加減算 

 （西暦１２時間単位） 

LXRCIE12 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD 9(8)  年月日 (YYYYMMDD) Ｉ 

03  I-TMAP 9(6)  時刻（12 時制） (hhmmss) Ｉ 

03  I-AP-KBN X(2)  ＡＭ・ＰＭ区分 Ｉ 

    'AM':午前,'PM':午後  

03  I-KKN 9(7)  期間 (DDDDDDD) Ｉ 

03  I-HRS 9(6)  時間 (hhmmss) Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分 Ｉ 

    '+':加算,'-':減算  

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMD 9(8)  年月日 (YYYYMMDD) Ｏ 

03  O-TMAP 9(6)  時刻（12 時制） (hhmmss) Ｏ 

03  O-AP-KBN X(2)  ＡＭ・ＰＭ区分 Ｏ 

    'AM':午前,'PM':午後  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力時刻のチェックを(時間妥当性チェック（12 時

間） :LXRPIE02)を用いて行い，エラーの場合，リターン

コードを返す。 

2. リターンコードがスペースの時，12 時間単位の西暦日

時と日時の加算または減算を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19890701 

   I-TMAP  ：012345 

   I-AP-KBN ：'AM' 

   I-KKN  ：0000005 

   I-HRS  ：123456 

   I-SHR-KBN：'+' 

        ↓ 

   O-YMD  ：19890706 

   O-TMAP  ：015841 

   O-AP-KBN ：'PM' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（時刻妥当性チェック（１２時間）:LXRPIE02），（２４時間単位→１

２時間単位時刻変換:LXRPIE05），（１２時間単位→２４時間単位時刻変換:LXRPIE06），（日

時加減算（西暦２４時間単位）:LXRPIE13）を呼び出す。 

(2) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 

(3) エラーの時，年月日，時刻には０，ＡＭ・ＰＭ区分にはスペースを返す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIE13 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ１３ 

 

 日時処理  日時加減算 

 （西暦２４時間単位） 

LXRCIE13 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMD 9(8)  年月日 (YYYYMMDD) Ｉ 

03  I-TIME 9(6)  時刻 (hhmmss) Ｉ 

03  I-KKN 9(7)  期間 (DDDDDDD) Ｉ 

03  I-HRS 9(6)  時間 (hhmmss) Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分 Ｉ 

    '+':加算,'-':減算  

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMD 9(8)  年月日 (YYYYMMDD) Ｏ 

03  O-TIME 9(6)  時刻 (hhmmss) Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE：正常  

    LXRED009：処理区分が'+''-'以外  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月日のチェックを(実在日チェック（西

暦）:LXRPIED01)を用いて行い，エラーの場合リターンコ

ードを返す。 

2. リターンコードがスペースの時，入力時刻及び入力時間

の チ ェ ッ ク を ( 時 刻 妥 当 性 チ ェ ッ ク （ ２ ４ 時

間）:LXRPIE01)を用いて行い，エラーの場合リターンコ

ードを返す。 

3. リターンコードがスペースの時，２４時間単位の西暦日

時と日時の加算または減算を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMD  ：19890701 

   I-TIME  ：123456 

   I-KKN  ：0000009 

   I-HRS  ：012345 

   I-SHR-KBN：'+' 

        ↓ 

   O-YMD  ：19890710 

   O-TIME  ：135841 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（実在日チェック（西暦）:LXRPID01）,（年月日算出（西暦年月日±日

数）:LXRPID11）,（時刻妥当性チェック（２４時間）:LXRPIE01）,（時間加算：LXRPIE09）,

（時間差算出：LXRPIE10）を呼び出す。 

(2) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 

(3) エラーの時，年月日，時刻には０を返す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIE14 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ１４ 

 

 日時処理  日時加減算 

（和暦１２時間単位） 

LXRCIE14 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA 9(7)  年月日（和暦）（NYYMMDD） Ｉ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成)  

03  I-TMAP 9(6)  時刻（１２時制）（hhmmss） Ｉ 

03  I-AP-KBN X(2)  ＡＭ・ＰＭ区分(AM:午前,PM:午後) Ｉ 

03  I-KKN 9(7)  期間（DDDDDDD） Ｉ 

03  I-HRS 9(6)  時間（hhmmss） Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分 (+:加算,-:減算) Ｉ 

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA 9(7)  年月日（和暦）（NYYMMDD） Ｏ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成)  

03  O-TMAP 9(6)  時刻（１２時制）（hhmmss） Ｏ 

03  O-AP-KBN X(2)  ＡＭ・ＰＭ区分(AM:午前,PM:午後) Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月日のチェックを(実在日チェック（和

暦）:LXRPID02)を用いて行い，エラーの場合リターンコ

ードを返す。 

2. リターンコードがスペースの時，１２時間単位の和暦日

時と日時の加算または減算を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：3630101 

   I-TMAP  ：111111 

   I-AP-KBN ：'AM' 

   I-KKN  ：0000031 

   I-HRS  ：022222 

   I-SHR-KBN：'+' 

        ↓ 

   O-YMDWA ：3630201 

   O-TMAP  ：013333 

   O-AP-KBN ：'PM' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（実在日チェック（和暦）:LXRPID02），（年月日変換（西暦→和

暦）:LXRPID05），（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06），（日時加減算（西暦１２時間単

位）:LXRPIE12）を呼び出す。 

(2) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 

(3) エラーの時，年月日，時刻には０，ＡＭ・ＰＭ区分にはスペースを返す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIE15 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ１５ 

 

 日時処理  日時加減算 

 （和暦２４時間単位） 

LXRCIE15 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-YMDWA 9(7)  年月日（和暦）（NYYMMDD） Ｉ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成)  

03  I-TIME 9(6)  時刻（hhmmss） Ｉ 

03  I-KKN 9(7)  期間（DDDDDDD） Ｉ 

03  I-HRS 9(6)  時間（hhmmss） Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分 (+:加算,-:減算) Ｉ 

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-YMDWA 9(7)  年月日（和暦）（NYYMMDD） Ｏ 

    (1:明治,2:大正,3:昭和,4:平成)  

03  O-TIME 9(6)  時刻（hhmmss） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力年月日のチェックを(実在日チェック（和

暦）:LXRPID02)を用いて行い，エラーの場合リターンコ

ードを返す。 

2. リターンコードがスペースの時，２４時間単位の和暦日

時と日時の加算または減算を行う。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-YMDWA ：3630101 

   I-TIME  ：111111 

   I-KKN  ：0000373 

   I-HRS  ：022222 

   I-SHR-KBN：'+' 

        ↓ 

   O-YMDWA ：4010108 

   O-TIME  ：133333 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（実在日チェック（和暦）:LXRPID02），（年月日変換（西暦→和

暦）:LXRPID05），（年月日変換（和暦→西暦）:LXRPID06），（日時加減算（西暦２４時間単

位）:LXRPIE13）を呼び出す。 

(2) サブルーチン呼び出しでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返す。 

(3) エラーの時，年月日，時刻には０を返す。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ１６ 

 

 時間処理  時間チェック LXRCIE16 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-HRS 9(8)  入力時間 Ｉ 

    形式:hhhhmmss        hhhh:時  

                         mm  :分  

                         ss  :秒  

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREF005:数字以外が入力された  

    LXREF003:分が不正  

    LXREF004:秒が不正  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 以下の順でチェックを行い，エラーの場合リターンコー

ドを返す。 

 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ

1 

2 

3 

時間が数字のみである 

｢分｣＜60 

｢秒｣＜60 

LXREE005

LXREE003

LXREE004

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-HRS  ：0000QQQQ 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXREE005' 

 

 2. I-HRS  ：00006000 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXREE003' 

 

 3. I-HRS  ：00000060 

      ↓ 

   O-RTN-CD：'LXREE004' 

 

 ＜注意事項＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ１７ 

 

 時間処理  時間（秒）→時間変換編集 LXRCIE17 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

03  I-SEC P(9)  入力時間（秒） Ｉ 

03  I-FORMAT X(100)  フォーマット Ｃ 

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-HRS X(100)  出力時間 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

処   理   基   準 例 

1. 以下の順でチェックを行い，エラーの場合該当するリタ

ーンコードを返す。 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ

1 

2 

3 

時間（秒）が数字のみである 

時間（秒）＞＝0 

時間（秒）＜36000000 

LXREE005

LXREE007

LXREE006

2. 上表項番 1 のチェックにおいてエラーでなければ時間

（秒）を時間に変換する。 

3. 上表項目 2 と 3 のチェックにおいてエラーであっても，

変換を行う（注意事項参照）。 

4. (時間編集:LXRPIE20)を用いて編集処理を行う。 

4.1 置換処理 

NO    置換規則 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

ＨＨＨＨ 

ＺＺＺＺ 

HHHH 

ZZZH 

ＨＨ 

ＺＨ 

HH 

ZH 

ＭＮ 

ＺＮ 

MN 

ZN 

ＳＳ 

ＺＳ 

SS 

ZS 

｢時｣を全角変換 

｢時｣を ZZZ9 編集，全角変換 

｢時｣ 

｢時｣を Z9 編集 

｢時｣下２桁を全角変換 

｢時｣下２桁を Z9 編集，全角変換 

｢時｣下２桁 

｢時｣下２桁を Z9 編集 

｢分｣を全角変換 

｢分｣を Z9 編集，全角変換 

｢分｣ 

｢分｣を Z9 編集 

｢秒｣を全角変換 

｢秒｣を Z9 編集，全角変換 

｢秒｣ 

｢秒｣を Z9 編集 

4.2 機能キャラクタ処理 

(LXRPIE20 参照) 

 1. I-SEC  ：000003661 

   I-TYP  ：'N' 

   I-FORMAT： 

   '｢ＨＨＨＨ:ＭＮ:ＳＳ｣' 

      ↓ 

   O-HRS  ： 

   '０００１：０１：０１' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-SEC  ：-035999999 

   I-TYP  ：'N' 

   I-FORMAT： 

   '｢ＨＨＨＨ:ＭＮ:ＳＳ｣' 

      ↓ 

   O-HRS  ： 

   '９９９９：５９：５９' 

   O-RTN-CD：'LXREE007' 

 

 3. I-SEC  ：036003661 

   I-TYP  ：'N' 

   I-FORMAT： 

   '｢ＺＺＺＨ:ＺＮ:ＺＳ｣' 

      ↓ 

   O-HRS  ： 

   '△△△１：△１：△１' 

   O-RTN-CD：'LXREE006' 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 上表チェック項番２によってエラーと判定されると，入力データが正の数であるとして変換を

行い，リターンコードに'LXREE007'を送る。 

(2) 上表チェック項番３によってエラーと判定されると，リターンコードに'LXREE006'を送った後

に変換を行うが，その際桁あふれを生じる。 

(3) 本サブルーチンより，（時間（秒）→時間変換:LXRPIE19），（時間編集:LXRPIE20）を呼ぶ。

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ１８ 

 

 時間処理  時間→時間（秒）変換 LXRCIE18 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-HRS 9(8,2)  入力時間 Ｉ 

    形式:hhhhmmssvv   hhhh:時   

                      mm  :分  

                      ss  :秒  

                      vv  :1/100 秒  

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-SEC P(9,2)  出力時間（秒） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力時間が数字のみでない場合，リターンコードに

'LXREE005'を返す。（項番１） 

2. リターンコードがスペースの時入力時間のチェックを

(時間チェック:LXRPIE16)を用いて行い，エラーの場合リ

ターンコードを返す（項番２～３）。 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ

1 

2 

3 

時間が数字のみである 

｢分｣＜60 

｢秒｣＜60 

LXREE005

LXREE003

LXREE004

 

3. エラーでなければ，入力時間を秒に変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-HRS  ：0000QQQQ.00 

      ↓ 

   O-SEC  ：000000000.00 

   O-RTN-CD：'LXREE005' 

 

 2. I-HRS  ：00006000.00 

      ↓ 

   O-SEC  ：000000000.00 

   O-RTN-CD：'LXREE003' 

 

 3. I-HRS  ：00000060.00 

      ↓ 

   O-SEC  ：000000000.00 

   O-RTN-CD：'LXREE004' 

 

 4. I-HRS  ：00010101.01 

      ↓ 

   O-SEC  ：000003661.01 

   O-RTN-CD：SPACE 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（時間チェック:LXRPIE16）を呼び出す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ１９ 

 

 時間処理  時間（秒）→時間変換 LXRCIE19 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-SEC P(9,2)  入力時間（秒） Ｏ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-HRS 9(8,2)  出力時間 Ｏ 

    形式:hhhhmmssvv   hhhh:時   

                      mm  :分  

                      ss  :秒  

                      vv  :1/100 秒  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

処   理   基   準 例 

1. 以下の順でチェックを行い，エラーの場合該当するリタ

ーンコードを返す。 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ

1 

2 

3 

時間（秒）が数字のみである 

時間（秒）＞＝0 

時間（秒）＜36000000.00 

LXREE005

LXREE007

LXREE006

 

2. エラーでなければ時間(秒)を時間に変更する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-SEC  ：036003661.01 

      ↓ 

   O-HRS  ：00000000.00 

   O-RTN-CD：'LXREE006' 

 

 2. I-SEC  ：-035999999.99 

      ↓ 

   O-HRS  ：00000000.00 

   O-RTN-CD：'LXREE007' 

 

 3. I-SEC  ：0000QQQQQ.00 

      ↓ 

   O-HRS  ：00000000.00 

   O-RTN-CD：'LXREE005' 

 

 3. I-SEC  ：000003661.01 

      ↓ 

   O-HRS  ：00010101.01 

   O-RTN-CD：SPACE 

 ＜注意事項＞ 

(1) 上表項番２のチェックによってエラーと判定されると，変換せずに終了し，リターンコードに

'LXREE007'を送る。出力時間には０を返す。 

(2) 上表項番３のチェックによってエラーと判定されると，変換せずに終了し，リターンコードに

'LXREE006'を送る。出力時間には０を返す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＥ２０ 

 

 時間処理  時間編集 LXRCIE20 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

03  I-HRS 9(8)  入力時間 Ｉ 

    形式:hhhhmmss        hhhh:時  

                         mm  :分  

                         ss  :秒  

03  I-FORMAT X(100) フォーマット Ｃ 

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-HRS X(100)  出力時間 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

処   理   基   準 例 

1. I-FORMAT に対して以下の仕様で置換処理を行う。 

NO    置換規則 

1 

2 

3 

4 

5 

6 

7 

8 

9 

10 

11 

12 

13 

14 

15 

16 

ＨＨＨＨ 

ＺＺＺＺ 

HHHH 

ZZZH 

ＨＨ 

ＺＨ 

HH 

ZH 

ＭＮ 

ＺＮ 

MN 

ZN 

ＳＳ 

ＺＳ 

SS 

ZS 

｢時｣を全角変換 

｢時｣を ZZZ9 編集，全角変換 

｢時｣ 

｢時｣を Z9 編集 

｢時｣下２桁を全角変換 

｢時｣下２桁を Z9 編集，全角変換 

｢時｣下２桁 

｢時｣下２桁を Z9 編集 

｢分｣を全角変換 

｢分｣を Z9 編集，全角変換 

｢分｣ 

｢分｣を Z9 編集 

｢秒｣を全角変換 

｢秒｣を Z9 編集，全角変換 

｢秒｣ 

｢秒｣を Z9 編集 

2. VOS3版では，編集された文字列に対して次の処理を行う。

2.1 I-TYPが'N'で文字列の先頭が機能ｷｬﾗｸﾀ(X'0A42')の場

合，これを削除する。 

2.2 I-TYPが'N'で文字列の先頭が機能ｷｬﾗｸﾀ(X'0A42')では

ない場合，先頭に機能ｷｬﾗｸﾀ(X'0A41)を付加する。 

2.3 I-TYP が'N'で文字列の最後の文字が機能ｷｬﾗｸﾀ

(X'0A41')の場合，これを削除する。 

 1. I-HRS  ：01234500 

   I-TYP  ：'X' 

   I-FORMAT： 

   '｢ＺＺＺＨ：ＭＮ：ＳＳ｣' 

      ↓ 

   O-HRS  ： 

   '｢ １２３：４５：００｣' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-HRS  ：00010101 

   I-TYP  ：'N' 

   I-FORMAT：'HHHH:MN:SS' 

      ↓ 

   O-HRS  ：'｣0001:01:01 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

注:例は VOS3 版の場合で， 

'｢'は'X0A42', 

'｣'は X'0A41'を表す。 

＜注意事項＞ 

(1) (時間チェック:LXRPIE16)により，入力時間の妥当性をチェックし，リターンコードをそのまま

本サブルーチンのリターンコードとする。エラーのときはフォーマットをそのまま出力時間に

転記する。 

(2) 本サブルーチンより，(半角→全角変換:LXRPIC01)，(時間チェック:LXRPIE16)を呼び出す。 

(3) 2.3 において，「文字列の最後の文字」とはその文字より後方にスペースしか存在していない

文字を指す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ０１ 

 

 項目処理  氏名（漢字）チェック LXRCIF01 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-SHMKJ N(10)  氏名(漢字) Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分 Ｃ 

       '1':空白を全角空白にする  

     その他:空白を半角空白にする  

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-SHMKJ N(10)  氏名(漢字) Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREB001:全角文字として正しくない  

    LXREF001:スペースが間にない  

    LXREF002:スペースが２箇所以上ある  

    LXREF005:全てがスペースである  

     

処   理   基   準 例 

1. 入力した氏名(漢字)のチェックをする。 

1.1 I-SHMKJ を（漢字コードチェック:LXRPIB01）を呼び，

チェックする。 

1.2 リターンコードがスペースの時，I-SHMKJ 内のスペー

スの箇所を数えてチェックする。 

2. エラーでなければ以下の編集処理を行う。 

2.1 処理区分が'1'の時半角空白を全角空白に置換する。

その他のとき全角空白を半角空白に置換する。 

2.2 出力する氏名(漢字)は氏と名の間を空白１文字(空白

の種類は処理区分に従う)にし，氏の前のスペースは左

詰めにして除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-SHMKJ ：'△△山田△太郎' 

   I-SHR-KBN：SPACE 

      ↓ 

   O-SHMKJ ：'山田△太郎' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから(漢字コードチェック:LXRPIB01),(漢字データ左詰め:LXRPIB04),(不要空

白削除(漢字データ):LXRPIB09),(漢字データ有効桁数算出:LXRPIB07),(全角空白→半角空白

置換:LXRPIB13),(半角空白→全角空白置換:LXRPIB14)を呼び出す。 

(2) エラーの場合，I-SHMKJ をそのまま O-SHMKJ に転記する。 

(3) 入力する氏名(漢字)の空白は，半角２文字・全角１文字のどちらでも可。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ０２ 

 

 項目処理  氏名（半角カナ）チェック LXRCIF02 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-SHMKN X(20)  氏名(半角カナ) Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-SHMKN X(20)  氏名(半角カナ) Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREA007:半角文字コード以外あり  

    LXREF001:スペースが間にない  

    LXREF002:スペースが２箇所以上ある  

    LXREF005:全てがスペースである  

     

処   理   基   準 例 

1. 入力した氏名(半角カナ)のチェックをする。 

1.1 I-SHMKN を（文字コードチェック:LXRPIA01）を呼び，

チェックする。 

1.2 リターンコードがスペースの時，I-SHMKN 内のスペー

スの箇所を数えてチェックする。 

2. エラーでなければ以下の編集処理を行う。 

2.1 出力する氏名(半角カナ)は氏と名の間をスペース１

文字にし，氏の前のスペースは左詰めにして除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-SHMKN ：'AAﾔﾏﾀﾞAﾀﾛｳ' 
      ↓ 

   O-SHMKN ：'ﾔﾏﾀﾞAﾀﾛｳ' 
   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（文字コードチェック:LXRPIA01），（文字列左詰め:LXRPIA06），（不要

空白削除:LXRPIA16），（有効桁数算出:LXRPIA09）を呼び出す。 

(2) 半角カナ以外の文字でも，半角文字として正しければエラーとはしない。 

(3) 氏名(半角カナ)の属性は，EUC 対応版では X(40)，Unicode 対応版では X(60)である。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ０３ 

 

 項目処理  氏名（漢字）分離編集 LXRCIF03 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-SHMKJ N(10)  氏名（漢字） Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分 Ｃ 

        '1':空白を全角空白にする  

     その他:空白を半角空白にする  

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-SHKJ N(10)  氏（漢字） Ｏ 

03  O-NMKJ N(10)  名（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREB001:全角文字コード以外あり  

    LXREF001:スペースが間にない  

    LXREF002:スペースが２箇所以上ある  

    LXREF005:全てがスペースである  

処   理   基   準 例 

1. I-SHMKJ を（氏名(漢字)チェック:LXRPIF01）を呼び，

チェックする。 

2. リターンコードがスペースのとき，氏名(漢字)の分離編

集をする。 

2.1 氏名(漢字)を氏(漢字)と名(漢字)に分離する。スペー

スで区切られた前半を O-SHKJ,後半を O-NMKJ に転記す

る。 

＊氏名(漢字)のスペースは全角１個，半角２個のどちら

でも可。 

＊氏名(漢字)の左端のスペースは，左詰めする。(氏と

名の区切りとはみなさない) 

＊ 氏(漢字)，名(漢字)のスペースの種類は処理区分に

従う。 

 

 

 

 

 

 

 1. I-SHMKJ ：'△山田△太郎' 

   I-SHR-KBN：SPACE 

      ↓ 

   O-SHKJ  ：'山田' 

   O-NMKJ  ：'太郎' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから,(全角空白→半角空白置換:LXRPIB13),(半角空白→全角空白置

換:LXRPIB14),(氏名(漢字)チェック:LXRPIF01)を呼び出す。 

(2) サブルーチンでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，氏(漢字)，名(漢字)に

はスペースを返す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ０４ 

 

 項目処理  氏名（半角カナ）分離編集 LXRCIF04 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-SHMKN X(20)  氏名（半角カナ） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-SHKN X(20)  氏（半角カナ） Ｏ 

03  O-NMKN X(20)  名（半角カナ） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREA007:半角文字コード以外あり  

    LXREF001:スペースが間にない  

    LXREF002:スペースが２ヶ所以上ある  

    LXREF005:全てがスペースである  

処   理   基   準 例 

1. I-SHMKN を（氏名(半角カナ)チェック:LXRPIF02）を呼

び，チェックする。 

2. リターンコードがスペースのとき，氏名(半角カナ)の分

離編集をする。 

2.1 氏名(半角カナ)を氏(半角カナ)と名(半角カナ)に分

離する。スペースで区切られた前半を O-SHKN,後半を

O-NMKN に転記する。 

＊氏名(半角カナ)の左端のスペースは，左詰めする。(氏

と名の区切りとはみなさない) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-SHMKN ：'AAﾋﾀﾁAﾀﾛｳ' 
      ↓ 

   O-SHKN  ：'ﾋﾀﾁ' 

   O-NMKN  ：'ﾀﾛｳ' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（氏名（半角カナ）チェック:LXRPIF02）を呼び出す。 

(2) サブルーチンでエラーとなった場合，リターンコードをそのまま返し，氏(半角カナ)，名(半

角カナ)にはスペースを返す。 

(3) 氏名（半角カナ），氏（半角カナ），名（半角カナ）の属性は，EUC 対応版では X(40)，Unicode

対応版では X(60)である。 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＩＦ０５ 

 

 項目処理  氏名（漢字）結合編集 LXRCIF05 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-SHKJ N(10)  氏（漢字） Ｉ 

03  I-NMKJ N(10)  名（漢字） Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分 Ｃ 

       '1':空白を全角空白にする  

     その他：空白を半角空白にする  

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-SHMKJ N(10)  氏名（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREB001:全角文字コード以外あり  

    LXREF003:切り捨てが発生した  

    LXREF005:全てがスペースである  

     

     

処   理   基   準 例 

1. I-SHKJ，I-NMKJ を（漢字コードチェック:LXRPIB01）を

呼びチェックする。 

2. リターンコードがともにスペースの場合，氏名(漢字)

の結合編集をする。 

2.1 氏(漢字)と名(漢字)を結合する。 

氏名(漢字)は 

 氏＋空白１文字＋名＋空白ｎ文字 

となるように編集する。 

2.2 氏名(漢字)の空白の種類は処理区分に従う。 

 

＊LXREF003：氏名が長すぎる場合は，超えた分を切り捨て

て氏名(漢字)にセットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-SHKJ  ：'日立' 

   I-NMKJ  ：'花子' 

   I-SHR-KBN：SPACE 

      ↓ 

   O-SHMKJ ：'日立△花子' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 2. I-SHKJ  ：'日立' 

   I-NMKJ  ：'花子' 

   I-SHR-KBN：'1' 

      ↓ 

   O-SHMKJ ：'日立▲花子' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

  △：半角空白２個 

  ▲：全角空白１個 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 氏(漢字)，名(漢字)のそれぞれの空白は削除する。 

(2) 本サブルーチンから,(漢字コードチェック:LXRPIB01),(空白削除(漢字データ):LXRPIB08),(全

角空白→半角空白置換:LXRPIB13),(半角空白→全角空白置換:LXRPIB14)を呼び出す。 

(3) エラーの場合，氏名(漢字)にはスペースを返す。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ０６ 

 

 項目処理  氏名（半角カナ）結合編集 LXRCIF06 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-SHKN X(20)  氏（半角カナ） Ｉ 

03  I-NMKN X(20)  名（半角カナ） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-SHMKN X(20)  氏名（半角カナ） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREA007:半角文字コード以外あり  

    LXREF003:切り捨てが発生した  

    LXREF005:全てがスペースである  

     

     

処   理   基   準 例 

1. I-SHKN，I-NMKN を（文字コードチェック:LXRPIA01）を

呼びチェックする。 

2. リターンコードがともにスペースの場合，氏名(半角カ

ナ)の結合編集をする。 

2.1 氏(半角カナ)と名(半角カナ)を結合する。 

氏名(半角カナ)は 

 氏＋半角空白１文字＋名＋半角空白ｎ文字  

となるように編集する。 

 

＊LXREF003：氏名が長すぎる場合は，超えた分を切り捨て

て氏名(半角カナ)にセットする。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-SHKN  ：'ﾋﾀﾁ' 

   I-NMKN  ：'ﾀﾛｳ' 

      ↓ 

   O-SHMKN ：'ﾋﾀﾁAﾀﾛｳ' 
   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 氏(半角カナ)，名(半角カナ)のそれぞれの空白は削除する。 

(2) 本サブルーチンから，（文字コードチェック:LXRPIA01），（空白削除:LXRPIA15）を呼び出す。

(3) 氏名（半角カナ），氏（半角カナ），名（半角カナ）の属性は，EUC 対応版では X(40)，Unicode

対応版では X(60)である。 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 

LXRPIF07 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ０７ 

 

 項目処理  郵便番号チェック／入力編集 LXRCIF07 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-ZIPCD X(6)  郵便番号 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-ZIPCD X(5)  郵便番号 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREF004:入力データの形式不正  

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1.郵便番号のチェックを行う。 

1.1 入力として正しいのは， 

［数字３桁］ 

［数字５桁］ 

［数字３桁 ＋ '-' ＋ 数字２桁］ 

［数字３桁 ＋ 'A' ＋ 数字４桁］ 

の４通りとする。 

（前後のスペースはあってもよい。） 

2. 郵便番号が正しければ，以下の編集を行う。 

2.1 I-ZIPCD が数字３桁または５桁の場合は，左詰めする。

2.2 I-ZIPCD が数字の間に'-'または空白を含む場合は， 

それを取り除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-ZIPCD ：'102-99' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'10299' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（文字列左詰め:LXRPIA06），（指定文字列削除:LXRPIA14），（空白削

除:LXRPIA15）を呼び出す。 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ０８ 

 

 項目処理  郵便番号チェック／出力編集 LXRCIF08 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-ZIPCD X(5)  郵便番号 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-ZIPCD X(6)  郵便番号 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREF004:入力データの形式不正  

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1.郵便番号のチェックを行う。 

1.1 入力として正しいのは， 

［数字３桁＋空白２桁］ 

［数字５桁］ 

の２通りとする。 

1.2 その他はエラーとする。I-ZIPCD をそのまま O-ZIPCD

に転記し，エラーコード'LXREF004'をリターンコードと

して返す。 

2.郵便番号が正しければ，以下の編集を行う。 

2.1 I-ZIPCD が数字３桁の場合は，I-ZIPCD をそのまま

O-ZIPCD に転記する。 

2.2 I-ZIPCD が数字５桁の場合は， 

   ｢先頭の３桁｣＋'-'＋｢残りの２桁｣ 

 となるようにする。 

 

 

 

 

 

 1. I-ZIPCD ：'00101' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'001-01' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-ZIPCD ：'123' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'123' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-ZIPCD ：'1234' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'1234' 

   O-RTN-CD：'LXREF004' 

 

 ＜注意事項＞ 

 

 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ０９ 

 

 項目処理  金額編集 LXRCIF09 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-TYP X(1)  タイプ ＯＴ 

    （'X','Z','N'に限定）  

03  I-LENG 9(2)  長さ ＯＬ 

    (ﾀｲﾌﾟが'X','Z'：1 以上 60 以下に限定  

        'N'  ：1 以上 30 以下に限定)  

03  I-MINUS-CHR X(6)  マイナスキャラクタ Ｃ 

03  I-KNGK P(18)  入力金額 Ｉ 

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-KNGK X(60)  出力金額 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREF006:NUMERIC エラー  

    LXREF009:タイプが'X','Z','N'以外  

    LXREF004:入力データ不正  

    LXREF008:機能キャラクタ不正  

    LXREF007:頭切れが起こった  

処   理   基   準 例 

 

（次紙参照） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-TYP   ：'X' 
   I-LENG   ：5 
   I-MINUS-CHR：'-' 
   I-KNGK   ：-123 
      ↓ 
   O-KNGK   ：'A-123' 
   O-RTN-CD  ：SPACE 
 
 2. I-TYP   ：'Z' 
   I-LENG   ：5 
   I-MINUS-CHR：'-' 
   I-KNGK   ：123456 
      ↓ 
   O-KNGK   ：'3,456' 
   O-RTN-CD  ：'LXREF007' 
 
 3. I-TYP   ：'N' 
   I-LENG   ：4 
   I-MINUS-CHR：'▲' 
   I-KNGK   ：-12 
      ↓ 
   O-KNGK   ：'△▲１２' 
   O-RTN-CD  ：SPACE 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから,(文字列右詰め:LXRPIA07),(空白削除:LXRPIA15),(半角→全角変

換:LXRPIC01),(漢字データ右詰め:LXRPIB05),(空白削除(漢字データ):LXRPIB08)を呼び出す。

(2) リターンコードがスペースでない場合，出力金額にはスペースを返す。ただし，リターンコー

ドが'LXREF007'の場合は処理を続行し，出力金額には編集結果文字列をそのまま返す。 

(3) EUC 対応版，Unicode 対応版で出力金額に半角カナが含まれる場合，文字数は実バイト長(EUC：

２バイト/文字，Unicode：３バイト/文字)で指定する。 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ０９ 

 

 項目処理  金額編集 LXRCIF09 

 

1. 以下の順でチェックを行う。 

NO チェック ﾘﾀｰﾝｺｰﾄﾞ 

1 

2 

3 

長さ，金額が数字のみである 

1≦長さ≦60(30) 

タイプが'X','Z','N'のどれかである 

LXREF006 

LXREF004 

LXREF009 

エラーの場合，出力金額はスペースとする。 

 

2. タイプが'X'の場合，以下の処理を行う。 

2.1 入力金額を ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZZ,ZZ9 編集する。 

2.2 マイナスキャラクタの先頭と末尾が X'0A42'，X'0A41'の場合 

入力金額が負数の場合，数値の前方にマイナスキャラクタを付加する。 

入力金額が正数の場合，数値の後方に X'0A41'２個を付加する（出力位置を揃えるため）。 

2.3 マイナスキャラクタ中に機能キャラクタが存在しない場合 

入力金額が負数の場合，数値の前方にマイナスキャラクタを付加する。 

2.4 マイナスキャラクタ中に機能キャラクタが不正に存在する場合(*1) 

リターンコードに'LXREF008'を送る。 

出力金額に SPACE を送る。 

2.5 （文字列右詰め:LXRPIA07）を用いて長さ（I-LENG）に合わせて編集する。この際文字列の頭

切れを起こすとリターンコードに'LXREF007'を送る。 

 

3. タイプが'Z'の場合，以下の処理を行う。 

3.1 入力金額を----,---,---,---,---,--9 編集する。 

3.2 （文字列右詰め:LXRPIA07）を用いて長さ（I-LENG）に合わせて編集する。この際文字列の頭

切れを起こすとリターンコードに'LXREF007'を送る。 

 

4. VOS3 版ではタイプが'N'の場合，以下の処理を行う。 

4.1 入力金額を ZZZZZZZZZZZZZZZZZ9 編集する。 

4.2 マイナスキャラクタの先頭と末尾が X'0A42'，X'0A41'の場合 

入力金額が負数の場合，数値の前方にマイナスキャラクタの中央２バイトを付加する。 

4.3 マイナスキャラクタ中に機能キャラクタが存在しない場合 

入力金額が負数の場合，数値の前方にマイナスキャラクタを付加する。 

入力金額が正数の場合，数値の後方に X'0A41'２個を付加する（出力位置を揃えるため）。 

4.4 マイナスキャラクタ中に機能キャラクタが不正に存在する場合(*1) 

リターンコードに'LXREF008'を送る。 

出力金額に SPACE を送る。 

4.5 （半角→全角変換:LXRPIC01）を用いて全角コードに変換する。 

4.6 （漢字データ右詰め:LXRPIB05）を用いて長さ（I-LENG）に合わせて編集する。この際文字列

の頭切れを起こすとリターンコードに'LXREF007'を送る。 

 

4. PC・UNIX 版ではタイプが'N'の場合，以下の処理を行う。 

4.1 入力金額を ZZZZZZZZZZZZZZZZZ9 編集する。 

4.2 （半角→全角変換:LXRPIC01）を用いて全角コードに変換する。 

4.3 入力金額が負数の場合，数値の前方にマイナスキャラクタを付加する。 

4.4 （文字列右詰め:LXRPIA07）を用いて長さ（I-LENG）に合わせて編集する。この際文字列の頭

切れを起こすとリターンコードに'LXREF007'を送る。 

 

*1：マイナスキャラクタの先頭に X'0A42'があるが後方に X'0A41'がない，または先頭に

X'0A42'がないが後方に X'0A41'がある場合。 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ１０ 

 

 項目処理  郵便番号チェック／入力編集 

（５桁及び７桁） 

LXRCIF10 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-ZIPCD X(8)  郵便番号 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-ZIPCD X(7)  郵便番号 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREF004:入力データの形式が不当  

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （郵便番号チェック／入力編集（７桁）：LXRPIF12）を

呼び出して，郵便番号の７桁チェックを行う。リターン

コードがスペースなら，出力を O-ZIPCD に設定する。 

2. リターンコードがスペースでない場合，以下の処理を行

なう。 

2.1 （郵便番号チェック／入力編集：LXRPIF07）を呼び出

して，リターンコードがスペースなら，出力を O-ZIPCD

に設定する。 

2.2 2.1 の結果リターンコードがスペースでないとき，エ

ラーコード'LXREF004'をリターンコードとして返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-ZIPCD ：'123-4567' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'1234567' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-ZIPCD ：'123 4567' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'1234567' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-ZIPCD ：'102-99' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'10299' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（郵便番号チェック／入力編集（７桁）:LXRPIF12），（郵便番号チェッ

ク／入力編集:LXRPIF07）を呼び出す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ１１ 

 

 項目処理  郵便番号チェック／出力編集 

(５桁及び７桁） 

LXRCIF11 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-ZIPCD X(7)  郵便番号 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-ZIPCD X(8)  郵便番号 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREF004:入力データの形式が不当  

    LXREF010:入力データの形式が不当  

         (郵便番号７桁）  

     

     

処   理   基   準 例 

1. （郵便番号チェック／出力編集（７桁）：LXRPIF13）を

呼び出して，郵便番号の７桁チェックする。リターンコ

ードがスペースなら，出力を O-ZIPCD に設定する。 

2.リターンコードがスペースでない場合，以下の処理を行

なう。 

2.1 I-ZIPCD の 6,7 桁目が全てスペースであるかチェック

する。 

(1) 6,7 桁目が全てスペースである場合 

（郵便番号チェック／出力編集：LXRPIF08）を呼び出

して，リターンコードがスペースなら，出力をO-ZIPCD

に設定する。リターンコードがスペースでないとき，

I-ZIPCD をそのまま O-ZIPCD に転記し，エラーコード

'LXREF004'をリターンコードとして返す。 

(2) 6,7 桁目がスペースでない場合 

I-ZIPCD をそのまま O-ZIPCD に転記し，エラーコード

'LXREF010'をリターンコードとして返す。 

 

 

 

 1. I-ZIPCD ：'00101' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'001-01' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-ZIPCD ：'0010101' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'001-0101' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（郵便番号チェック／出力編集（７桁）:LXRPIF13），（郵便番号チェッ

ク／出力編集:LXRPIF08）を呼び出す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ１２ 

 

 項目処理  郵便番号チェック／入力編集 

 (７桁) 

LXRCIF12 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-ZIPCD X(8)  郵便番号（７桁） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-ZIPCD X(7)  郵便番号（７桁） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREF010:入力データの形式不正  

         （郵便番号７桁）  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. （文字列左詰め：LXRPIA06）を呼び出して，郵便番号を

左詰めする。 

2. 郵便番号のチェックを行なう。 

2.1 入力が以下の３通りのとき，次の処理を行なう。 

［数字７桁 ＋ ' ' ］ 

［数字３桁 ＋ '-' ＋ 数字４桁］ 

［数字３桁 ＋ ' ' ＋ 数字４桁］ 

(1) I-ZIPCD が数字の間に'-'または空白を含む場合は， 

それを取り除き，出力する。 

2.2 入力がどれにもあてはまらないとき，エラーコード

'LXREF010'をリターンコードとして返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-ZIPCD ：'123-4567' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'1234567' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-ZIPCD ：'123 4567' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'1234567' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから（文字列左詰め:LXRPIA06），（指定文字列削除:LXRPIA14），（空白削

除:LXRPIA15）を呼び出す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ１３ 

 

 項目処理  郵便番号チェック／出力編集 

 (７桁) 

LXRCIF13 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-ZIPCD X(7)  郵便番号（７桁） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-ZIPCD X(8)  郵便番号（７桁） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREF010:入力データの形式不正  

         （郵便番号７桁）  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1.郵便番号のチェックを行なう。 

1.1 入力が以下のとき，次の処理を行なう。 

［数字７桁］ 

(1) I-ZIPCD を［先頭の３桁 ＋ '-' ＋ 残りの４桁］と

なるようにし，O-ZIPCD に設定する。 

1.2 入力がどれにもあてはまらないとき，I-ZIPCD をその

まま O-ZIPCD に転記し，エラーコード'LXREF010'をリタ

ーンコードとして返す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-ZIPCD ：'0010101' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'001-0101' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-ZIPCD ：'12345  ' 

      ↓ 

   O-ZIPCD ：'12345  ' 

   O-RTN-CD：'LXREF010' 

 

 ＜注意事項＞ 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ１４ 

 

 項目処理  氏名(漢字)チェック 

 （含外字） 

LXRCIF14 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-SHMKJ N(10)  氏名(漢字) Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分  Ｃ 

       '1':空白を全角空白にする  

     その他:空白を半角空白にする  

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-SHMKJ N(10)  氏名(漢字) Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREB006:全角文字（含外字）コード  

        以外あり  

    LXREF001:スペースが間にない  

    LXREF002:スペースが２ヶ所以上ある  

    LXREF005:全てがスペースである  

処   理   基   準 例 

1. 入力した氏名(漢字)のチェックをする。 

1.1 I-SHMKJ を（漢字コードチェック(含外字):LXRPIB02）

を呼び出し，チェックする。 

1.2 リターンコードがスペースの時，I-SHMKJ 内のスペー

スの数を数えてチェックする。 

2. エラーでなければ以下の編集処理を行なう。 

2.1 処理区分が'1'の時半角空白を全角空白に置換する。

その他のとき全角空白を半角空白に置換する。 

2.2 出力する氏名(漢字)は氏と名の間を空白１文字(空白

の種類は処理区分に従う)にし，氏の前のスペースは左

詰めにして除く。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-SHMKJ ：'△△山田△太郎' 

   I-SHR-KBN：SPACE 

      ↓ 

   O-SHMKJ ：'山田△太郎' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから(漢字コードチェック(含外字):LXRPIB02),(漢字データ左詰

め :LXRPIB04),( 不 要 空 白 削 除 ( 漢 字 デ ー タ ):LXRPIB09),( 漢 字 デ ー タ 有 効 桁 数 算

出:LXRPIB07),(全角空白→半角空白置換:LXRPIB13),(半角空白→全角空白置換:LXRPIB14)を

呼び出す。 

(2) エラーの場合，I-SHMKJ をそのまま O-SHMKJ に転記する。 

(3) 入力する氏名(漢字)の空白は，半角２文字・全角１文字のどちらでも可。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ１５ 

 

 項目処理  氏名(漢字)分離編集 

 （含外字） 

LXRCIF15 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-SHMKJ N(10)  氏名（漢字） Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分 Ｃ 

        '1':空白を全角空白にする  

     その他:空白を半角空白にする  

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-SHKJ N(10)  氏（漢字） Ｏ 

03  O-NMKJ N(10)  名（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREB006:全角文字(含外字)コード以外あり  

    LXREF001:スペースが間にない  

    LXREF002:スペースが２ヶ所以上ある  

    LXREF005:全てがスペースである  

処   理   基   準 例 

1. I-SHMKJ を（氏名(漢字)チェック（含外字）:LXRPIF14）

を呼出しチェックする。 

2. リターンコードがスペースのとき，氏名(漢字)の分離編

集をする。 

2.1 入力した氏名(漢字)を氏(漢字)と名(漢字)に分離す

る。スペースで区切られた前半を O-SHKJ,後半を O-NMKJ

に転記する。 

＊入力する氏名(漢字)のスペースは全角１個，半角２個

のどちらでも可。 

＊入力する氏名(漢字)の左端のスペースは，左詰めす

る。(氏と名の区切りとはみなさない) 

＊出力する氏(漢字)と名(漢字)のスペースの種類は処

理区分に従う。 

 

 

 

 

 

 

 1. I-SHMKJ ：'△山田△太郎' 

   I-SHR-KBN：SPACE 

      ↓ 

   O-SHKJ  ：'山田' 

   O-NMKJ  ：'太郎' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 本サブルーチンから，（全角空白→半角空白置換:LXRPIB13），（半角空白→全角空白置

換:LXRPIB14），（氏名（漢字）チェック（含外字）:LXRPIF14）を呼び出す。 

(2) エラーの場合，リターンコードをそのまま返し，氏(漢字)，名(漢字)にはスペースを返す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＦ１６ 

 

 項目処理  氏名(漢字)結合編集 

 （含外字） 

LXRCIF16 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-SHKJ N(10)  氏（漢字） Ｉ 

03  I-NMKJ N(10)  名（漢字） Ｉ 

03  I-SHR-KBN X(1)  処理区分 Ｃ 

       '1':空白を全角空白にする  

     その他：空白を半角空白にする  

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-SHMKJ N(10)  氏名（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常  

    LXREB006:全角文字（含外字）コード  

         以外あり  

    LXREF003:切り捨てが発生した  

    LXREF005:全てがスペースである  

     

処   理   基   準 例 

1. I-SHKJ， I-NMKJ を（漢字コードチェック（含外

字）:LXRPIB02）を呼びチェックする。 

2. リターンコードがともにスペースの場合，氏名(漢字)

の結合編集をする。 

2.1 入力した氏(漢字)と名(漢字)を結合する。 

出力する氏名(漢字)は 

 氏＋空白１文字＋名＋空白ｎ文字  

となるように編集する。 

2.2 出力する氏名(漢字)の空白の種類は処理区分に従う。

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-SHKJ  ：'日立' 

   I-NMKJ  ：'花子' 

   I-SHR-KBN：SPACE 

      ↓ 

   O-SHMKJ ：'日立△花子' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 2. I-SHKJ  ：'日立' 

   I-NMKJ  ：'花子' 

   I-SHR-KBN：'1' 

      ↓ 

   O-SHMKJ ：'日立▲花子' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

  △：半角空白２個 

  ▲：全角空白１個 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 入力した氏(漢字)，名(漢字)のそれぞれの空白は削除する。 

(2) 本サブルーチンから,(漢字コードチェック(含外字):LXRPIB02),(空白削除(漢字デー

タ):LXRPIB08),(全角空白→半角空白置換:LXRPIB13),(半角空白→全角空白置換:LXRPIB14)を

呼び出す。 

(3) エラーの場合，氏名(漢字)にはスペースを返す。 

(4) 氏名が長すぎる場合は，超えた分を切り捨てて氏名(漢字)にセットする。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＧ０１ 

 

コード変換  性別コードチェック／変換 LXRCIG01 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-SEX-CD X(1)  性別コード Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-SEX-AL X(6)  性別（英字） Ｏ 

03  O-SEX-KJ N(1)  性別（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREG001:コード変換エラー  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ＪＩＳコード表により性別コードを変換する。 

（JIS X 0303） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-SEX-CD：'1' 

      ↓ 

   O-SEX-AL：'MALE' 

   O-SEX-KJ：'男' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-SEX-CD：'2' 

      ↓ 

   O-SEX-AL：'FEMALE' 

   O-SEX-KJ：'女' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-SEX-CD：'3' 

      ↓ 

   O-SEX-AL：SPACE 

   O-SEX-KJ：SPACE 

   O-RTN-CD：'LXREG001' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) エラーの場合，性別(英字)，性別(漢字)にはスペースを返す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＧ０２ 

 

コード変換  学歴区分コードチェック／変換 LXRCIG02 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-GRKBN-CD X(2)  学歴区分コード Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-GRKBN–NMKJ N(30)  学歴区分名（漢字） Ｏ 

03  O-GRKBN–NMKN X(30)  学歴区分名（半角カナ） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREG001:コード変換エラー  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ＪＩＳコード表により学歴区分コードを変換する。 

（JIS X 0407） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-GRKBN-CD ：'2' 

      ↓ 

   O-GRKBN–NMKJ：'短大卒' 

   O-GRKBN–NMKN：'ﾀﾝﾀﾞｲｿﾂ' 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) JIS X 0407 は平成 3 年 10 月 1 日で廃止となった。 

(2) エラーの場合，学歴区分名(漢字)，学歴区分名(半角カナ)にはスペースを返す。 

(3) 学歴区分名(半角カナ)の属性は，EUC 対応版では X(60)，Unicode 対応版では X(90)である。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＧ０４ 

 

コード変換  地目コードチェック／変換 LXRCIG04 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-CTGL-CD X(2)  地目コード Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-CTGL–NMKJ N(30)  地目（漢字） Ｏ 

03  O-CTGL–NMKN X(30)  地目（半角カナ） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREG001:コード変換エラー  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ＪＩＳコード表により地目コードを変換する。 

（JIS X 0411） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-CTGL-CD ：'10' 

      ↓ 

   O-CTGL–NMKJ：'宅地' 

   O-CTGL–NMKN：'ﾀｸﾁ' 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) エラーの場合，地目(漢字)，地目(半角カナ)にはスペースを返す。 

(2) 地目(半角カナ)の属性は，EUC 対応版では X(60)，Unicode 対応版では X(90)である。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＧ０５ 

 

コード変換  勘定科目コードチェック／変換 LXRCIG05 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-ACCNT-CD X(4)  勘定科目コード Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-ACCNT–NMKJ N(30)  勘定科目名（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREG001:コード変換エラー  

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ＪＩＳコード表により勘定科目コードを変換する。 

（JIS X 0406） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-ACCNT-CD ：'2000' 

      ↓ 

   O-ACCNT–NMKJ：'固定資産' 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) エラーの場合，勘定科目名(漢字)にはスペースを返す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＧ０９ 

 

コード変換  フラグチェック／変換 LXRCIG09 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-FLG X(1)  入力フラグ Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-FLG-AL X(3)  出力フラグ（英字） Ｏ 

03  O-FLG-KJ N(1)  出力フラグ（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREG001:コード変換エラー  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 以下の仕様でフラグを変換する。 

 

I-FLG O-FLG-AL O-FLG-KJ O-RTN-CD 

SPACE 

'0' 

'1' 

その他 

'OFF' 

'OFF' 

'ON' 

SPACE 

'無' 

'無' 

'有' 

SPACE 

SPACE 

SPACE 

SPACE 

'LXREG001'

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-FLG  ：'1' 

      ↓ 

   O-FLG-AL：'ON' 

   O-FLG-KJ：'有' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-FLG  ：'0' 

      ↓ 

   O-FLG-AL：'OFF' 

   O-FLG-KJ：'無' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-FLG  ：'3' 

      ↓ 

   O-FLG-AL：SPACE 

   O-FLG-KJ：SPACE 

   O-RTN-CD：'LXREG001' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) エラーの場合，出力フラグ(英字)，出力フラグ(漢字)にはスペースを返す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＧ１０ 

 

コード変換  都道府県コードチェック／変換 LXRCIG10 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-TDFK-CD X(2)  入力都道府県コード Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-TDFK–NMKJ N(4)  出力都道府県名（漢字） Ｏ 

03  O-TDFK–NMKN X(10)  出力都道府県名（半角カナ） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREG001:コード変換エラー  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ＪＩＳコード表により都道府県コードを変換する。 

（JIS X 0401） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-TDFK-CD ：'40' 

      ↓ 

   O-TDFK–NMKJ：'福岡県' 

   O-TDFK–NMKN：'ﾌｸｵｶｹﾝ' 

   O-RTN-CD  ：SPACE 

 

 2. I-TDFK-CD ：'48' 

      ↓ 

   O-TDFK–NMKJ：SPACE 

   O-TDFK–NMKN：SPACE 

   O-RTN-CD  ：'LXREG001' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) エラーの場合，出力都道府県名(漢字)，出力都道府県名(半角カナ)にはスペースを返す。 

(2) 出力都道府県名(半角カナ)の属性は，EUC 対応版では X(20)，Unicode 対応版では X(30)である。
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＧ１１ 

 

コード変換  有無チェック／変換 LXRCIG11 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-UM X(1)  入力有無 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-UM-KJ N(1)  出力有無（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREG001:コード変換エラー  

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 以下の仕様でフラグを変換する。 

 

I-UM O-UM-KJ O-RTN-CD 

SPACE 

'0' 

'1' 

その他 

'無' 

'無' 

'有' 

SPACE 

SPACE 

SPACE 

SPACE 

'LXREG001'

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-UM  ：'0' 

      ↓ 

   O-UM-KJ ：'無' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-UM  ：'1' 

      ↓ 

   O-UM-KJ ：'有' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-UM  ：'3' 

      ↓ 

   O-UM-KJ ：SPACE 

   O-RTN-CD：'LXREG001' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) エラーの場合，出力有無(漢字)にはスペースを返す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＧ１２ 

 

コード変換  可否チェック／変換 LXRCIG12 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-KAHI X(1)  入力可否 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-KAHI-AL X(2)  出力可否（英字） Ｏ 

03  O-KAHI-KJ N(1)  出力可否（漢字） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREG001:コード変換エラー  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 以下の仕様で可否を変換する。 

 

I-KAHI O-KAHI-AL O-KAHI-KJ O-RTN-CD 

SPACE 

'0' 

'1' 

その他 

'NG' 

'NG' 

'OK' 

SPACE 

'否' 

'否' 

'可' 

SPACE 

SPACE 

SPACE 

SPACE 

'LXREG001'

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-KAHI  ：'1' 

      ↓ 

   O-KAHI-AL：'OK' 

   O-KAHI-KJ：'可' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 2. I-KAHI  ：'0' 

      ↓ 

   O-KAHI-AL：'NG' 

   O-KAHI-KJ：'否' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 3. I-KAHI  ：'3' 

      ↓ 

   O-KAHI-AL：SPACE 

   O-KAHI-KJ：SPACE 

   O-RTN-CD：'LXREG001' 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) エラーの場合，出力可否(英字)，出力可否(漢字)にはスペースを返す。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＺ０１ 

 

項目処理  電話番号編集 LXRCIZ01 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-TELNO X(13)  電話番号 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-TELNO X(13)  電話番号 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREZ002:電話番号なし  

    LXREZ003:電話番号編集警告１  

    LXREZ004:電話番号編集警告２  

    LXREZ005:電話番号編集不能１  

    LXREZ006:電話番号編集不能２  

処   理   基   準 例 

1. 電話番号の市外局番，局番，番号を'-'で編集する。 

 

電話番号なし   ：ＳＰＡＣＥ 

（スペースが入力された） 

 

電話番号編集警告１：ＸＸＸＸＸ       ＊１ 

（編集されたデータに数字部分が１ブロックしかない） 

 

電話番号編集警告２：ＸＸＸＸ－ＸＸＸＸ   ＊１ 

（編集されたデータに数字部分が２ブロックしかない） 

 

電話番号編集不能１：ＳＰＡＣＥ 

（入力されたデータに数字部分がない） 

 

電話番号編集不能２： 

（編集されたデータに数字部分が４ブロック以上ある） 

 

            ＊１ 桁数は意味がない。 

 

 1. I-TELNO ：'123A4567A8910' 
      ↓ 

   O-TELNO ：'123-4567-8910' 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 区切りは，数字以外の文字すべてとする。 

(2) 編集不能の場合，O-TELNO はスペースとする。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＺ０３ 

 

演算  平方根算出 LXRCIZ03 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-NUM P(10,1)  数値 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-NUM P(10,1)  数値 Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREZ009:NUMERIC エラー  

    LXREZ010:入力数値が負である  

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された数値データの平方根を求める。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-NUM  ：1234567890.1 

      ↓ 

   O-NUM  ：35136.4 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 算出した結果は，小数第２位で四捨五入する。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＺ０４ 

 

項目処理  チェックディジット計算 LXRCIZ04 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-LENG P(2)  長さ ＩＬ 

03  I-NUM X(37)  数字列 Ｉ 

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-STR X(38)  文字列 Ｏ 

03  O-CHK-DGT X(1)  チェックディジット Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREZ009:NUMERIC エラー  

    LXREZ011:入力長さが範囲外  

    LXREZ008:入力数字列に数字以外がある  

     

処   理   基   準 例 

1. 入力された数値データ（最大 37 バイト）より，チェッ

クディジット（モジュラス 11）を求め出力する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-LENG  ：5 

   I-NUM  ：'12345' 

      ↓ 

   O-STR  ：'123455' 

   O-CHK-DGT：'5' 

   O-RTN-CD ：SPACE 

 

 （計算例） 

   データ   重み 

    １ × ６ ＝ ６ 

    ２ × ５ ＝ 10 

    ３ × ４ ＝ 12 

    ４ × ３ ＝ 12 

    ５ × ２ ＝ 10 （＋ 

            50 

    50 ÷ 11 ＝ ４…６ 

    11 － ６ ＝ ５ 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) 1 ≦ 入力バイト長 ≦ 37 の範囲外の場合は，結果は評価しない。 

(2) 重みは，最右端より上位桁に向かって 2，3，4，5，6，7 の繰り返しとする。 

(3) 剰余が 0，1 の場合，チェックディジットは 0 とする。2～10 の場合は，（11－剰余）をチェッ

クディジットとする。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＺ０５ 

 

単位変換  インチ→センチメートル変換 LXRCIZ05 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-DSTIN P(6,2)  距離（インチ） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-DSTCM P(7,4)  距離（センチメートル） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. インチ単位の数値データをセンチメートル単位の数値

データに変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-DSTIN ：12.15 

      ↓ 

   O-DSTCM ：30.8610 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) １インチ＝2.54cm として変換する。 

(2) 結果は，小数点以下５桁で四捨五入する。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＺ０６ 

 

単位変換  センチメートル→インチ変換 LXRCIZ06 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-DSTCM P(6,2)  距離（センチメートル） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-DSTIN P(6,4)  距離（インチ） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. センチメートル単位の数値データをインチ単位の数値

データに変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-DSTCM ：12.15 

      ↓ 

   O-DSTIN ：4.7835 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) １インチ＝2.54cm として変換する。 

(2) 結果は，小数点以下５桁で四捨五入する。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＺ０７ 

 

単位変換  ヤード→メートル変換 LXRCIZ07 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-DSTYD P(6,2)  距離（ヤード） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-DST P(6,4)  距離（メートル） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ヤード単位の数値データをメートル単位の数値データ

に変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-DSTYD ：12.15 

      ↓ 

   O-DST  ：11.1097 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) １ヤード＝0.91438m として変換する。 

(2) 結果は，小数点以下５桁で四捨五入する。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＺ０８ 

 

単位変換  メートル→ヤード変換 LXRCIZ08 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-DST P(6,2)  距離（メートル） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-DSTYD P(7,4)  距離（ヤード） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. メートル単位の数値データをヤード単位の数値データ

に変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-DST  ：12.15 

      ↓ 

   O-DSTYD ：13.6705 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) １ヤード＝0.91438m として変換する。 

(2) 結果は，小数点以下５桁で四捨五入する。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＺ０９ 

 

単位変換  キログラム→ポンド変換 LXRCIZ09 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-WT P(6,2)  重量（キログラム） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-WTLB P(7,4)  重量（ポンド） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. キログラム単位の数値データをポンド単位の数値デー

タに変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-WT  ：12.15 

      ↓ 

   O-WTLB ：27.5573 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) １ポンド＝0.4536kg として変換する。 

(2) 結果は，小数点以下５桁で四捨五入する。 

 

 

 

 

 

 



２．標準サブルーチンの仕様 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＺ１０ 

 

単位変換  ポンド→キログラム変換 LXRCIZ10 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-WTLB P(6,2)  重量（ポンド） Ｉ 

     

     

     

     

     

     

     

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-WT P(6,4)  重量（キログラム） Ｏ 

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

     

     

     

     

     

     

処   理   基   準 例 

1. ポンド単位の数値データをキログラム単位の数値デー

タに変換する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 1. I-WTLB ：12.15 

      ↓ 

   O-WT  ：5.67 

   O-RTN-CD：SPACE 

 

 ＜注意事項＞ 

(1) １ポンド＝0.4536kg として変換する。 

(2) 結果は，小数点以下５桁で四捨五入する。 
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サブルーチンＩＤ 機能分類 サブルーチン名 テーブル名 

ＬＸＲＰＩＺ１１ 

 

文字列処理  パラメータ解析 LXRCIZ11 

       入    力      （区分：INPUT-PARM=I ， CONSTANT=C） 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  I-PARM X(50)  入力パラメータ Ｉ 

       出    力      （区分：OUTPUT-PARM=O ， RTN-CODE=R) 

ﾚﾍﾞﾙ 項  目  名 属性 説 明 及 び 設 定 値 区分 

03  O-PARM-TBL   パラメータ（テーブル） Ｏ 

05  O-PARM 反復  OCCURS 10 TIMES.  

    出力パラメータ  

07  O-NAME-1 X(10)  名前１  

07  O-NAME-2 X(10)  名前２  

07  O-NAME-3 X(10)  名前３  

07  O-VALUE X(10)  値  

03  O-RTN-CD X(10)  リターンコード Ｒ 

    SPACE:正常終了  

    LXREZ012:半角文字コード以外あり  

    LXREZ013:パラメータ構文誤り  

処   理   基   準 例 

1. O-PARM-TBL,O-RTN-CD を SPACE で初期化する。 

2. I-PARM を（文字コードチェック:LXRPIA01）を用いてチ

ェックする。 

2.1 LXRPIA01 のリターンコードが'LXREA007'の時，

O-RTN-CD に'LXREA012'を返す。 

2.2 その他の時，O-RTN-CD に SPACE を返す。 

3. O-RTN-CD が SPACE で，かつ I-PARM が SPACE 以外の時，

以下の処理を行う。 

3.1 I-PARM を，','を区切り文字として二つの文字列に分

割する。ただし，'('と')'とで囲まれた','は区切り文

字として認識しない。 

3.2 分割した文字列それぞれを，'='を区切り文字として

更に分割し，以下に従い，名前１（O-NAME-1），値

（O-VALUE）に転送する。 

(1) 分割の結果，右辺のパラメタが１つの場合 

（例：'A=B'を分割→左辺'A'，右辺'B'） 

O-NAME-1(01)に左辺，O-VALUE(01)に右辺のﾊﾟﾗﾒｰﾀ 

(2) 分割の結果，右辺のパラメタが２つの場合 

（例：'A=(B,C)'を分割→左辺'A'，右辺'(B,C)'） 

O-NAME-1(01)に左辺，O-VALUE(01)に右辺のﾊﾟﾗﾒｰﾀ1 

O-NAME-1(02)に左辺，O-VALUE(02)に右辺のﾊﾟﾗﾒｰﾀ2 

         ： 

3.3 O-PARM の各文字列に対し（文字列左詰め:LXRPIA06）

を呼び出すことにより左詰め編集を行う。 

 1. I-PARM   ：'A=B' 
      ↓ 
   O-NAME-1(01)：'A' 
   O-VALUE(01) ：'B' 
 

 2. I-PARM   ：'A=(B,C)' 
      ↓ 
   O-NAME-1(01)：'A' 
   O-VALUE(01) ：'B' 
   O-NAME-1(02)：'A' 
   O-VALUE(02) ：'C' 
 

 3. I-PARM   ：'A=(B,C),D=E' 
      ↓ 
   O-NAME-1(01)：'A' 
   O-VALUE(01) ：'B' 
   O-NAME-1(02)：'A' 
   O-VALUE(02) ：'C' 
   O-NAME-1(03)：'D' 
   O-VALUE(03) ：'E' 
 

 4. I-PARM   ：'A=B,A=C' 
      ↓ 
   O-NAME-1(01)：'A' 
   O-VALUE(01) ：'B' 
   O-NAME-1(02)：'A' 
   O-VALUE(02) ：'C' 

 ＜注意事項＞ 

(1) 入力パラメータの構文が下記以外の場合，リターンコードに'LXREZ013'を返し，O-PARM-TBL

には SPACE を返す。 

  ①'A=B' ②'A=(B,C)' ③'A=B,C=(D,E)' ④'A=(B,C),D=E' ⑤'A=B,A=C' 

  （A,B,C,D,E は１個以上１０個以下の英大文字並び） 

(2) O-NAME-1,O-VALUE の重複チェックは行わない。例の４番目のように処理する。 

(3) 本サブルーチンから，（文字コードチェック:LXRPIA01），（文字列左詰め:LXRPIA06），（文

字列有効桁数算出:LXRPIA09）を呼び出す。 
 



 
付録

 
付録Ａ EUC 対応版の仕様 

付録Ｂ Unicode 対応版の仕様 

付録Ｃ 祝祭日・休日の有効期間 
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付録Ａ EUC対応版の仕様 
 

EUC（Extended Unix Code）対応版標準サブルーチンでは，文字列に対するチェック及

び編集を EUC のコード体系に基づいて行います。このため，SJIS 対応版と出力結果が異

なることがあります。 

また，EUC では半角カナを２バイトで表現するため，半角カナを含む文字列を取り扱う

場合には注意が必要です。詳細は，マニュアル「COBOL2002 言語 標準仕様編」および

「COBOL2002 言語 拡張仕様編」を参照してください。 

標準サブルーチンの EUC 対応版の仕様について，次に示します。 

 

A.1 SJIS対応版との処理の違い 

(1) 文字コードチェックの違い 

表 A.1-1

表 A.1-1 文字コードチェックの範囲 

に示すサブルーチンでは，EUC のコード体系でチェックを行います。 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 SJIS EUC KEIS 

LXRPIA01 文字コードチェック 
(20～7E） 

(A1～DF) 

(20～7E) 

(8E：A1～DF) 
￣ 

LXRPIB01 
漢字コードチェック 

（漢字） 

(81～9F：40～FC)

(E0～EF：40～FC)

(A1～FE：21～7E)

(A1～FE：A1～FE)

(A1～FE：A1～FE)

LXRPIB02 
漢字コードチェック 

（含外字） 

(81～9F：40～FC)

(E0～EF：40～FC)

(F0～FC：40～7E)

(F0～FC：80～FC)

(A1～FE：21～7E)

(A1～FE：A1～FE)

(A1～FE：A1～FE)

(41～A0：A1～FE)

※（上位１バイトの範囲：下位１バイトの範囲）を表しています 

 

(2) 半角カナ文字の違い 

半角文字列を扱うサブルーチンにおいて，文字列の長さを指定する場合の単位はバイト

数です。このため に示すサブルーチンで入力文字列中に半角カナ文字を含む場合

は，半角カナ１文字につき２バイトとして長さを指定してください。同様に，表 A.1-3が

示すサブルーチンにおいては，半角カナ１文字につき２バイトとして長さを出力します。 

表 A.1-2

これより，SJIS 対応版と処理結果が異なる場合があります。 

 



付録Ａ EUC 対応版の仕様 

表 A.1-2 長さを入力するサブルーチン 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 長さを指定する項目 

LXRPIA05 文字列シフト I-SHFT-LENG 

LXRPIA06 文字列左詰め I-LENG 

LXRPIA07 文字列右詰め I-LENG 

LXRPIA08 文字列中央揃え I-LENG 

LXRPIA13 文字列前後反転 I-LENG 

LXRPIA14 指定文字削除 
I-LENG 

I-DEL-LENG 

LXRPIA15 空白削除 I-LENG 

LXRPIA16 不要空白削除 I-LENG 

LXRPIA17 第１文字列取得 I-LENG 

LXRPIA19 文字列交互挿入 
I-1ST-LENG 

I-2ND-LENG 

LXRPIA28 文字列切断 I-LENG 

LXRPIC01 半角→全角変換 I-LENG 

表 A.1-3 長さを出力するサブルーチン 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 長さが返される項目 

LXRPIA09 文字列有効桁数算出 O-LENG 

LXRPIA17 第１文字列取得 O-LENG 

 

EUC 対応版と SJIS 対応版で処理が異なる例を，以下に示します。 

（例１）文字列シフト(LXRPIA05) 

入力文字列 出力文字列 

 'ｱｲｳｴｵ' 'ｳｴｵ' （SJIS 対応版） 

シフトする文字列 'ｲｳｴｵ' （EUC 対応版） 

 -2 

→ 

  

 

（例２）文字列右詰め(LXRPIA07) 

入力文字列 出力文字列  

 'ｱｲｳAｴAｵｶｷ' 'AAAｱｲｳAｴAｵｶｷ' （SJIS 対応版） 

  'ｳAｴAｵｶｷ' （EUC 対応版） 

出力フィールドの長さ リターンコード  

 12 SPACE （SJIS 対応版） 

  

→ 

'LXREA018' （EUC 対応版） 

 

（例３）文字列有効桁数算出(LXRPIA09) 

入力文字列 有効桁数  

 'AAｱｲｳAｴAｵｶｷAA' 11 （SJIS 対応版） 

  

→ 

18 （EUC 対応版） 
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A.2 インタフェーステーブルの変更 

表 A.2-1

表 A.2-1 インタフェーステーブルを変更したサブルーチン 

に示すサブルーチンでは，インタフェーステーブルの項目のうち半角カナ文

字専用のものについては，項目長を２倍に拡張しています。 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 項目名 
SJIS 

対応版の属性

EUC 

対応版の属性 

LXRPID35 曜日コードチェック／編集 O-YB-KN X(3) X(6) 

LXRPIF02 氏名（半角カナ）チェック 
I-SHMKN 

O-SHMKN 

X(20) 

X(20) 

X(40) 

X(40) 

LXRPIF04 氏名（半角カナ）分離編集 

I-SHMKN 

O-SHKN 

O-NMKN 

X(20) 

X(20) 

X(20) 

X(40) 

X(40) 

X(40) 

LXRPIF06 氏名（半角カナ）結合編集 

I-SHKN 

I-NMKN 

O-SHMKN 

X(20) 

X(20) 

X(20) 

X(40) 

X(40) 

X(40) 

LXRPIG02 学歴区分コードチェック／変換 O-GRKBN-NMKN X(30) X(60) 

LXRPIG04 地目コードチェック／変換 O-CTGL-NMKN X(30) X(60) 

LXRPIG10 都道府県コードチェック／変換 O-TDFK-NMKN X(10) X(20) 

 

A.3 注意事項 

(1) 文字列前後反転（LXRPIA13） 

文字列は文字単位で反転します（半角カナ文字の上位バイト，下位バイトは反転しませ

ん）。 

 

(2) 全角→半角変換（LXRPIC02） 

編集結果が出力文字列に入りきらない場合，リターンコードに'LXREC009'を返し，超え

た分を切り捨てて出力します。 
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付録Ｂ Unicode対応版の仕様 
 

Unicode 対応版標準サブルーチンでは，文字列に対するチェック及び編集を Unicode の

コード体系に基づいて行います。このため，SJIS 対応版と出力結果が異なることがあり

ます。 

また，Unicode(UTF-8)では半角カナを３バイトで表現するため，半角カナを含む文字列

を取り扱う場合には注意が必要です。詳細は，マニュアル「COBOL2002 ユーザーズガイ

ド」を参照してください。 

Unicode 対応版標準サブルーチンの仕様について，次に示します。 

 

B.1 SJIS対応版との処理の違い 

(1) Ｘ，Ｎタイプインタフェースの符号化方式 

インタフェース項目のうち属性がＸ，およびＮタイプのものについては，表 B.1-1に示

す符号化方式でエンコードして使用してください。それ以外の符号化方式として扱った場

合の動作は保証しません。 

表 B.1-1 属性別の符号化方式 

属性 符号化方式 備考 

Ｘタイプ UTF-8 
ASCII は１バイト／文字 

それ以外は可変 

Ｎタイプ UTF-16 
２バイト／文字，または 

４バイト／文字 

  

(2) 文字コードチェックの違い 

表 B.1-2

表 B.1-2 文字コードチェックの範囲 

に示すサブルーチンでは， Unicode 体系でチェックを行います。 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 SJIS Unicode 

LXRPIA01 文字コードチェック 
(20～7E) 

(A1～DF) 

(20～7E) 

(EFBDA1～EFBDBF) 

(EFBE80～EFBE9F) 

LXRPIB01 
漢字コードチェック 

（漢字） 

(81～9F：40～FC)

(E0～EF：40～FC)

JIS X 0213:2004 で定義された 11233

文字。ASCII(U+0020～U+007E)および半

角カナ(U+FF61～U+FF9F)は含まれませ

ん 

LXRPIB02 
漢字コードチェック 

（含外字） 

(81～9F：40～FC)

(E0～EF：40～FC)

(F0～FC：40～7E)

(F0～FC：80～FC)

LXRPIB01 の範囲に UCS-2 における私用

領域(U+E000～U+F8FF)と第 15 面および

第 16 面を加えた範囲 

※（上位１バイトの範囲：下位１バイトの範囲）を表しています 

 



付録Ｂ Unicode対応版の仕様 

(3) 半角カナ文字の違い 

半角文字列を扱うサブルーチンにおいて，文字列の長さを指定する場合の単位はバイト

数です。このため に示すサブルーチンで入力文字列中に半角カナ文字を含む場合

は，半角カナ１文字につき３バイトとして長さを指定してください。同様に，表 B.1-4に

示すサブルーチンにおいては，半角カナ１文字につき３バイトとして長さを出力します。 

表 B.1-3

表 B.1-3 長さを入力するサブルーチン 

これにより，SJIS 対応版と処理結果が異なる場合があります。 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 長さを指定する項目 

LXRPIA05 文字列シフト I-SHFT-LENG 

LXRPIA06 文字列左詰め I-LENG 

LXRPIA07 文字列右詰め I-LENG 

LXRPIA08 文字列中央揃え I-LENG 

LXRPIA13 文字列前後反転 I-LENG 

LXRPIA14 指定文字削除 I-LENG, I-DEL-LENG 

LXRPIA15 空白削除 I-LENG 

LXRPIA16 不要空白削除 I-LENG 

LXRPIA17 第１文字列取得 I-LENG 

LXRPIA19 文字列交互挿入 I-1ST-LENG, I-2ND-LENG 

LXRPIA28 文字列切断 I-LENG 

LXRPIC01 半角→全角変換 I-LENG 

表 B.1-4 長さを出力するサブルーチン 

ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 長さが返される項目 

LXRPIA09 文字列有効桁数算出 O-LENG 

LXRPIA17 第１文字列取得 O-LENG 

 

Unicode 対応版と SJIS 対応版で処理が異なる例を，以下に示します。 

（例１）文字列シフト(LXRPIA05) 

入力文字列 出力文字列 

 'ｱｲｳｴｵ' 'ｴｵ' （SJIS 対応版） 

シフトする文字列 'ｲｳｴｵ' （Unicode 対応版） 

 -3 

→ 

  

 

（例２）文字列右詰め(LXRPIA07) 

入力文字列 出力文字列  

 'ｱｲｳAｴAｵｶｷ' 'AAAAｱｲｳAｴAｵｶｷ' （SJIS 対応版） 

  'ｴAｵｶｷ' （Unicode 対応版） 

出力フィールドの長さ リターンコード  

 13 SPACE （SJIS 対応版） 

  

→ 

'LXREA018' （Unicode 対応版） 

 

（例３）文字列有効桁数算出(LXRPIA09) 

入力文字列 有効桁数  

 'AAｱｲｳAｴAｵｶｷAA' 11 （SJIS 対応版） 

  

→ 

25 （Unicode 対応版） 
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B.2 インタフェーステーブルの変更 

表 B.2-1

表 B.2-1 インタフェーステーブルを変更したサブルーチン 

に示すサブルーチンでは，インタフェーステーブルの項目のうち半角カナ文字

専用のものについては，項目長を３倍に拡張しています。 

項番 ｻﾌﾞﾙｰﾁﾝID サブルーチン名 項目名 
SJIS 

対応版の属性 

Unicode 

対応版の属性

1 LXRPID35 曜日コードチェック／編集 O-YB-KN X(3) X(9) 

2 LXRPIF02 氏名（半角カナ）チェック 
I-SHMKN 

O-SHMKN 

X(20) 

X(20) 

X(60) 

X(60) 

3 LXRPIF04 氏名（半角カナ）分離編集 

I-SHMKN 

O-SHKN 

O-NMKN 

X(20) 

X(20) 

X(20) 

X(60) 

X(60) 

X(60) 

4 LXRPIF06 氏名（半角カナ）結合編集 

I-SHKN 

I-NMKN 

O-SHMKN 

X(20) 

X(20) 

X(20) 

X(60) 

X(60) 

X(60) 

5 LXRPIG02 学歴区分コードチェック／変換 O-GRKBN-NMKN X(30) X(90) 

6 LXRPIG04 地目コードチェック／変換 O-CTGL-NMKN X(30) X(90) 

7 LXRPIG10 都道府県コードチェック／変換 O-TDFK-NMKN X(10) X(30) 

 

B.3 注意事項 

(1) 文字列前後反転（LXRPIA13） 

文字列は文字単位で反転します（半角カナ文字内のバイトの並びは反転しません）。 

 

(2) 全角→半角変換（LXRPIC02） 

編集結果が出力文字列に入りきらない場合，リターンコードに'LXREC009'を返し，超え

た分を切り捨てて出力します。 
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付録Ｃ 祝祭日・休日の有効期間 
 

C.1 祝祭日・休日 

各祝祭日・休日は，2007 年 6 月 1 日時点で公布されている「国民の祝日に関する法

律」に基づくものとし，その有効期間は表 C.1-1の通りとします。 

表 C.1-1 祝祭日・休日の有効期間 

日付 種別 有効期間 

1 月 1 日 元日 1949 年(昭和 24 年)～ 

1 月 15 日 
1949 年(昭和 24 年)～ 

1999 年(平成 11 年) 

1 月第 2 月曜日 

成人の日 

2000 年(平成 12 年)～ 

2 月 11 日 建国記念の日 1949 年(昭和 24 年)～ 

春分日 春分の日 1949 年(昭和 24 年)～ 

天皇誕生日 
1949 年(昭和 24 年)～ 

1988 年(昭和 63 年) 

みどりの日 
1989 年(平成元年)～ 

2006 年(平成 18 年) 

4 月 29 日 

昭和の日 2007 年(平成 19 年)～ 

5 月 3 日 憲法記念日 1949 年(昭和 24 年)～ 

国民の休日 
1986 年(昭和 61 年)～ 

2006 年(平成 18 年) 5 月 4 日 

みどりの日 2007 年(平成 19 年)～ 

5 月 5 日 こどもの日 1949 年(昭和 24 年)～ 

7 月 20 日 
1996 年(平成 8 年)～ 

2002 年(平成 14 年) 

7 月第 3 月曜日 

海の日 

2003 年(平成 15 年)～ 

9 月 15 日 
1966 年(昭和 41 年)～ 

2002 年(平成 14 年) 

9 月第 3 月曜日 

敬老の日 

2003 年(平成 15 年)～ 

秋分日 秋分の日 1948 年(昭和 23 年)～ 

10 月 10 日 
1966 年(昭和 41 年)～ 

1999 年(平成 11 年) 

10 月第 2 月曜日 

体育の日 

2000 年(平成 12 年)～ 

11 月 3 日 文化の日 1948 年(昭和 23 年)～ 

11 月 23 日 勤労感謝の日 1948 年(昭和 23 年)～ 

12 月 23 日 天皇誕生日 1989 年(平成元年)～ 

― 振替休日 
1973 年(昭和 48 年) 

4 月 12 日～ 

*1) 上記一覧表の「振替休日」は、「国民の祝日に関する法律」の第３条第２項の定義に準じま

す。「国民の休日」については、第３条第３項の定義に準じます。 

*2) 上記一覧表のうち、振替休日を除く日については祝祭日区分(O-FEST-KBN)として祝祭日('1')

を返します。(1986 年～2006 年における 5 月 4 日の「国民の休日」についても，日曜日や 5

月 3 日の「憲法記念日」の振替休日であっても祝祭日として判定します。) 

*3) 振替休日については祝祭日区分(O-FEST-KBN)として休日('2')を返します。 



付録Ｃ 祝祭日・休日の有効期間 

C.2 春分の日・秋分の日 

「春分の日」・「秋分の日」については、毎年２月の官報にて正式決定されますが、本

サブルーチンでは計算から算出した仮の値を保持しています。保持している値はそれぞれ

， の通りです。 表 C.2-1

表 C.2-1 サブルーチンが保持する春分の日 

表 C.2-2

－ 19490321 19500321 19510321 19520321 19530321 

19540321 19550321 19560321 19570321 19580321 19590321 

19600320 19610321 19620321 19630321 19640320 19650321 

19660321 19670321 19680320 19690321 19700321 19710321 

19720320 19730321 19740321 19750321 19760320 19770321 

19780321 19790321 19800320 19810321 19820321 19830321 

19840320 19850321 19860321 19870321 19880320 19890321 

19900321 19910321 19920320 19930320 19940321 19950321 

19960320 19970320 19980321 19990321 20000320 20010320 

20020321 20030321 20040320 20050320 20060321 20070321 

20080320 20090320 20100321 20110321 20120320 20130320 

20140321 20150321 20160320 20170320 20180321 20190321 

20200320 20210320 20220321 20230321 20240320 20250320 

20260320 20270321 20280320 20290320 20300320 20310321 

20320320 20330320 20340320 20350321 20360320 20370320 

20380320 20390321 20400320 20410320 20420320 20430321 

20440320 20450320 20460320 20470321 20480320 20490320 

20500320 20510321 20520320 20530320 20540320 20550321 

20560320 20570320 20580320 20590320 20600320 20610320 

20620320 20630320 20640320 20650320 20660320 20670320 

20680320 20690320 20700320 20710320 20720320 20730320 

20740320 20750320 20760320 20770320 20780320 20790320 

20800320 20810320 20820320 20830320 20840320 20850320 

20860320 20870320 20880320 20890320 20900320 20910320 

20920319 20930320 20940320 20950320 20960319 20970320 

20980320 20990320 21000320 － － － 
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表 C.2-2 サブルーチンが保持する秋分の日 

19480923 19490923 19500923 19510924 19520923 19530923 

19540923 19550924 19560923 19570923 19580923 19590924 

19600923 19610923 19620923 19630924 19640923 19650923 

19660923 19670924 19680923 19690923 19700923 19710924 

19720923 19730923 19740923 19750924 19760923 19770923 

19780923 19790924 19800923 19810923 19820923 19830923 

19840923 19850923 19860923 19870923 19880923 19890923 

19900923 19910923 19920923 19930923 19940923 19950923 

19960923 19970923 19980923 19990923 20000923 20010923 

20020923 20030923 20040923 20050923 20060923 20070923 

20080923 20090923 20100923 20110923 20120922 20130923 

20140923 20150923 20160922 20170923 20180923 20190923 

20200922 20210923 20220923 20230923 20240922 20250923 

20260923 20270923 20280922 20290923 20300923 20310923 

20320922 20330923 20340923 20350923 20360922 20370923 

20380923 20390923 20400922 20410923 20420923 20430923 

20440922 20450922 20460923 20470923 20480922 20490922 

20500923 20510923 20520922 20530922 20540923 20550923 

20560922 20570922 20580923 20590923 20600922 20610922 

20620923 20630923 20640922 20650922 20660923 20670923 

20680922 20690922 20700923 20710923 20720922 20730922 

20740923 20750923 20760922 20770922 20780922 20790923 

20800922 20810922 20820922 20830923 20840922 20850922 

20860922 20870923 20880922 20890922 20900922 20910923 

20920922 20930922 20940922 20950923 20960922 20970922 

20980922 20990923 21000923 － － － 
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C.3 国民の休日 

「国民の休日」に関しては，本Ｖｅｒ完成時点では祝日と公布されていない秋分の日

が関連して休日となる見込みの場合も， で示した秋分の日に基づいて休日として

判定します。９月の「国民の休日」として見込まれる日は の通りで、祝祭日区分

(O-FEST-KBN)として休日('2')を返します。 

表 C.2-2

表 C.3-1

表 C.3-1 ９月の「国民の休日」 

20090922 20150922 20260922 20320921 20370922 20430922 
20490921 20540922 20600921 20710922 20770921 20880921 
20940921 20990922 － － － － 

 

C.4 その他休日 

表 C.4-1

表 C.4-1 その他休日 

に示す日については，休日とします。 

日付 もとになる法律 

1959 年(昭和 34 年) 4 月 10 日 皇太子明仁親王の結婚の儀の行われる日を休日とする法律 

1989 年(平成元年)  2 月 24 日 昭和天皇の大喪の礼の行われる日を休日とする法律 

1990 年(平成 2 年) 11 月 12 日 即位礼正殿の儀の行われる日を休日とする法律 

1993 年(平成 5 年)  6 月 9 日 皇太子徳仁親王の結婚の儀の行われる日を休日とする法律 
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